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　　　プロローグ１　凶笑





　父親は常に笑え顔がおを浮うかべていた。

　少なくとも能の勢せの記き憶おくの中においてはそうだった。

　食事のとき、新聞を読んでいるとき、テレビを見ているとき──もちろん“〝躾しつけ”〟をしているときも、だ。

「笑えるというのはな、強いってことだ」

　確か能勢が三歳さいか、四歳くらいのことだっただろうか。殴なぐられて倒たおれ伏ふす息子むすこを見下ろしながら、父親はそんなことを言った。

「そして強いというのは嬉うれしい、楽しいってことなんだよ」

　その言葉の通り、彼かれは楽しそうだった。

「逆に言えば、お前がそうやって痛い思い辛つらい思いをしているのは、弱いからだ。お前は弱い。だから俺おれの許可無しには笑うこともできない。なあ？」

　父親はそう言って笑顔を浮かべ、拳こぶしを振ふり下おろした。



「……ああ、そういえば久しぶりですね」

　ホテルの一室、能勢は呟つぶやいて、笑う。

　数日前に淵ふち上がみとの戦せん闘とうを経験し、十じゆう郎ろうともあと一歩で戦たたかえるところまで来た。初めて殺した人間たちのことを思い出だしたのは、感情が昂たかぶっているからだろうか。

　両親にはよく殴られた。大たい抵ていは父親が先に手を出し、母親がそれに追従した。理由は様々で、大抵の場合はどうでもいいことだった。例えば、天気が悪いとか、暑いとか、鳥の声が煩うるさいからとか、そんな感じだ。彼らは何かと理由を見付けては、笑いながら理り不ふ尽じんな暴力を振るった。

　当時の幼い能勢には理解できなかったが、今はある程てい度どその意図を読み解くことができる。おそらく彼らは、絶対者として魔ま法ほう士の素質ありと判定された我わが子この上に君臨するつもりだったのだ。

　例えるならサーカスの猛もう獣じゆうと調教師の関係のようなものかもしれない。

　猛獣の戦闘能力は人間を遥はるかに上回る。その気になれば一いつ瞬しゆんで調教師を物言わぬ肉につ塊かいに変えられるだろう。しかしそうならないのは、調教師が徹てつ底ていした上下関係および信しん頼らい関係の構築を行って、絶対的な上位の権を手に入れているからである。

　能勢は魔法士の資質を持っている。おそらくすぐに力では勝てなくなる。だから両親は、幼くまだ魔法を満足に扱あつかえないうちに徹てつ底てい的てきに“〝躾”〟を施ほどこし、精神的な意味で逆らえないようにしようとしたのだ。

　結局その試みは失敗に終わった。たった一度、感情が限界を超こえて魔法が起動された。そして彼らは物言わぬ肉塊となり、能勢は自由に笑う権利を手に入れた。

　力を誇こ示じするだけで、信頼を築こうとはしなかったせいだろうか。また、魔法士の力に対する認にん識しきも甘あまかったのかもしれない。

　まあ両親の人間性にはかなり深刻な問題があったわけだが、それでも育児経験のない夫ふう婦ふの最初に授さずかった子どもが魔法士だったというのは、不幸であるともいえるだろう。その点に関しては、いくらか同情の念を覚える。

　能勢はミネラルウォーターのボトルを取り、一口口に含ふくむ。そしてテレビをつけた。特に見たい番組があるわけでもなく、適当にザッピングしていく。と、そのとき画面上にテロップが流れた。

『襲しゆう撃げきを受け重体となっていた淵上竜りゆう生せい特別対策局局長が本日未明、搬はん送そう先さきの病院で死亡』

　ああ、死んだのか、と能勢は思う。

　雇やとい主ぬしは、特別対策局の弱体化を目もく論ろんでいた。テロを起こし疲ひ弊へいさせたところで、能勢に命じて局長を暗殺させたのである。

　強力な頭を失った対策局は烏う合ごうの衆となり、見事に目的は達成されたというわけだった。

　と、そのとき、携けい帯たいが鳴った。

「はい」

『やあ、おはよう』

　雇い主、ＰＭプロジエクト・マクスウエル社代表取とり締しまり役やくチェスター・マクスウェルの陽気な声が聞こえてきた。

『ニュースはもう見たかな？』

「淵上さんのですか？　ええ、ついさっき。ご依い頼らいは完かん遂すいということでよろしいですね」

『結構。実によくやってくれたよ』

　マクスウェルの声は満足そうだった。

　普ふ段だんならアデル・クァンというＰＭ社の女性を通して連れん絡らくを入れてくる。直接お褒ほめの言葉を賜たまわるというのは、認められたということなのだろう、と能勢は思った。特にうれしいわけではないが、信頼を得ておいたほうが何かと便利なのは確かだ。

「では、当面は待機ということで」

『ああ、構わない。ただ、すぐに働いてもらうことになるかもしれんがな。警察に捕つかまった才さい賀がの状じよう況きようが分かり次し第だい、連絡する。奪だつ還かんか、無理なようなら──』

「消す、と。アデルさんから承うけたまわってますよ」

『うん、手て筈はず通りに。彼がしくじったものだから、いまひとつインパクトが薄うすくなってしまったんだよね。で、もう少しテロを活性化させ、被ひ害がいを大きくしてから、ＷＳＳウイザーズ・セキユリテイ・サービスを介かい入にゆうさせようと思ってる。いよいよ計画プロジエクトも大おお詰づめだな』

　マクスウェルの声にはいっそ無む邪じや気きといっても良いほどの期待感が溢あふれている。

　己おのれの力に絶対的な自信を持ち、他者を蹂じゆう躙りんする権利を自じ認にんしている──つまりこの男も強者なのだ。

「……余よ裕ゆうですねえ」

『事を構えてみたくなるかね？　私と』

　そう、マクスウェルは『強い』。ゆえに、能勢の本能が刺し激げきされる。

　やり合って、この余裕を引きはがしてやりたくなる。

「必死にさせて叩たたき潰つぶしたくなる。それは否定はしませんよ。性しよう分ぶんなものですから」

　能勢は苦く笑しようする。

「でも、今は置いておきます。優先順位というものがありますのでね。──ひとつ、質問をよろしいですか？」

『何かね？』

「雛ひな咲さき伊い蔵ぞう氏はどうされます？」

『ん……時期が来れば然しかるべき処理をさせていただくことになる、と言っておこうかね』

「決定事じ項こうですか」

『その通り』

　ありがとうございます、と言って電話を切る。

　今、能勢の最大の標的は雛咲伊蔵の手の内に囚とらわれている。伊蔵の退場が既き定てい事項であるなら、あせって動く必要もないだろう。

　ミネラルウォーターを飲み干すと、容器を軽く放ほうり投なげる。

　床ゆかに落ちる寸前、まるで不可視の何かに食われ飲み込まれたかのようにボトルは消失した。







　　　プロローグ２　陥穽





　彼にはかつて国家公務員であった時期があった。

　特別対策局に配属され、それなりに遇ぐうされ、それなりに評価されていた。

　だが、彼は“〝公こう僕ぼく”〟と呼ばれることが嫌きらいだった。公の僕しもべ。常人より遥かに多くのことを為なせる魔法士、その中でも上位に分類される自分が、僕とは。実に受うけ容いれがたい呼こ称しようだ。

　同どう僚りようたちの後こう塵じんを拝することはさらに耐たえられなかったため、仕事の手を抜ぬいたりはしなかったが、ずっと不満は胸の内に燻くすぶっていた。

　転機となったのは五、六年ほど前の海外派は遣けんだった。

　彼はこれをチャンスだと考えた。このまま国に繋つながれて終わるより、日本を飛び出し活かつ躍やくの場を外に求めることがこの優すぐれた資質を持った自分にとっては良いのではないか。

　裏の仕事をいくつか手がけているうち、マクスウェルと出会った。彼こそが自分の望みを叶かなえてくれる人間だと思った。



　才さい賀が翔しよう太た郎ろうは目を開けた。

　白い壁かべと白い天てん井じよう。病院の一室だろうか。

　記憶をたぐる。

　大規模な破は壊かい活動で警察や特別対策局の注意を釘くぎ付づけにするのが才賀の役目だった。

　とある複合商業施し設せつのビルの爆ばく破はには成功。途と中ちゆうまで上う手まく行っていた。そして特別対策局の椎しい葉ば十じゆう郎ろうと対たい峙じし……そこで意識が途と切ぎれている。

　目の前の敵に気を取られているうちに、遠えん距きよ離りからの攻こう撃げきを食くらって気絶していたようだ。少なくとも最大の功労者の一人になるチャンスだったのに、とんだ失態だった。

「名な坂さか、か？」

　ライフルで狙そ撃げきされるような位置に立つような愚ぐは犯おかしていないはず。まず間ま違ちがいなく魔法による攻撃。可能な魔法士は限られるだろう。

　手足は問題なく動く。こめかみに軽い痛み──おそらく軽い内出血があるが、気にするほどの怪け我がではなさそうだった。

　才賀は改めて周囲を見回す。

　個室のようだ。室内に人の姿はなく、室外からも気配は感じられない。

　そして自分にこの光景が見えていると言うことは、視覚が奪うばわれていないということでもある。魔法士を無力化したいなら、まず視覚を奪うのがセオリーのはずだ。

（なぜだ？）

　才賀は考え、自分の中で答えを出す。

　同時進行で特別対策局局長を暗殺するという手筈になっていた。そちらの方が成功し、おそらく日本の治安維い持じ機構が大混乱に陥おちいっているのだ。そのため、自分のような捕ほ縛ばくされた者たちの管理にまで手が回っていないのではないだろうか。

　説得力が感じられ、かつ自分にとって都合の良い結論だったため、彼はそれを信じた。

　そして見張りがいないのを確かく認にんし、窓を開けて脱出した。

　──自分を背後から追つい跡せきしている魔法回路の気配に気付かないまま。







　　　一章　予兆





　魔法士──遍へん在ざいする魔力素子マナを魔法回路として組み上げ力を引き出し、自分の認識を現実に反映させることができる者。

　マナの存在を感じることのできる人間は数千人に一人、そしてマナを操あやつり魔法回路を組み、実際に施呪キヤステイングすることができるのは、その中のさらにごく一部であると言われている。

　幼少時の検査によって素質を認められた者は国家財産として政府の管理下に置かれ、専門の教育機関である育成校に通う。最終的にもっとも優ゆう秀しゆうだと判断されたグループは国家公務員としての魔法士──特とく殊しゆ執しつ行こう官かんと呼ばれる地位に就つき、以降、国家の統治システムの一部として生きることになる。

　魔法士たちはその能力ゆえに極きわめて有用であるが、同時に畏い怖ふされる存在でもある。

　一いつ般ぱん人じんの中には異能の力に対する漠ばく然ぜんとした不安、あるいはっきりとした嫌けん悪おが当たり前のように存在しており、魔法士を極めて重大な脅きよう威いと見なす意見や、管理、ときには排斥を徹底すべしという思想が聞かれることも珍めずらしくない。

　一方で魔法士の側にもそうした傾けい向こうに対する反発が存在し、まれにではあるが、重大な諍いさかいにまで発展するケースも報告されている。

　両者間の軋あつ轢れき、断絶には、魔法士の地位が確立されて半世紀以上を経過した今も根深いものがあるのだった。



　　　　　＊　＊　＊



「直接お話ししたことはありませんが、以前、育成校がテロの標的になったとき、解決に尽じん力りよくしていただいたと伺うかがっています。とても残念なことだと思います」

　月つき子こはテレビカメラに向かい、穏おだやかにそう答えた。

　淵ふち上がみ特別対策局局長が暗殺された件について感想を求められたのである。

　周囲を囲んだマスコミから、犯人は魔法士だと言われているがどう思うか？　頻ひん発ぱつするテロについては？　などと、矢や継つぎ早ばやに質問が投げかけられる。心を殺し笑顔の仮面を着け、当あたり障さわりのない答えを返していく。

　魔法士であるとはいえ月子は一二歳の少女に過ぎず、本来ならばこのような件についてコメントする立場にはない。しかし、少し前にとあるテロ事件の解決に貢こう献けんしたこと、また政治家である祖父の雛ひな咲さき伊い蔵ぞうの画策もあって顔が広く知られるようになっている。現在、魔法士として真っ先に名前が挙がる有名人であるため、万ばん事じにおいて注目されるのは避さけられないのだった。

　愛あい想そ良く取材されること。祖父と仲の良い孫を演じること。それがここ数ヶ月の月子の仕事である。

　しかし、この数日で事態に大きな変化が生じた。

　以前の月子は、敢あえてマスコミの前に出ることを選んでいた。魔法士のことをもっと知って欲ほしいと思っていた。一般人の偏へん見けんや無理解を何とかしたいという願いがあったのだ。だから必死に自分の頭で考え、自分の言葉で話そうとした。

　今は違ちがう。祖父に操られる人形も同然だ。反はん抗こうの余地は皆かい無むであり、ただ唯い々い諾だく々だくと指示された応対をするのみである。

（先生──）

　半ば機械的に取材に応じながら、十じゆう郎ろうの顔を思おもい浮かべる。伊蔵に無実の罪を着せられ今は拘こう置ち所しよに囚われているはずだ。

　良きにしろ悪あしきにしろ、月子の態度次し第だいで彼の処しよ遇ぐうに何らかの“〝配はい慮りよ”〟がなされるかもしれない──伊蔵はそう仄ほのめかした。明言はしない。あくまでそんな気配を匂におわせただけだ。だがそれは月子を縛しばり、反はん抗こう心しんを根こそぎ奪い取とるのには十分だった。

　とそのとき、脂あぶらぎった顔をした中年の男性記者が口を開いた。

「テロに関してなんですがねえ、あなたの学校の先生が情報を流してたという話があるんだけど、どう思いますぅ？　あの椎しい葉ば一いち花かの弟だそうですが」

　十郎の名前も、彼の姉の名前も胸の奥おく底そこに鋭するどい痛みをもたらす。心が悲鳴を上げる。だがこのての質問が来ることは事前に予想していたため、何とか表情には出さずに済んだ。

「詳くわしいことは伺ってませんので、何とも……」

　少し困った顔を作ってそう答える。

　賢さかしらに振ふる舞まう場面ではない。難しいことはわからなくて当たり前。視し聴ちよう者しやの同情が引けるような対応が最も望ましいはず。

　──そんなことを考えている自分が心底嫌いになる。

　椎葉十郎というのはどんな先生でした？　妙みようなところはなかったですか？　印象に残っている言動とかありますか？

　この苦痛が早く過ぎ去るよう願いながら、無難な答えを選せん択たくしていく。

　と、そのとき──

「そろそろよろしいですかな、皆みなさん」

　伊蔵が姿を見せた。

　与よ党とうの重じゆう鎮ちん、政界の大物。小こ柄がらであり、人前では決してその好こう々こう爺や然とした笑えみを消すことはないが、それでもマスコミの人間を一歩引かせるに足る迫はく力りよくがあった。

「少し会合がありましての。……来なさい、月子」

「はい、お祖じ父い様さま」

　月子は一礼し、祖父の後に従った。

　伊蔵のマスコットという以外にも、今の月子には役目が用意されている。

　祖父とあのマクスウェルとかいう男が組織した民間の魔法士団体を率いることだ。もう少し彼らの計画が進行すれば、発表されることになるだろう。

　率いると言っても、名目上のことでしかない。世間での人気──つまり、月子がこれまで築いてきた評価、魔法士と一般人の溝みぞを埋うめようと努力してきた成果を効率よく利用するための、傀かい儡らいだ。

　利益を上げることしか考えていない彼らに協力する現在の立場は、十郎に救われ、一花の死を目まの当たりにし、魔法士に向けられる視線を変えたいと願った自分の理想とはかけ離はなれている。だが、月子に抗あらがう術はない。

（先生、どうしてるかな）

　身に覚えのないことで拘こう禁きんされたのだ。驚おどろいているか、怒おこっているか、嘆なげいているか。

　突つき詰つめれば、十郎の苦境は全部自分のせいなのだ。色々なことを教わり、優やさしく力づけてもらい──自分はいつでも彼から何かを享きよう受じゆするだけの立場だった。自分に関かかわって彼が得たのは、犯罪者の濡ぬれ衣ぎぬだけ。

　会いたかった。会いたくて会いたくておかしくなるほど会いたかった。でも、今いま更さら合わせる顔があるとも思えなかった。

　こんなことなら──最初から出会うべきではなかったのかもしれない。

　月子は祖父に続いて車に乗り込む。運転手は男性だ。最近は幸こう崎さき深み冬ふゆの姿を見ない。伊蔵の不興を買って遠ざけられたのだと噂うわさに聞いた。

　ここ数日は学校にも行けていない。孤こ独どくだった。

　感情を笑顔で塗ぬりつぶすことには慣れていたはずだ。十郎に出会う前は、ずっとそうやって生きてきたのだから。

　──しかし、なぜ今はこんなにも辛いのだろうか。



　　　　　＊　＊　＊



　テレビからは淵上局長死亡のニュースが流れていた。連続した発火事件、商業ビル『ミラージュ・プラス』の倒とう壊かいと極めて物ぶつ騒そうな事件が続いており、絡からめて論じる向きも多い。

「……そうか、駄だ目めだったか、淵上さん」

　乾いぬいは小さく息を吐はいた。

　襲撃を受けたというニュースを見て以来、回復を祈いのっていたのだが……

　対策局自体にはろくな思い出はないが、先せん輩ぱいである淵上にはかつて乾も世話になった。一見飄ひよう々ひようとしていて、物事を遠くまで見み渡わたす目を持っていた。もちろん、腕うでの良い魔法士でもあった。

　彼かれが敗れたということは──相手もそれだけ本気で来ているということだ。

「いったん話をまとめると、だ」

　乾は目の前の二人に視線を戻もどして言った。

「特別対策局を弱体化させる。平行してテロ組織が破壊活動を行う。警察や特別対策局が手を焼いているところへ、さっそうと現われた民間の魔法士団体が事態を収しゆう拾しゆうする。魔法士団体は日本に活動の地じ盤ばんを得、彼らを組織したＰＭ社のマクスウェルと雛咲伊蔵は実権を握にぎる。──相手が描えがいた筋書きは、そんな感じなわけだね」

　トラブルの発生とその解決を同じ勢力が演出する。

　下げ劣れつなやり方ではあるが効果的なのは間違いない。自作自演がばれないかぎり、確実に最も望ましい結果を出だすことができるからだ。

　淵上の暗殺は特別対策局の弱体化策の一いつ環かんだろう。いやむしろ、根幹とさえ言えるかもしれない。それほどまでに彼の存在は大きかった。

「複数のテロ組織を焚たき付つけて、同時に動かしてるんだ。が、末まつ端たんの実行犯のほとんどは踊おどらされてることに気づいていない。当然だけどな」

　氷ひ見み谷や晃こうはそう言った。本名は葛かつら城ぎ功こう哉や。名前を変えてＰＭ社に所属していたが、とある事件を経へて離り反はん、マクスウェルの計画を潰すためにこの国に戻ってきている。

「奴やつらは自分たちの意志でテロを行っていると思いこんでいる。それだけに破壊活動の手を抜いたりはしないだろう。一方で、ＰＭ社傘さん下かのＷＳＳウイザーズ・セキユリテイ・サービスという団体が来日してる。形式的にはＰＭ社の警備部門だ。魔ま法ほう士を組み込んだ各種警護サービスを売りにしている。名目上は研修、あるいは日本の同種企き業ぎようとの技術交流というところだな」

「彼らがテロの鎮ちん圧あつに力を貸すというわけだね」

「そう、で、日本に拠きよ点てんを作り居い座すわることになる」

「それを日本の側から後あと押おしするのが雛咲伊蔵氏ということか。──うん、確かにまずいね、これ。このまま一段落してしまうと、特別対策局の失態が浮うき彫ぼりになるし、魔法士組織の勢力図が不自然に書かき換かえられてしまう」

「で、それを潰すって具体的にどうすんの？　なにか作戦とか考えてるわけ？」

　九く曜よう晶あきらは横目で氷見谷を見た。

「これから考えるんだよ。相手の出方見ないと動きようがないだろうが」

　苛いらついたように氷見谷は答える。

「後先考えないんだ、相変わらず」

「あんたに手伝ってくれと言った覚えはないんだけどな」

「手伝わせてくれと頼たのむつもりもないよ。アタシがやりたいからやってるの。で、考えなしなのは否定しないんだね」

「この──」

　椅い子すを鳴らして立ち上がりかけた氷見谷を、乾は手で制した。

「あー、その、喧けん嘩かは止めてほしいなあ。数年ぶりに会ったってのに。仲良くしようとは言わないけど、せめてもう少し協力し合おうよ」

　晶は闇やみ医者ならぬ闇やみ医い療りょう魔ま法ほう士として活動している。診しん療りよう所じよ代わりにいくつか拠点となる場所をもっており、このマンションの一室もその一つだ。

　ＰＭ社の計画を阻そ止しするため協力を仰あおいできた氷見谷を招き、話を聞いているところである。















　日本国政府、内閣府の下に特別対策局という部署がある。

　国内から選せん抜ばつされた極めて優秀な魔法士によって構成される機関である。組織の壁を越こえてあらゆる事件や災害に介入する権限を持つ、治安維持の要かなめだ。

　三人はかつてここに所属していた。過去形であるのは、任務中の事故を装よそおい既すでに組織を離れているためだ。

　切きっ掛かけになったのは平和維持の名目で行われた海外派遣だった。もう五、六年前のことになるだろうか。

　椎しい葉ば一いち花か。

　石いし暮ぐれ陸りく人と。

　御み小こ柴しば亮りよう。

　葛かつら城ぎ功こう哉や。

　九く曜よう晶あきら。

　乾いぬい廉れん平ぺい。

　才さい賀が翔しよう太た郎ろう。

　名な坂さか千ち早はや。

　政情不安定な中東のとある小国に派遣された彼らは、反政府組織の徹てつ底てい的てきな殲せん滅めつ、つまりは虐ぎやく殺さつを強要された。武装、非武装を問わず、年ねん齢れい性別も関係なく、ひたすら殺すことを命じられた。

　疲ひ弊へいした彼らは死を装って部隊を離り脱だつ、散り散りになった。

　乾が全員の現げん況きようを知ったのはつい最近のことだ。

　一花、石暮、御小柴の三人は既に死んだ。

　乾と晶、今は氷見谷と名乗っている葛城はここにいる。

　千早は幸崎深冬と名を変えて、雛咲伊蔵の配下となっている。

「……で、あと、才賀君がマクスウェル氏に協力してると」

　彼はとりわけ上じよう昇しよう志向とか権力欲が強い人間だった。日本においては、魔法士は出世しても特別対策局局長どまりである。才賀はずいぶんそのことに不満を感じていたようだ。マクスウェルの下に居るのはその辺りが理由だろうか。

　いずれにしても、才賀が出てくるとしたらテロの側だと予想される。戦わずに済めばいいのだが。

「とにかく、状じよう況きようは大体わかったよ。淵上さんがやられたんなら、対策局ももう効率的には動けないだろう。おそらく、そろそろテロの方に対応できなくなる。で、更さらにそのＷＳＳが出張ってくる段階になってしまうと、もう状況をひっくり返すのは無理だろうね」

　政府としてもぎりぎりの対応を迫せまられるはずだ。非常事態宣言を出すのか、自衛隊を動かすのか、諸外国へ救きゆう援えんを求めるのか──いずれにせよ治安維持能力の低下を露ろ呈ていすることは避けられない。

　そんな中、ひとたび外部の団体に成果を挙げられてしまうと、それを無視することは難しくなる。少なくとも乾たちの力が及およぶところではない。

「となると、警察や対策局に手を貸してテロをさっさと鎮圧してしまう、ってくらいかな。僕たちにできるのは。うまく叩たたければいいけど……。葛城君、現在マクスウェル側と繋がりは？」

「ない。情報はこれで打ち止めだ」

　氷見谷は苦々しい表情で言った。

　晶が冷ややかな目で見る。しかし、彼かの女じよが口を開く前に、氷見谷は続けた。

「だから頼む。協力してくれ。──正直に言えば、九曜さん、あんたにも頼むつもりだったんだ。俺おれは、マクスウェルの野や郎ろうにどうしても一いつ矢し報むくいたい。頭を下げることでそれが叶うなら、喜んでやる」

「…………」

　晶は何か言いかけて口を閉じた。さすがにここまで言われて憎にくまれ口ぐちを叩くのもどうかと思ったのだろう。

　この二人は昔から相あい性しようが悪かった。

　氷見谷は椎葉一花を崇すう拝はいしていた。一方、晶にとっては一花の穏やかさや優しさが惰だ弱じやくや偽ぎ善ぜんに見えたのだろう。あからさまに嫌っていた。

　ただ、椎葉一花の死に対してある種の責任を感じているというのは、氷見谷と晶の両者に共通している。それが不仲である二人がここに並んで座すわっている理由でもあるのだろう。

（……いや、それは僕も同じか）

　一花という女性は、一言で言えば特異な存在だった。能力的にも性格の善良さでも飛とび抜けていた。

　崇拝、敬遠、羨せん望ぼう、忌き避ひ──向けられる感情は様々だったが、いずれにしても彼女の隣となりで共に歩んで行こうとした人間がいなかったのは確かだ。乾も含ふくめて。

　ここにいる三人は過去に後こう悔かいを抱かかえており、それを清算したいと願っているのだ。

　と、そのとき晶の携けい帯たいが鳴った。取り出して画面を確認する。

「──ああ、マキヤからの定時連れん絡らくメール。駿しゆん介すけ、回復順調」

「それはよかった」

　最さい部べ駿介は魔法士育成校に通う少年である。数日前、乾が大けがをしていた彼を成り行きで助け、晶のもとに運び込んだのだった。まだ動けるような状態ではないので、晶のパートナーであるマキヤとかいう男が面めん倒どうを見ている。

「そして、報告。昔のコネを使って調べられる範はん囲いでやばそうな組織の動きを探さぐってもらってたんだけど……。ここ数ヶ月で不自然なほど大量の武器、火薬類が流れてきてるみたいだね。それもタダ同然の値段で。テロリストの武装は何段階も強化されてると考えた方がいい」

　マキヤはかつて反魔法系武装テロ組織“〝大おお祓はらえ”〟の実働部隊に居たそうだ。なぜ今晶と一いつ緒しよに居、自分たちに協力するのか乾は知らないし、立ち入って訊きくつもりもない。人それぞれ、思うところがあるのだろう。ただ、彼と居るとき、晶の表情はほんの少しだけ柔やわらかくなるようだ。良い傾向だと思う。

「状況が厄やつ介かいなのは確認できたけど……正直、まだ動きようがないなあ」

「きな臭くさそうなところを適当に締しめ上あげてみるってのは？」

　氷見谷が提案したが、乾は小さく首を横に振ふった。

「君の言うとおりなら、いくつもの組織が同時に動いていて、しかも実行犯はそれが仕組まれたものであることを知らないんだろう？　僕ぼくたちの手の届く範囲のテロリストを締め上げても、全体の動きを知ることはできないし、止めるのも不可能だよ」

　魔法士も、所しよ詮せんはちょっと変わった能力を持った個人でしかない。魔法も万ばん能のうではない。

　三人は何となく黙だまり込んだ。

　テレビには雛咲月子と伊蔵の姿が映っている。にわかに物騒になった社会情勢についてインタビューされているようだ。

（ん……？）

　乾はかすかに眉まゆをひそめた。

　少女の様子に不自然なものを感じたのだ。こんな作り物めいた表情をする子だっただろうか。もっとも過去に何度かテレビで見たことがあるという程てい度どの記き憶おくだし、どこがどうおかしいと具体的に指し摘てきできるわけでもないのだが。

「……イメージ戦略もぬかりないね」

　晶が皮肉げに言った。

「うん、世論の支持って大事だからね」

　月子の人気は絶大だ。

　人気はその陣じん営えいの正しさを保証するものではないのだが、そんなことはあまり顧かえりみられることがないのもまた現実である。伊蔵と事を構えれば月子とその支持者も敵に回るとなると、反対者も動きが取りづらかろう。

「ただ、伊蔵の真意を知っていて協力するような子じゃないと思うんだけどね。多分、利用されてるんだろう」

　氷見谷は晶に視線を向けた。

「あんた、知ってるのか？」

「一、二度だけど、会ったことがある。魔法士としてはそれこそ一花以上かもしれない天才だけど、中身は普ふ通つうの女の子だよ」

「子どもを巻き込むような真ま似ねはしてほしくないもんだよ、ほんとに」

　乾はため息をついた。

　自分にも幼い娘むすめがおり、また良い父親ではなかったという後悔もあるため、余計にそう思う。大人の都合で振り回まわされるのは、子どもにとって不幸以外の何物でもないだろう。

　そういえばかつての同どう僚りよう、名坂千早──今の名前は幸崎深冬といったか──が伊蔵の傍そばにいるはずだ。彼女の立ち位置はどうなのだろう。

　乾は提案した。

「……名坂さんに連絡を取ってみるのって、どうだろう」

「あの人形女に？」

「あの犬に？」

　晶と氷見谷はそれぞれの表現で反対を表明した。

「信用できると思ってんの？　あいつ、伊蔵の命令で一花を殺そうとしてたんだよ？　アタシが止めなきゃ確実に実行してたね」

「あの女、主人の命令があれば、どんな汚きたない真似でもやるだろうが。正気かよ、乾さん」

　千早には自分というものがない。他人に仕え、その命令を全まつとうすることで自じ我がを保っているような部分がある。本人が下劣な人格だとは思わないが、命令されれば下劣なこともためらわず行ってきたのは確かだ。

「気持ちはわかるんだけどね、他に手て掛がかりもないことだし、それに──」

　晶や氷見谷同様、彼女も少し変わったかもしれない。数度会話した程度の、漠然とした印象でしかないが。

　──と、そのとき、氷見谷の携帯電話が音を発した。

　知らない番号だったのか、訝しげな顔で電話に出る。そして声を上げた。

「……名坂？」
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　そろそろよさそうだ、とマキヤはコンロに掛けた小さな土ど鍋なべの蓋ふたを取った。

　白い粥かゆが満たされている。木べらでかき混ぜると、ほのかな昆こん布ぶだしとふっくらと煮に込まれた米の香かおりがキッチンに漂ただよった。

　晶との生活においても料理はマキヤの仕事だ。お払はらい箱ばこになった元テロリストより医い療りよう魔ま法ほう士の方が当然ながら稼かせぎは多いわけで、自然な役割分担ではある。が、何となく自分のことがヒモっぽく思えてきたりする昨今だった。

「……で、何をしてるんだ？」

　マキヤは右を見る。

　美み優ゆ里りがさっきからじっと彼の手元を覗のぞき込んでいるのだ。晶の知人、乾の娘だ。もう一人、奥おくにいる子どもと一緒になぜかマキヤが世話係を押おしつけられている。

「危ない。落ちるぞ」

　九歳さいという年齢に比しても小柄な彼女にキッチンは高い。なので、椅子の上に立って見学しているのである。

「降りろよ。怪け我がしたら困るだろ」

「やだ。降りると見えない」

「見てどうするんだよ」

「作り方覚えるの。で、今度はわたしが駿介に作る」

「出だ汁し取って煮込むだけだ。後で教えてやるから──」

　そこで少しマキヤは思案する。

「いや、ちょっと手伝ってくれ。向こうの戸と棚だなから小皿と茶ちや碗わんと盆ぼんを取ってきて。あいつのところに運ぶから」

「ん」

　ゆっくりと注意深く椅子から降り、彼女は戸棚に駆かけていく。

　その隙すきにマキヤは手早く椅子を片付けた。

　梅干しを載のせた小皿と茶碗を美優里に持たせ、自分は土鍋を持って奥の部屋に向かう。

　ベッドの上で少年が一人、不ふ機き嫌げんそうな顔をしてテレビを眺ながめていた。画面には雛咲月子が映っている。

「飯だぞ」

　ベッドテーブルの上に粥の鍋なべを置くと、少年は敵意の籠こもった一いち瞥べつを投げかけてきた。

　最部駿介。育成校に通う魔法士見習い。数日前に大おお怪け我がをして運び込まれ、晶によって治ち療りようされた。一いつ般ぱんの病院なら間ま違ちがいなく死んでいただろうが、わずかの間にここまで回復したのは晶の腕が極きわめて優ゆう秀しゆうだからである。

　とはいえ駿介はそれほど感謝の念を持ってはいないようだった。

「美優里、そいつに近付くなよ。何されるかわかんねーからな」

　美優里は少し困ったような表情でマキヤと駿介を交こう互ごに見比べた。

　無理もない反応だと思う。かつてマキヤはテロ組織の実行部隊を率い、駿介の通う育成校を襲しゆう撃げきしたことがあったからだ。

「テロリストの飯かよ。毒でも入ってんじゃねーの」

　半眼になって憎まれ口をたたく。と、そのとき、駿介の腹がぐうと鳴った。

「テロリストは廃はい業ぎようだ。本気で何かするつもりなら、お前が寝ねてる間に十分機会があった。起きた今となっては俺が何をたくらもうと、魔法で一いつ瞬しゆんだろう。──食わないと治りが遅おそくなるぞ」

「わたしも手伝ったの。食べよ？」

　マキヤの言葉に納なつ得とくしたというよりは、美優里の気き遣づかわしげな表情と空腹に動かされたという方が正しいだろう。しばらくためらっていたが、やがて駿介はさじを取りゆっくりと粥を口に運び始めた。

　マキヤは小さく息を吐いて部屋を出た。

　晶は乾、氷見谷というかつての同僚たちと出で掛かけている。

　テロ絡がらみのきな臭い動きがあり、それを何とか止めたいと思っているようだった。

　携帯電話から晶に駿介の状態に関する報告メールを送る。ついでに昔の伝つ手てで少し裏の世界に探りを入れた結果も。

　もっとも自分にできるのはこの程度のことでしかない。歯がゆいことだが、一いつ般ぱん人じんが魔法士に手を貸そうとしても足手まといになるだけである。

　かつて反魔法反魔法士の主張を掲かかげてテロリストをやっていた自分がこんな心境になるとは、皮肉なものだ。そんなことを考えながら、マキヤは携帯を折りたたむ。

　と、そのとき駿介の寝ている部屋からはあ？という鋭するどい声が聞こえた。

　マキヤは部屋に入る。

　駿介は驚いたようにテレビを注視したまま固まっており、そんな彼を見て美優里はきょとんとしている。

「どうした？　何かあったのか？」

　テレビではニュースをやっていたようだ。

「なんで……」

　駿介はゆっくりと顔をこちらに向けた。

「なんで椎葉の奴が捕つかまってるんだ？　俺が寝てる間に何があったんだよ」

「椎葉？」

　テレビの画面を見て思い出す。

「ああ、なんかテロに協力してたとかいう魔法士か？　そういやお前の育成校の教官なんだっけか。確か少し前のニュースで詳くわしくやってたな」

　マキヤは思い出しつつ説明してやる。

　頻ひん発ぱつする発火事件。駿介も巻き込まれたビルの倒壊。特別対策局局長の暗殺。

「どこまでか知らんが、その魔法士はテロリストのグループに情報を流してたんだそうだ」

「それ、確かなのか？　絶対に間違いないのかよ」

「さあ、知らないな。俺は警察じゃない」

　マキヤが肩かたを竦すくめてそう答えると、駿介は厳しい顔のままテレビに向き直って再びニュースを食い入るように見つめだした。
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　目を開けても何も見えなかった。《盲もう目もく》の魔法が掛けられているから当然だ。もう暗闇の感覚にも慣れた。

　魔法の行使には視覚による対象の認にん識しきが必要であるため、魔法士を拘こう束そくする際には視力を奪うばうという措そ置ちがしばしばとられる。魔法を使える人間にとって手て錠じようなど何の意味も持たないからだ。

　もっとも《盲もう目もく》の魔法回路だけなら壊呪デイスペル可能だ。施呪キヤステイングするのには大たい抵ていの場合、視覚による対象の認識が不可欠だが、魔力素子マナや魔法回路は視覚に依い存そんして認識しているわけではないからである。簡単には解除できないよう高度なプロテクトがかかっているが、魔法回路の破は壊かいが専門分野である十郎なら壊呪デイスペルして視力を取とり戻すことはできる。

　といっても、今十郎が居るのは拘こう置ち所しよの特別房ぼうだ。鉄の扉とびらとコンクリートの壁かべ。見張りも大勢いる。目が見えたところで、素質判定Ｄランクの能力では、突とつ破ぱできないだろう。再び《盲もう目もく》を掛け直され、さらに厳しく拘束されることになるだけだ。

「結局、動きようがない、か」

　十郎は呟つぶやくと、簡素な寝しん台だいに横になった。

　捕まったのはテロリストと結けつ託たくして情報を流していたとの疑いを掛けられたからである。無論、身に覚えはない。

　可能性はいくつか考えられる。適当なスケープゴートとしてたまたま選ばれたのか、自分が存在していては都合の悪い者が罪を着せたのか。

　とにかく、どうにかして出る算段を付けなければならない。自分を陥おとしいれた人間が居るならば、取りしらべや裁判がまともに行われると期待するのは楽観的に過すぎるだろう。

　テロでは大勢の犠ぎ牲せい者しやが出ている。濡ぬれ衣ぎぬを晴らせぬまま判決が出ることになれば、最悪、死し刑けいだ。

（冗じよう談だんじゃねえな……）

　今のところ、状況を打破する手段は思おもい浮かばない。弁護士との接見くらいは許されるだろう。とりあえずそのときに外と連絡を取るとして──頼たよれるような相手が誰だれか居るだろうか。普ふ段だんなら淵上がどうにかしてくれるだろうが、彼は今動けるような状態ではないはずだ。

　そう、気がかりなことがたくさんある。

　淵上の容態はどうなのだろう。

　唯ゆい里りは途と方ほうに暮れてないだろうか。

　能の勢せはどこへ逃にげた。

　テロはどうなった。

　そういえば、育成校の卒業式がもうすぐだったはずだ。顔くらいは出せるだろうか。

　そして──月子はどうしているだろう。

　あの素す直なおな少女の顔が脳のう裏りに浮かぶ。

　その瞬しゆん間かん、現在の自分の境きよう遇ぐうに対する焦あせり、もどかしさ、苛いら立だち──そういった感情が一気に胸に押し寄よせてきた。
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　階段の陰かげに隠かくれたテロリストが銃じゆうを発射する。

　だが弾だん丸がんは唯里の体に届く前に、不可視の壁によって跳はね返かえされる。そのまま《見みえざる手て》で男たちを打うち倒たおし、振り返って声を上げた。

「こっちに三名。拘束を！」

　駆け寄ってきて呻うめいている男たちを逮たい捕ほする警官たち。それを横目に唯里は通信機インカムに向かって怒ど鳴なる。

「次、指示、お願いします！」

　武装テロリストと交戦状態にある、とある大企業ビル。

　警官隊が足止めし、その間に唯里が走り回ってテロリストを各個撃げき破はしていく──そういう作戦で事態の解決を図はかっている。今のところ、何とか上う手まく行っているようだ。

　この場所に居る魔法士は彼女一人だけである。

　同時多発的にテロリストによる占せん拠きよ事件が発生、ただでさえ人手が足りないのに、鎮圧の要かなめとなるべき特別対策局はまるで統とう率そつがとれていない。警察と衝しよう突とつしたり、はては職分を放ほう棄きするものまで出る始末だった。

　だいたい主義主張の異なるテロリストたちがこんな規模で一いつ斉せいに破壊活動をおこなうことは想定されていないのだ。明らかな異常事態だった。しかし現実に起こっている以上、対応しなければならず、奔ほん走そうする警官たちの疲ひ労ろうは蓄ちく積せきされていく。

　唯里は局で最年少の見習いだ。先せん輩ぱいたちを取りまとめることなどできようはずもない。なので考えた末、警察に個人的な協力を申し出た。ゼロよりも一のほうがましであるには違ちがいないと思ったからだ。

　先ごろ起こった連続発火事件の際、十郎と一緒に警察に協力してあちこちの現場を回った経験が幸いした。その際に顔見知りとなった警官たちの支持を得、すんなりと受け入れてもらうことができたのだ。

（ごめんなさい！）

　心のなかで謝あやまりながら《魔ま弾だん》を飛ばす。直ちよく撃げきを受け意識を失いかけながらも、なおも発はつ砲ぽうしようとした男に飛びかかり、銃を蹴けり飛ばす。

　きりがない。敵はあと何人くらい残っているだろうか。

　十郎が逮捕されたこと、淵上が死んだことはニュースで見た。激しく動どう揺ようし、絶望に囚とらわれかけた。だが、立ち止まろうとは思わなかった。痛くても苦しくても立ち止まってはいけない。止まらなかった分だけ多くの人を救うことができる。そう十郎に教わっていたからだ。

　そもそも十郎がテロに協力などするはずがないのだ。無実が証明される。絶対にだ。いずれ彼かれが戻もどってきたとき、落ち込んでいて何もできませんでした、では合わせる顔がないではないか。

　息が苦しい。足がふらつく。しかし、ここで止まるわけにはいかない。

　とそのとき、通信機を通して悲鳴が聞こえた。

「どうかしましたか！」

『テ、テロリスト本隊が、こっちに集結して──』

　ノイズとともに音声が途と切ぎれる。ややあって、指令車から通信が入った。

『Ｃ班からの連絡が途と絶だえた！　新棟の裏手だ！　すぐに向かってくれ！』

「了りよう解かいです！」

　唯里は重い体を引きずって走り出だす。ここは本館の一〇階。駆け下おりて目的の場所にたどりつくのには、どう急いでも数分かかる。

「なら、近道！」

　唯里は《魔ま弾だん》で窓を叩き割わり、そこから身を投げ出した。落下する体を《見みえざる手て》でコントロールし、加速を殺す。そのまま地面に着地。

「──っ！」

　その瞬間、唯里は顔をしかめていた。

　わずかに制せい御ぎよを誤り、勢いを殺し損そこねた。疲労と酸欠が精神の集中を乱したのだ。右足に強い痛みと痺しびれ。

「こんなの、怪我のうちに、入らないっ！」

　だが彼女は歯を食いしばって再び走り出す。人数でも武装でも警察はテロリストに後おくれを取っている。自分が一秒遅おくれれば、それだけ死人の出る可能性が増していくのだ。

　対テロ班の人間とは、突とつ入にゆう前に顔を合わせてあいさつを交かわした。こんな若い新米魔法士を信じ、受け入れてくれた。彼らの中から、一人だって犠ぎ牲せいを出してなるものか。

　現場に到とう着ちやくする。すでに物音はしない。

　すべてが終わってしまったあとなのだろうか。唯里は焦しよう燥そう感に駆られながら周囲を見回した。

（──あ）

　木立の間を駆け去る人ひと影かげが見えた。

　追うべきか、と逡しゆん巡じゆんしたそのとき、地面に横たわった対テロ特とく殊しゆ部隊員に気づく。全部で三人。服は真新しい大量の血に汚よごれ、ぴくりとも動かない。

　崩くずれそうになる膝ひざを必死に支える。この出血ではもう手て遅おくれだ、という内心の声に抵てい抗こうしながら、唯里は歩を進めた。生死を確かく認にんしなければならない。

　震ふるえる手で脈を確認し──そして唯里は目を瞬またたかせた。

「どうして──？」

　生きている。

　あわてて傷を確認。服と地面には血が飛び散っており、出血の激しさを窺うかがわせる。だが、傷口はあるはずの場所に存在しなかった。

　こんな現象を可能にするのは魔ま法ほうしか、それも熟練の手による医療魔法しかない。

『卯う滝たき君、現場に到着したのか？　状況は？』

　イヤホンから聞こえた声に慌あわてて答える。

「えっと、負傷三名、怪我の程度は、その──治療済み」

『治療済み？』

「テロリストは──」

　負傷者の奥の茂しげみ、そのさらに向こうに目をやり、唯里はぽかんと口を開けた。

「……テロリスト、一〇名ほどが、ここで気絶してます」
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　合流地点に決めておいた路地で待っていると、晶がのんびりと歩いてきた。

「遅えよ」

「アタシの仕事はデリケートなんだから仕方ないだろ。あんたみたいにぶちのめせば終わりな役目じゃないんだよ」

　氷見谷はその物言いにカチンと来たが、言い争いになるのも不毛なので我が慢まんする。

「──で、どうだった？」

「弾たま抜ぬいて治しといた。まあ応急手当レベルだけど、出血は止めたから問題なく助かるよ。ただ──」

　晶は一いつ瞬しゆん眉まゆを曇くもらせる。

「何だよ」

「いや、顔見知りの子が来てた。見られたかどうかは微び妙みようだけど。あまり表に出たくないから、ばれていないと良いんだけどね。──それより、これは、ほぼあいつからの情報通りだったと考えていいのかな？」

「そういうことになるな」

　氷見谷は携帯を手に取り、発信ボタンを押す。すぐに相手が出た。

『はい』

「……ああ、教えてもらった通りだったよ。撃げき退たいできた」

『それは何より』

　相手は感情の読めない機械的な口調でそう言った。

「だからといって、まだお前が信用できるってことにはならねえんだけどな、名坂」

　かつての同僚、名坂千早──現在の名前は幸崎深冬──から氷見谷のもとに連絡があったのは、昨日のことだった。

　テロの襲撃場所と日時の情報を伝えてきたのである。半信半疑だった氷見谷たちだったが、現場に向かうと確かにテロが発生していた。そして警察に陰ながら手を貸して、鎮ちん圧あつすることに成功したのである。

　現在、幸崎は雛咲伊蔵の私設秘書であり、この計画の情報を入手しうる立場にあった。よって彼かの女じよが知っていたこと自体は不思議ではない。

　問題はなぜそれを自分たちに教えてきたのかということだ。

「何か企たくらんでやがるのか？　俺がお前たちの計画を潰つぶしたくて立ち回ってるのは、もちろん把は握あくしてるんだよな？」

「…………」

　沈ちん黙もくが返答だった。

　彼女には自分というものがない。

　それは性格的な傾けい向こう、言ってしまえば欠けつ陥かんである。上位の存在、命令してくれるものを希求し、それに強く依存するのだ。彼女は命令をこなすことでしか精神の安定を得られないのである。

　言いい換かえれば、命令者として認めた存在のいうことには、絶対服従するということだ。そこには道徳的観念や、自分の利害判断すら存在しない。仲間を裏切れと言われればためらいなく裏切り、死ねと言われれば喜んで死ぬ。それが彼女という人間だ。少なくとも氷見谷はそう理解している。嫌けん悪お感を覚える精神性だった。

　晶も気に食わない相手だが、幸崎に関しては意見の一いつ致ちをみている。

　何か言えよ、と怒鳴ろうとしたとき、相手がぼそりと口を開いた。

『私を、私のことを──』

「あん？」

　逡巡するような沈黙の後、言葉が続けられた。

『……いえ、何でもない。また後日連絡する』

　そして通話は切られた。

「……何がやりたいんだ？　あいつは」

　氷見谷はそう呟いた。
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　まだ足りていないのだ──電話を切ると、幸崎はそう考えた。

《千せん里り眼がん》を飛ばして、状じよう況きようは把握している。自分の情報によって彼らはテロリストを撃退した。だが信用されるにはまだ材料が足りていない。彼らは自分の性質をよく知っている。人の言いなりになることでしか生きていけない自分が、誰かの信用を得るのは困難だ。

　想定はしていた。ならば、もう一つの方を進めるまでだ。

　幸崎は意識を別の《千せん里り眼がん》に切きり替かえた。

　独自の動きが伊蔵の疑念を買ったらしく、最近は彼の周囲から遠ざけられている。これ以上は外部の手を借りないと何も出来ないだろう。

　椎葉一花の件を切っ掛かけに、氷見谷がマクスウェルの下を離はなれたという情報は入ってきていた。彼らがテロを止めようとしていることは好都合だった。なんとしてもその信しん頼らいを得なければならない。

　そう──月子を伊蔵の元から救い出すために。

　自分はある程度、マクスウェルと伊蔵の計画について知っている。だが、やはりそれだけでは駄だ目めなのだ。もっと大きな何かが必要だ。

　だから彼女は今、才賀翔太郎の後を付けている。

　十郎と協力し、一度は捕まえたのだが、身み柄がらを引き受けてわざと逃がしたのである。彼はマクスウェル側でテロを引き起こす役目を担になっている。動きを追えば本ほん拠きよ地ちを突つき止とめることができるかもしれない。そうなれば、氷見谷たちに自分と協力する意味があると示せるだろう。

　才賀もかつての同僚だ。当然ながら顔も知られている。そのため彼の背後に《自じ律りつ》と《隠いん匿とく》の付加式を加えた《千せん里り眼がん》を飛ばし、自分は十分な距きよ離りを置いて尾び行こうしていた。簡単に察知されるような出来にはなっていないはずだが、相手も優すぐれた魔法士である。慎しん重ちようの上にも慎重を重ねなければならない。

　ゆっくりと歩いていた才賀は、不意に足を止める。そして公衆電話に近づきどこかに電話を掛けた。残念ながら《千せん里り眼がん》では音を拾うことはできない。

　受話器を置くと再び歩き出す。いくつか角を曲がり明らかに遠回りをしている様子なのは、尾行を警けい戒かいしているのか。もっとも徒歩で撒まかれる気遣いはない。たとえ車に乗り込んだとしても、幸崎の能力なら半径数キロの範はん囲いならば追つい跡せきが可能だ。

　やがて彼は寂さびれた町外れの、廃はいビルの中に入っていく。いかにもな場所だが、ここが本拠地だろうか？

　幸崎は二つ離れたビルの屋上に上り、《千せん里り眼がん》に集中した。何事も見み逃のがさないように緊きん張ちようをみなぎらせる。

　無人のフロアの片かた隅すみ、壁にもたれて才賀は腕うで組ぐみをしている。中は荒あれ果はてており、人が生活している気配はない。誰かを待っているのだろうか。

　そのまま何事もなく、数十分が経過した。

「────っ！」

　突とつ然ぜん、強きよう烈れつな衝しよう撃げきが全身を貫つらぬいた。

　駆け去っていく男の後ろ姿。撃うたれたのだと気付く。

（まずい──）

　腹をやられた。出血がひどい。意識をなくす前に手当をしなければ。

　精神力をふりしぼり、どうにか魔法で止血に成功する。

　しかしそのとき──

「……《千せん里り眼がん》の視界に集中すると自分の周囲が見えなくなり、まるで無防備になるんだったな」

　目の前に才賀が立っていた。貧相な体格と顔立ちに似合わない、尊大な笑えみを浮うかべている。

「あ……ぐ……」

　幸崎はどうにか体を起こした。ふさいだばかりの傷が疼うずく。

「だから、お前が行動するときは二人一組が鉄則だった。お前の身の回りを警戒し、護まもる人間が必要だったからだ。懐なつかしい話だなあ、おい」

「どうして……」

「ん？　どうして尾行に気付いたのかって？　別に気付いたわけじゃない。ただ、あまりにもすんなり脱だつ出しゆつできたから、泳がされてる可能性は考こう慮りよした」

　得意満面で続ける。

「遠えん距きよ離り攻こう撃げきで気絶させられたから、お前が絡からんでいる可能性も頭にあった。途と中ちゆう、マクスウェルから借りた部下に連れん絡らくし、私があのビルでじっとしている間、周囲を探させたんだ。特にこういう女を見付けたら撃てと言ってな。一人で動くのはあまりにも軽けい率そつじゃないか？　ん？」

　仕方のないことだ。自分は今、たった一人なのだから。

　初めて自分の意志で動こうとしたとき、周囲には誰も力を貸してくれる人は居なかった。ずっと他人に依存して生きてきたツケが回ってきたのだ。

（でも──）

　幸崎は何とか立ち上がる。

　ここで諦あきらめるわけにはいかない。自分を初めて認めてくれた月子のために。彼女を解放するために。

「さて、聞かせて貰もらおうか。なぜ私の後をつけていたのかな？　雛咲伊蔵の命令か？」

「…………」

「おや、やる気か？　お前、近接戦せん闘とうはからきしだろう？　しかもそのコンディションだ。私には勝てないよ」

　幸崎の能力は索さく敵てきと遠距離攻撃に特化している。勝ち目が少ないのは確かだろう。

　ゆっくりと下がって距離を取る。

　その瞬間、足元が爆ばく発はつした。バランスを失って倒れる。

「まず、足一本」

《見みえざる手て》にとらえられ、嫌いやな音を立てて右の足首が折れた。

「答えてもらおう。どうして私をつけていた？」

「…………」

　今度は左の足首。呻き声ごえを噛かみ殺ころす。ここで諦めるわけにはいかない。

　紛まぎれもない自分の意志で、幸崎はそう思う。

　力を振ふり絞しぼって《魔ま弾だん》を放つ。しかし、簡単に弾はじかれた。

「……まだ元気があるようだね。少し目を潰させてもらおうか」

　才賀はサディスティックな笑いを浮かべる。

「ついでに鼻や唇くちびるまで吹ふき飛とんでしまうかもしれないが、恨うらまないでくれよ」

　彼の専門分野は『破壊』だ。障害物の除去から建造物の爆ばく破はまで、爆発系の魔法を自在に操あやつる。

　魔法が幸崎の顔面に向かって放たれた。















　──しかしそれは目標まで到とう達たつすることはなかった。遥はるか手前の空間で爆発、四散する。

「その辺にしとこうよ、才賀君」

　眼鏡を掛けた、どこか困ったような顔をした男が姿を現した。
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「乾……なんでお前がここにいる？　名坂の仲間か？」

「いや。こちらはこちらの事情があって、彼女の後をつけてたんだけど……」

　乾はそう答えた。

　テロの情報をもたらした後、幸崎はどこか近くで様子をうかがう可能性が高いと思った。それで、現場は晶と氷見谷に任せ乾は彼女の姿を探したのだ。彼女の目的を知るためである。余よ裕ゆうがないのか周囲のことがほとんど目に入らない様子で、発見後、さほど苦労せずに尾行することができた。

　そして現在のこの状況というわけだ。

「名坂さん──幸崎さんの方が良いのかな、今は──は狙そ撃げき手しゆで、高いところに陣じん取どるのはセオリーだ。僕ぼくは組むことが多かったから、まあ、動き方の見当もつけやすいしね。狙ねらいがはっきりするまで接触は控えるつもりだったんだけど──さすがに、そこまでされてて見て見ぬふりはどうかと思ったもので」

　そして理由はもう一つ。上手くは言えないが、彼女に何か今までとは違う意志、ないしは執しゆう念ねんのようなものを感じ取ったからだ。

「で、お前はこいつの味方なのか？」

「味方というわけでもないけれど……少し名坂さんの話を聞いてみたい。ここは引いてくれないかな、才賀君」

「お断りだ」

「じゃ……しかたない」

　乾はため息をついた。

　同時に才賀の《魔ま弾だん》。乾の《障しよう壁へき》と衝突し、音を立てる。

「気に食わない」

《魔ま弾だん》を連続して叩たたきつけながら才賀は言った。

「実に気に食わない。なぜ私の邪じや魔まをする？　私が間ま違ちがっているとでも言うのか？」

「テロに手を貸すって、普ふ通つうは褒ほめられた行いじゃないと思うんだけどね……。逮捕されて、逃げ出してきたんだろ？　君は」

　乾は言った。

　攻こう撃げきは全すべて《障しよう壁へき》で遮しや断だんした。乾とその足元に倒れている幸崎には傷一つ付いていない。

　乾の本領は防ぼう御ぎよに発揮される。かつては前線で敵の攻撃から仲間たちを護るのがその役目だった。

「手段を選んで改革が為なし遂とげられるか！」

　才賀は甲かん高だかい声で吐はき捨すてた。

「無能な連中に良いように使われるのは我慢ならない！　自分が正当に扱あつかわれるよう求めて何が悪い！」

「気持ちはわからないでもないけど、もう少し穏おん便びんに行きたいんだよ、僕としては」

　答えながら乾は違い和わ感かんを覚える。

　才賀と乾はほぼ同期で、仲が良いとは言えないまでも付き合いはそれなりに長い。

　自尊心が高く、不平不満の多い人間ではあった。ただ、昔は愚ぐ痴ちる程てい度どで満足し、気分を収めていたように思う。ここまで劇的な行動力を発揮するような人間ではなかったはずだ。マクスウェルの下に付いたことが影えい響きようしているのだろうか。

「そして、そのまま一生を終えて死んでいくのか？　見下されたまま？　私はごめんだ。力のあるものが正当に評価される世界を作りたい。また、そうすることが、私の優ゆう秀しゆうさを証明することにもなるはずだ」

「それは、本当に君の考えか？」

「どういう意味だ？」

「いや……。いずれにしても賛成はできない」

「そうか」

　才賀は表情を消して言った。

「なら死ねばいい」

　巨大な《炸さく裂れつ》の魔法が放たれた。爆発する前に、乾が慌てて《障しよう壁へき》で包つつみ込み、衝撃を封ふうじ込める。

「危ないって、このビルの中にも人が──」

「お前は昔から甘ちゃんだったな」

　才賀の元にマナが集まる。さらに規模の大きな爆発を起こす気だ。

「その調子で誰も彼も救って見せるがいい。できるものならな」

「……仕方ないね」

　乾はパチンと指を鳴らす。

　と、才賀の体が跳ね上あがった。

「な──」

　術者の集中が切れたため、集められたマナは霧む散さんする。才賀は見えない拘こう束そく具に捕とらわれたように、地面に転がりもがいていた。

《障しよう壁へき》の応用である。柔じゆう軟なん性せいを持たせた不可視の壁を四方に張って、一気に収縮させたのだ。才賀は今、とりもちに巻かれたような状態になっている。

「逃がしたくなかったから、姿を現す前にこっそり準備をしておいたんだ。少し辛しん抱ぼうしてね。──と、目、ふさぐよ」

《盲もう目もく》で視覚を奪い、魔法を封じる。さすがに暴れても無む駄だだと悟さとったのか、歯は軋ぎしりの音をさせながらも、才賀はおとなしくなった。

「さて、えーと、何か優位な立場から尋じん問もんしているようで気が引けるんだけど……できれば知っていることを教えて欲ほしいな。テロの予定とか」

「知ってどうする？　介かい入にゆうするのか？」

「そう、止めるんだ」

　才賀は唇を歪ゆがめた。

「なぜだ？　この国に義理があるわけでもないだろう。むしろ私たちは正当に遇ぐうされてこなかったのではないのか？　政府の一部署に押おし込まれて他人に使われて、そんな境遇に不満を感じなかったのか？　お前は」

「不満が無いわけじゃないけどね……さっきも言ったけど、テロはどうかと思うよ、常識的な感覚として」

「お前と一いつ緒しよにするな」

　才賀はせせら笑った。

「私はそういうものをぶち壊こわして能力に見合った評価を得られる世界にしたい。それだけだ。なぜ邪魔をする？」

「邪魔、か」

　乾は少し考えてから続ける。

「才賀君のも一つの考え方だし、昔の僕なら引き下がってたかもね。他人と衝突するのは苦手だし。ただ──そうだね、君がそんな風に思うのは、結局、自分以外に大切なものがないからじゃないかって気がするんだ、僕は」

「…………」

「世界ってさ、なんかこう、それそのものが存在してるんじゃなくて、今、地球に生きている人たちの集合体なんだよね。僕たち以外にも色んな人がいて、色んな幸せと不幸せがあってね。そういう人たちの営みを壊したいとは思えないんだ。今、僕には自分より大切なものがあって、それが他人に奪うばわれたり壊されたりすることを思うと、ぞっとする。他の人にそういう思いを味あわせたいとは思わない。だからどうしても、才賀君には賛同できない」

「……偽ぎ善ぜん者しやが」

「一言もないな」

　乾は苦く笑しようした。

「でもね、今の僕は、他人にそう言われることを恐おそれない。──君は人の顔色が気になるのかな？」

「な……に？」

　その言葉は才賀の意表を突いたようだった。

「評価を得たいって言ってたから。地位とか評価とかは、他人が決めるものだしね」

「…………」

「チェスター・マクスウェルの下で動いてるそうだね。他人の尻しり馬うまに乗っかって自分の望みを叶かなえようとしているわけだ。誰だれかのおこぼれにあずかることは、自分の価値を証明することなのかな？」

　才賀は何か言い返そうとし、結局何も言わずに口を閉じた。

「僕は──自分の価値は自分が知っていれば良いと思うんだ。ここで君を止めなければ、僕は自分のことが許せなくなるだろうし、自分に誇ほこりが持てなくなるだろう。そういうのは、もう嫌なんだ。ただでさえ、逃にげ出したことを、ずっと後こう悔かいし続けているんだから」

　乾は苦い表情を浮かべる。

「僕はもう社会的には死んでいるけど、それはそれでいいんだよ。ただ、次の世代に何かを残しておきたい。でなければ、僕は死ぬまで後悔し続けることになる。──これが邪魔をする理由。答えになるかな？」

「…………」

　才賀は何も答えなかった。

　乾もそれ以上言葉を続けようとは思わなかった。

　そのまま幾いくらかの時間が過ぎ──やがて根負けしたように口を開いたのは才賀の方だった。

　彼は商業施し設せつや官公庁の名前を三つ四つほど告げた。

「……あくまで標的の候補だ。実際はどうなるかは私も知らない。襲しゆう撃げきはおそらく数日中だが詳くわしい日時は未定だ」

「なるほど。助かった。ありがとう」

　あるとないでは大おお違ちがいの情報だ。

「もう一つ、ききたい──」

　乾は背後からの声に振り返かえる。幸崎が苦痛に顔を歪めながら体を起こしていた。

「あなたは椎葉十郎の所在を知らない？」

　才賀は意外そうに見えない目を瞬かせた。

「椎葉って、弟か？　それは──」

　その瞬しゆん間かん──才賀の首が爆はぜた。

　否いや、爆ぜたのではなく、消失したのだ。まるで食い取られたように。血ち飛沫しぶきが首の切れ目から吹き出し、胴どう体たいが痙けい攣れんする。

「な──」

　混乱するより早く、体が反応した。

　幸崎を護れる位置まで後退し、姿勢を低くする。

　フェンスの向こう、屋上の縁に若い長ちよう髪はつの男が立っていた。

（気配が──読めなかった？）

　間違いなく魔法士。しかも相当な遣つかい手てだ。

　しばらく動かずに睨にらみ合あう。

　やがて──男は微笑ほほえみを残すと、ふっと姿を消した。

「……立ち去った、のかな」

　屋上にも周辺にも気配はない。ただ首の無くなった死体が転がっているだけだ。

　物言わぬ姿になった才賀は、ひどく孤こ独どくで寂しげに見えた。やりきれない気分になって、乾は大きく息を吐く。

「まあ、とりあえず、移動しようか。人が来ると面めん倒どうだ。──名坂さん、僕の背中に」
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　一仕事を終えた能勢は、表通りを悠ゆう々ゆうと歩いていた。

　あの乾とかいう男とやりあうのも面おも白しろそうだったが、とりあえず棚たな上あげにしておく。

「まあ、命令は才賀さんの始末だけでしたしね」

　それに、あの名坂だか幸崎だかいう女が、面白そうなことを言っていた。

　マクスウェルに抵抗する勢力であるのは間違いないが──利用価値があるかもしれない。
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「何かの間違いだと思うよ」

「うん、あたしも」

　紗さ弓ゆみの言葉に菜な々な香かが肯うなずいた。

「確かになんかこう、無愛あい想そな先生ではあったけど、捕つかまることするような悪い人には思えないよ」

　十郎のことだ。彼の逮たい捕ほは育成校の生徒たちも知るところとなっていた。

　寮りようの月子の部屋。今日は久しぶりに育成校に登校できたのだ。夜に一つ取材が入っているため、束の間の休息ではあったが。

「そうですね」

　月子はただ静かに言い、飼かい猫ねこのサバタローの頭を撫なでた。

「でも、なるようにしかならないと思っています。私にはただ信じて待つことしかできないですから」

　間違いであることはわかっている。しかし同時に、その間違いが正されることがないこともまた知っている。自分を殺して伊蔵に従っていれば、いずれ十郎も解放されるかもしれない。今はそれだけが望みだった。理想を抱いだいて少しばかり頑がん張ばってみて、でも結局何も為すことができなかった自分にできるのは、それくらいだ。

（もし──椎葉先生が助かったなら、私は先生の前から消えよう）

　月子はそう思っていた。

　心を切り離すことにも慣れてきた。昔の感覚を思い出しつつある。

　穏おだやかな月子の様子に、菜々香と紗弓は顔を見合わせる。もう少し泣いたり落ち込んだりするものだと思ったのかもしれない。

　月子はそんな真ま似ねをするつもりはなかった。万が一にでも伊蔵の耳に入ることがあれば、その心証を害する可能性があるからだ。

　と、そのとき部屋の扉とびらがノックされた。

「ちょっといいかな、雛咲さん」

　嘉か神がみ祐ゆう平へいが顔を覗のぞかせた。ここの教官を務める青年である。

「今、秘書の人から連絡があった。お祖じ父いさんの都合で取材が中止になったから、今日はもう寮の方に居ていいそうだよ」

「わかりました」

「で、あの、椎葉先生のことなんだけど──」

　祐平は声を落とし、その人の良さそうな顔を少ししかめた。

「正直、育成校の方でもさっぱり事情がわからないんだ。何かわかったらまた連絡するつもりだけど」

　事情は多分、彼よりも自分の方がよく知っているだろう。

「大だい丈じよう夫ぶ、すぐ戻もどってくるよ。気を落さないで」

「ありがとうございます」

　月子は微笑む。

　切り離した心には何も届かなかった。悲しみも苦しみももう感じない。ただ、誰もが同じことを言うんだな、と思った。

　部屋の中に戻り、二人に出で掛かける予定が無くなったことを告げる。

「ああ、じゃあ、今晩はゆっくりできるんだねえ」

　紗弓がおっとりと言った。菜々香も肯く。

「良かったじゃん。このところ疲つかれ気ぎ味みだったし」

「あれ？　そう見えます？　全然、大丈夫ですよ、私」

　笑え顔がおで答える。

　友人二人はなぜか顔を見合わせた。

「あー、あのさ、月子……」

　少し困ったように口を開きかけた菜々香を制し、紗弓が微笑んだ。

「ねえ、ゲームしない？」

「ゲーム……ですか？」

「うん、ちょっとした推理ゲーム。私が今から推理するから、当たってるかどうか判定してほしいんだ」

「はあ……」

　何をする気なのだろう。

「では始めます。今、月ちゃんは微笑んでますね？」

「はい」

　推理以前の事実だったので、普通に肯いておく。

　月子はそれが最も便利な表情であることを知っている。使い慣れた仮面だった。以前と何も変わらず使いこなすことができる。

「あの、それが？」

「で、私たちは、月ちゃんがその表情をするときは、本心を隠かくしたいときであることを知っている」

「…………」

　あれ？　と月子は思う。

　過去に同じ表情を浮かべていたときは、一度だってこんなことを言われたことはなかった。なぜ今はわかってしまうのだろう。

「つまりね、あなたには隠したい感情があるってことだよねえ。で、笑顔で隠すってことは、その逆、つまり今、ものすごく辛つらいんじゃないかと思うんだよ。この推理、当たってるかなあ」

「え……あ……」

　月子は言葉を失った。

「あのさ、まさかと思うけど、気づかれてないと思ってる？　だとしたらかなり腹が立つんだけど」

　言葉の通り、菜々香はむすっとした顔で言った。

　ああ、そうか。

　麻ま痺ひしたような心の奥おく底そこで、月子は答えを見付ける。

（私は、本当の喜き怒ど哀あい楽らくを二人に見せていたからだ）

　当たり前の話だった。

　十郎に出会って、友人たちに素すのままで接することが出来るようになった。つまりそれは、以前が偽いつわりの自分であることを知られたということだ。

　そこで──気付く。

　本当に自分は何も為せなかったか？

　何も変えられなかったか？

　──違ちがう。

　菜々香は正面に立って、月子の肩かたを掴つかんだ。

「いい？　月子。あんたはあたしの友だちだ。だから権利を持っている」

「け、権利？」

「そう。友だちだから、いつ、いかなるとき、何時何分何秒であっても、あんたはあたしに相談していい。愚痴っていい。弱音を吐いていい。助けを求めていい。甘あまえていいし、泣いてもいいし、みっともないところを見せてもいい。──そういう権利だよ」

「以下同文、だねえ」

　菜々香の言葉に紗弓が肯いた。

（ああ……そうか、そうなんだ）

　月子は月子自身を変え、友人たちとの関係を変えることができた。ささやかな世界の変化ではあったけれど、その結果は今、確かに目の前に存在している。

　と、そのとき、菜々香と紗弓が驚おどろいたように目を見張った。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、月子もその理由に気付く。

「──あれ？」

　いつのまにか、頬ほおを温かいものが伝っていた。

　胸の奥おくから何かがせり上がってくるような感覚。それはすぐに嗚お咽えつとなって、月子の口から溢あふれ出でた。
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「で、こいつを連れ帰ってきたと」

　晶あきらはベッドに横たえられた幸こう崎さきを冷ややかに見下ろした。

「…………」

　幸崎はただ黙だまっていた。

　放置しておけるような傷ではなかったため、乾いぬいはもっとも近かったこの拠きよ点てんへ彼かの女じよを運び込んだのである。

　だが、晶は治ち療りようを保留した。信用できないというのがその理由だった。

「これがアタシたちに取り入るための芝しば居いだとしても驚かないね。名な坂さか、いや幸崎かな、今は。あんたが誰かの人形として生きるのは勝手だけど、アタシはそれに巻き込まれて利用されるのはごめんだな」

「誰に何を命令された？」

　氷ひ見み谷やは魔法で刀を作り、幸崎の喉のど元もとに突きつけた。

　彼女ははじめて視線をこちらに向けた。

「手助けして欲しいとは思っている。それが利用と言われれば利用かもしれない」

　氷見谷と晶はかすかに眉まゆをひそめた。彼かれらが知っている名坂千ち早はやとは、明らかに違った雰ふん囲い気きを感じ取ったのだろう。

「私の命が協力の条件だというのなら、差し出だしても構わない。だから──」

　彼女は無理に体を起こしてベッドから降りようとし、転げ落ちる。そしてそのまま床ゆかに手を付いて頭を下げた。

「どうか──どうか、月つき子こさんを救うために力を貸して下さい」

「ちょ、ちょっと……」

　晶は氷見谷と困こん惑わくした顔を見合わせ、乾に視線を向けた。

　誰かの代弁者ではなく、彼女が自分の意志で言葉を発していることにようやく気付いたのだ。

　乾は一歩前に出て、彼女を助け起こした。

「話聞くくらいはいいと僕は思うんだけどね。ひとまず応急処置だけでもしてあげないかな、九く曜ようさん」
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　駿しゆん介すけはテレビを見ていた。

　傷の痛みは大分軽くなっている。無理をすれば動けそうだ。にもかかわらずベッドに横たわったままなのは、晶とかいう医い療りよう魔ま法ほう士から安静を厳命されているからである。退たい屈くつに耐たえかねて一度さっさと帰らせろとごねてみたのだが、こっぴどく身みの程ほどを弁わきまえさせられる羽目になったので、当面はおとなしくすることにしたのだった。

　この場所を知らせないという条件でＯＫが出たため、育成校の方には電話を一本入れておいた。祐ゆう平へいあたりが大おお騒さわぎすると面倒だからだ。

　大人たちは連日何やら慌あわただしく出入りしている。つい先ほども誰か一人が担かつぎ込まれて、別室に寝ねかされたようだった。

「のど、かわいてない？」

「別に」

「りんご、食べる？」

「今はいい」

　駿介の傍そばには常に美み優ゆ里りが張り付いている。うっとうしくて何度か追おい払はらったのだが、その度に部屋の外から何とも言えない顔でこちらを伺うかがうので、根負けした形である。

　あとはときどきあのマキヤという男や、晶が様子を見に来る。病院ではないようだが、手厚く看護されているのは間違いないようだった。

（だっせぇな、俺おれ）

　苛いら立だちが内心で燻くすぶっている。

　ビルの倒とう壊かいを食い止めようとし、そしてその後何者かに《魔ま弾だん》で腹を撃うち抜ぬかれたところまでは記き憶おくにある。その後意識が途と切ぎれ、気付いたときにはここに寝かされていた。

　結局他人に救われるという、間ま抜ぬけな結果になってしまったわけだ。ただ──

「？　なあに？」

　目が合うと何が嬉うれしいのか美優里はにへらっと笑った。何でもねーよ、と答えて、再び視線をテレビに向ける。

　自分が助けた人間の中に、彼女も含ふくまれていたそうだ。行ったことが全くの無駄ではなかったというのは、まあ、多少の慰なぐさめにはなる。

　ただ、苛立ちの原因は自分のことばかりではなかった。

　テレビの画面には月子が映っている。魔ま法ほう士絡がらみのテロについてコメントを求められていた。

（…………なんだよその顔）

　寮暮らしだったこともあり、これまではさほどテレビ番組に興味を持っていなかったが、こうして一日中観みていると彼女がきわめて頻ひん繁ぱんに出演していることに気付く。

　そして──そのどれもが同じ表情をしていた。不自然で気持ちの悪い、優等生然とした笑顔。自分が大だい嫌きらいだったあの顔だ。

　駿介はリモコンを押してテレビの電源を切った。

　美優里がきょとんとする。

「どうしたの？」

「どうもしねー。みたいのがあるんだったらみてもいーぞ」

　美優里は再びテレビを点つけてアニメにチャンネルを合わせた。すぐに無邪気な顔で没ぼつ頭とうし始める。

　駿介はさほど面白いとも思わなかったが、それでもあんな月子を見ているよりはずっとましな気がした。

　おそらく──彼女に何かがあったのだろう。

　本来の月子は生き真面目まじめで、気弱げな部分のあるわりに頑がん固こで、落ち込みやすいが立ち直るだけの強さがあり──もっと目を惹ひきつけるような表情をするはずだ。少なくとも、自分が打だ倒とうし越こえたいと思っている天才魔法士はあんな彼女ではない。

（……馬ば鹿か馬ば鹿かしい）

　そこまで考えて駿介は思考を打ち切った。あいつに何が起こっていようと、自分には関係ないではないか。

　アニメに意識を向けようとしたとき──隣となりの部屋から声が漏もれてきた。聞き耳を立てているつもりはなかったのだが、なぜかその言葉だけははっきりと聞こえた。



『月子さんを救うために力を貸して下さい』と。
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　晶の手当を受けながら、幸崎は事情を説明した。

　月子の能力と知名度が雛ひな咲さき伊い蔵ぞうにとって必要であること、そのため十郎が人ひと質じちに取られていること。

「彼は月子さんにとって大切な存在。今は濡ぬれ衣ぎぬを着せられ拘束されている。伊蔵が月子さんを必要とする限り、その無実が証明されることはない。そのまま二度とこちらに戻ってこられない可能性もある。彼を助けることができれば──月子さんが伊蔵に従う必要はなくなる」

「その子の意志はどうなんだよ。血の繋つながった祖父に付くってことはねえのか？」

「ない。月子さんはあんな愚おろかしい計画に与くみしたりはしない」

　内容に納なつ得とくしたというより、語勢に押された態で氷見谷は口を閉じた。

　ここにいる人間は多かれ少なかれ椎しい葉ば一いち花かに負い目のようなものを持っている。

（彼女の弟を救い出すことが何かの償つぐないになるとは思わないけど──）

「確かに、見過ごすことはできないね」

　乾の言葉に誰も異論を挟はさまなかった。

「じゃ、今の話を踏まえて奴らの計画を確認しておく」

　氷見谷が言った。

「もう少し大規模なテロが起きたところで、それを鎮ちん圧あつするためにマクスウェルの息のかかったＷＳＳが出てくるはずだ。警察の上の方とは話が付いていて、奴やつらに任せるようにという命令が出る手て筈はずになっている。事態が収しゆう拾しゆうされたら雛咲月子をお飾かざりに据え、彼女への支持をＷＳＳへの支持に換かえる。そうして彼らはこの国に活動の拠点を得、特別対策局に替かわる魔法士勢力となる」

　ただでさえ特別対策局と警察との関係は微び妙みようだ。しかも現状、まともに機能しているとは言い難がたい。警察の反対策局派がＷＳＳ側に付けば、すんなりとその存在が世間に受うけ容いれられることになるだろう。

「そうだね。となると、マクスウェルと雛咲伊蔵の計画を阻そ止しする要点としては、第一にＷＳＳの介入を許さないこと。第二に雛咲月子さんを利用させないこと。第一の条件を満たすには、僕たちの力でテロを未然に防ぐ、あるいは鎮圧しなければいけない」

　社会的には魔法士は少数派で、極きわめて弱い立場にある。乾たちには政府の治安維い持じ機構を動かす権力などあるはずもない。だが、圧あつ倒とう的てきな個の戦力で敵を叩き潰つぶすことは可能なのだ。

「第二の点に関して言えば──名坂さんの提案は、こちらの利害と一いつ致ちすると言って良いだろうね。十郎君を助け出せればこちらに協力してくれるだろう。月子さんの協力も得られれば、彼女の支持者の影えい響きよう力りよくもついてくる。マクスウェルと雛咲伊蔵の計画は実現困難になる」

　まだ幼いといっても良い女の子を利用するような物言いは気が引けたが、乾は敢あえて感情を排はいして言った。氷見谷や晶が受け容れやすくするためである。屈くつ折せつした人間は往々にして自分に対する言い訳を必要とする。

「テロの標的候補はわかっているから、手分けして見張ろう。動きがあれば警察が来る前に片かたをつけて──」

　そこまで言って乾は口を閉じた。

　才さい賀がが居なくなった分、相手の戦力は低下しているはずだ。だが、彼を殺した魔法士のことが頭に浮かんだ。おそらく戦闘能力に関しては一流。あの男が出てきた場合、単独でやり合うのは危険かもしれない。

「……いや、慎しん重ちように敵の戦力を見み極きわめてくれ」

　顔見知りに死なれるのは、もう沢たく山さんだった。

「次、第二の条件について。椎葉君の収しゆう監かんされている場所はわからないんだね？」

　幸崎は肯く。

　魔法士を収監するためには、それなりに厳重な設備が必要だ。ある程度は絞しぼり込めるかもしれないが……一つ一つ当たる余裕はない。当面、テロへの対処を優先することになるだろうか。

「情報を集めてみる」

　それまで一言も発さず、ドアにもたれていた青年が口を開いた。

「拘こう置ち所しよと、それからテロリストの武装、人数、可能なら実行日時あたりも探さぐってみよう。俺が人を使って動けば、あんたたちの存在が気取られることはない。ノーマークのままでいられるだろう」

「ありがたいけど……」

　乾はマキヤに視線を向けた。

「構わないのかな？　これは僕たちの戦いだ。本来なら君が参加する義理はない」

「あんたらが何かを変えてみせるというなら、その結果を見届けたい。俺は結局革命家にはなれなかったからな」

　マキヤは少し自じ虐ぎやく的てきに笑った。

「……それとな、大きな貸しがあるんだよ。あんたらの仲間に」

「言い出したら聞かないと思うよ。そいつ、屈折してて頑固だから」

　晶が小さく肩を竦すくめた。







　　　二章　反撃





「うー……あー……」

　ゾンビのような呻うめき声ごえを上げながら、唯ゆい里りは歯は磨みがき粉こを歯ブラシにしぼり出した。歯を磨みがきながら、空いた左手で適当に寝ね癖ぐせを直す。かっちりと整える必要はない。どうせ動き回ってぐしゃぐしゃになるのだ。

　警察の官舎の一室が仮か眠みん室しつとして唯里に提供されている。もっともこのところは仮か眠みんというよりここで生活しているような状態だ。頻ひん発ぱつする事件のせいで育成校寮にも実家にも帰る暇ひまがない。警察のテロ対策班と協調している特別対策局員はほとんどおらず、見習いであるはずの唯里にもかなりの負担が掛かかっていた。

　普ふ段だんの三割程度の時間と丁てい寧ねいさで身だしなみを整えると、唯里は警察署に向かう。ミーティングがそろそろ始まるころだ。

「終わったら、とりあえず、ご飯食べにいこ……」

　ぶつぶつと呟つぶやく。

　近くにファミレスがあるのだ。味はともかく、安さとメニューの多た彩さいさは唯里をも十分に満足させるだけのものを持っている。今や食事だけが唯ゆい一いつの楽しみだった。

「どうしようかなー、どれがいいかなー……ハンバーグ、サンドイッチ、パスタ、オムライス、ドリア、チャーハンに中ちゆう華か丼どん……」

「お昼のメニューに悩なやんでいるのですか？」

　署の入口で背後から声を掛けられる。振り向むくと、見知った顔があった。小こ柄がらで童顔な育成校の主任教官、そして超ちよう一いち流りゆうの医療魔法士でもある出雲いずも井い信し乃のだ。

「あ、信乃先生。おはようございますー。──そーなんですよ。お昼ご飯、どれから食べ始めようかと」

「………………どれから？」

「はい、どれから。──あ、でも、どうしたんですか？　こんなところへ」

「打ち合わせです。大勢の怪け我が人にんが出た場合の、救急体制の相談と確認」

　彼女は大学病院に所属する医師でもあるから、そちらの職分なのだろう。

「おつかれさまです。っていうか、あの……もしかして、ホントにお疲れですか？」

　普段よりやや信乃の表情が厳しく、余裕がないように見えた。連続テロはこんなところにも影えい響きようを及およぼしているようだ。

「それほどでも。患かん者じやさんが多くて忙いそがしいのは確かですが」

　とはいえ簡単に弱音を吐はくような性格ではない。彼女がフル回転してくれているからこそ犠ぎ牲せい者しやの数が抑おさえられているわけで、休めない事情は唯里以上に切実であるはずなのだが。

「育成校にも全然顔出せませんねー。もうすぐ卒業式だってのに」

　唯里はため息をついた。

　守もりヶが丘おか初等育成校には現在四人の教官がいる。

　しかし現在は嘉か神がみ祐平がひとりでほとんどの業務を請うけ負おっているはずだ。唯里と信乃はテロ絡みで手が離はなせず、もう一人は──

「あの、信乃先生。椎葉先生は……」

　返事を聞く前にその表情で答えの予想が付いた。

「あちこちに問い合わせてみましたが、ほとんど何もわかりませんね。逮捕されたのは確からしいってことくらい」

「そうですか……。何かの間ま違ちがいですよね、きっと」

「そうね。また何かわかったら連れん絡らくします。──信じましょう」

　信乃は静かに言った。素っ気なく見えるが、情に薄うすい人間ではない。十じゆう郎ろうとは折り合いが悪いようだが、反面彼のことを誰よりも信しん頼らいしていることも知っている。

　懸案事項山積みのなか冷静に自分の職務をこなしている彼女に、唯里は尊敬の念を覚えた。

「駄だ目めだなー、私」

　はあ、と再びため息がもれる。

「心配でどうにも落ち着かなくて、お仕事に集中できない。信乃先生を見習わないと」

　身体的な疲ひ労ろうはともかく、精神的に辛い。

「見習う見習わないはともかく、私と引き比べる必要は別にないと思います」

　信乃は少し考えて続ける。

「医療魔法士として勉強していたとき、二歳さい年上の、発想が柔じゆう軟なんで、技術が正確で、判断が的確で、絶対に勝てないと思った先せん輩ぱいが居ました。どうして自分は彼女のようになれないのだろうと悩んだりね」

「それで、どうしたんですか？」

「まず自分を否定することを止めました。そのうえで自分にできることを考え、そこに全力を注ぎ込みました」

「なるほど」

　シンプルだ。確かに『何ができないか』より『何ができるか』の方がずっと有意義である。

「卯う滝たきさんは私よりメンタルコントロールが上う手まいですよ。間違いなく。頑張って」

「はいっ！」

　他人からそう言われると頑張れるような気分になる。

　そのとき、署内に非常呼集のアナウンスが流れた。

「……何かあったのかな。じゃ、行ってきます」

　唯里は走り出した。



「ここ、ですか……」

　現場に着いた唯里は目の前の巨きよ大だいな建物を見上げた。

　テロリストが立たて籠こもっているのは公立の総合病院。医師や看護師、そして患者が相当数人質になっているらしい。

「相手の状じよう況きようはどんな感じですか？」

　対策部隊の隊長にそう尋たずねる。

「少なくとも数十人規模だな。人質、犯人とも数グループに分かれ、分散しているようだ」















「交こう渉しようとかは？」

「人質が居ること、また病院ごと自じ爆ばくする爆ばく薬やくを持ってることは伝えてきた。本格的なのはこれからだ。ただ、長引かせるわけにはいかない」

　人質には病人が含まれている。体力が心配だ。

　とはいえ、とにかく敷しき地ちが広く、相手の数も多い。唯里一人で早期に叩たたき潰すのは不可能だろう。非常に厳しい条件だった。

「……あれ？」

　と、そのとき唯里は目を瞬またたかせた。

「あの、私以外に魔法士の人が、もう突とつ入にゆうしてます？」

「いや、そんなことはないはずだが……？」

　魔法が使われている気配がする。病院だから医療魔法士が居てもおかしくないが──そういう感じでもない。何というか、個人を対象にした治療目的の魔法にしては、規模が大きい気がする。

「……少し、近付いて様子見てきます」

　唯里は病びよう棟とうに向かい、注意深く歩き出した。
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　武器を取り上げ、倒たおれたテロリストたちを一室に放ほうり込む。魔法で施せ錠じようした後、乾は人質になっていた職員たちを振ふり返かえった。

「もうしばらく戦せん闘とうが続くと思います。ここにいれば安全ですからしばらく我が慢まんしててくださいね」

　幾いくつかあった候補の中で、動きがあったのはちょうど乾が見張っているこの病院だった。すぐに全員を呼び集め、計画を練った。

　幸崎の《千せん里り眼がん》に調べさせたところ、テロリストたちは五、六グループに分かれて拠点を作っていることがわかった。少し迷ったが、乾はこちらも分散して各個撃げき破はすることにした。一グループ当たりの人数は一〇人弱。戦力的には問題ないはずだ。

　足が治りきっていない幸崎が外で指示を出し、乾と氷見谷が拠点の攻こう略りやく、晶は遊軍として負傷者や病人を看みるという手筈である。晶は十分アタッカーを務められるだけの能力を持っているのだが、場所を考えた結果救護担当に回すことにした。攻こう撃げき力りよくが減るのは痛いが、人質から犠牲者を出すわけにはいかない。

　マキヤの情報によれば、テロリストにとっても正念場のようだ。ここを潰しておけば、とうぶん大きな行動は起こせないはず。

　問題はマクスウェルの魔法士集団にとっても介入するには絶好の機会だということだ。間違いなくタイミングをうかがっているだろう。時間的猶ゆう予よはあまりない。彼らが来る前に、事を収めなければならない。テロリストたちが先制攻撃に気付く前に、どれだけ数を減らせるかが勝負だ。

「終わった。次は？」

『小しよう児に病びよう棟とう二階』

　イヤホンから幸崎の指示。了りよう解かいと返してそちらに足を向ける。

（小児病棟ってことは、人質も子どもか……）

　子どもは動きの予想ができない。事が終わるまでパニックにならず、おとなしくしていてくれればいいが。

　敵の配置を幸崎が知らせてくる。通路の見張りに二人。人質の見張りに二人。四人が別室で待機。

　まず通路を見張っていた二人を気絶させる。次に部屋の前にいる人質担当の二人。そして隣りん室しつの四人。油断していた犯人たちはあっさりと倒された。

　いずれもやや浅黒い肌はだをしている。アジア系外国人のようだ。金で雇やとわれたのか、マクスウェルの手のものにそそのかされたのか。

　ふう、と息を吐く。

　子どもたちは何が起きているのかよくわかっていないようで、ぽかんとしている。

「さ、もう大丈夫だよ。怪け我がをしてる子は──」

　その瞬しゆん間かん、気配に気付く。トイレから一人、男が出てきていた。通信機を口に当てている。

（まずい──）

　仲間に連絡を取られると、大きく不利になる。魔法が間に合うか──？

　だが、次の瞬間、男の通信機は粉々に砕くだけていた。間かん髪はついれず乾の《見みえざる手て》が彼を壁かべに叩きつけ、気絶させる。

「あれ？」

　この場にはふさわしくない可愛らしい声が聞こえた。

　少女が一人、トイレの窓から入ってきた。

「えっと、確か乾──さん？　何やってるんですかー？　こんなところで」

　卯滝唯里は首をかしげた。

　彼女と知り合ったのは一月ほど前のことだ。とあるショッピングモールで起きた爆弾テロの解決に手を貸した。あのときはお互いの素性を語り合う機会もないまま別れてしまったが……

「助かったよ。そうか、特とく殊しゆ執しつ行こう官かんだったんだな……ごめん、ちょっと説明している余よ裕ゆうはないけど、このテロをなんとかしたいと思ってることは信じてほしい。動ける子どもたちを外に連れ出してくれるかな」

「り、了解です」

　素す直なおな子だ。不ふ審しんに思われることを覚悟していたのだが。

　軽けい症しようの子どもたちを連れて唯里が出て行った。

　動けない子に関しては一応晶に診みせて意見を仰あおいだ方がいいだろう。彼女に連絡を取ろうとし──その瞬間、乾は不意に背中に寒いものを感じた。

　振り返ると若い男が立っていた。

「君は……」

　才賀を殺した男、おそらくはマクスウェルの手の者だ。

「能の勢せと申します。お見知りおきを」

　男は一礼した。

　物もの腰ごしは柔やわらかで、絶えず笑顔を浮かべているが、強きよう烈れつな殺気を放っている。この手の人間が極めて危険であることを、乾は熟知していた。

「……テロの味方、なのかな、君も」

「私は私の欲望の味方ですよ」

　能勢は人を食ったような答えを返した。

　さて、どうするべきか。

　相手にせず一度逃にげて仲間と合流したほうが時間のロスが少ないかもしれない。だが──

　乾は重心を落して身構える。同時に放たれた《大おお顎あぎと》を《障しよう壁へき》で受けた。

「いい人ですね、あなた」

　能勢が微笑ほほえんだ。

　そう、この男が子どもたちに手を出さないという保証はない。ならばここに留とどまり、戦うしか道はない。

　距きよ離りを取って向かい合う。

　とはいえ、自分は子どもたちを背にしたこの位置から動けない。

　相手も攻こう撃げきしてくる素そ振ぶりを見せない。時間稼かせぎが目的なのは明らかだ。

　わかっているのに打つ手がない。じりじりと時が過ぎていく。

　膠こう着ちやく状じよう況きように、乾は奥おく歯ばを噛かみ締しめた。と、そのとき──

「────っ！」

「な────」

　二人は同時に下に視線を向ける。能勢が大きく飛とび退のいた次の瞬間、リノリウムの床が大きく盛り上がり、轟ごう音おんと共に弾はじけた。

「……ただの《魔ま弾だん》ですね。何というか、大した馬ば鹿か力ぢからだ」

　能勢は幾いく分ぶん呆あきれたように肩を竦め、さらに距離を取った。

「まあ、言われた仕事はこなしたので、この辺にしておきますか。──ああ、あなたに一つ花を持たせてあげましょう」

　そう言って彼はある拘置所の名前を挙げた。

「お探しの人が見つかると思いますよ」

「……なんのつもりかな？」

　マクスウェルの罠わなだろうか。

「私は私の欲望の味方だと言ったでしょう？　十郎さんをよろしく。それでは」

　能勢は立ち去る。乾は追わなかった。

　呼吸を整え、通信機で幸崎を呼び出す。

「状況はどうなってる？」

『先ほどＷＳＳと思おぼしき一団が、警官隊を振り切って突入しました』

「了解」

　駄目だったか。唇くちびるを噛む。見事に時間を稼がれた。

　続いて氷見谷と連絡を取った。

『悪ぃ、足止め食くらってた。アデルの奴が──』

「こちらもだよ。ＷＳＳが突入したようだ。九曜さんと名坂さん連れて、撤てつ退たいしてくれ。それから一つ情報が入った」

　能勢から聞いた拘置所の名を氷見谷に告げる。

『……椎葉十郎が収監されているってことか？　信用できるのかね？　それ』

「罠にしてはあからさますぎる気はするね。あの男の真意はわからないけど、とにかく確認しても損はないと思う。できそうなら奪だつ還かんしてしまって構わない。よろしく頼たのむ」

　通信を切ると同時に、床の穴から唯里が顔を覗のぞかせた。

「大だい丈じよう夫ぶですかー？」

「や、ありがとう。助かった。大丈夫だ」

　乾はどうにか笑って見せた。

「怪我してないです？　子どもたちも？」

　唯里はよいしょっと言って穴から上がってきた。

　状況を確認し、犠牲者がいないことに安あん堵どの表情を浮かべる。

「よかった。──さっき通信が入ったんですけど、何か、民間の魔法士の人たちが突入したみたいで……乾さんの仲間ですか？」

「いや──」

「あ……ちょっと待って下さい……今、連絡が入って……」

　唯里はイヤホンから聞こえてくる声に集中し、そしてぱっと顔を輝かがやかせた。

「人質が全員救出されたそうです！　やった！」

「ああ……それは何よりだ」

　一方乾は諸手を挙げてその知らせを歓迎する気にはなれなかった。

　確かにそれ自体は喜ばしい。

　だが、これでＰＭ社の魔法士組織がこの国に食い込んで来るのが規定事じ項こうとなったわけだ。徐じよ々に追い詰つめられていくような感覚を乾は覚えていた。

「ねえ、卯滝さん」

「はい？」

「僕ぼくを、警察の責任者のところに連れて行ってもらえるかな？」

　おそらくＷＳＳは今後、協力という名目で現場への介かい入にゆうを強めるだろう。瓦が解かいしている特別対策局より戦力的には期待できる。どんどん影響力が増大していくことになるはずだ。

　氷見谷によれば警察の上層部は伊蔵とマクスウェルに抱だき込まれている。協力態勢を取ることは確定しているわけだ。だが、現場の判断で少しでも介入を抑えることができれば、時間が稼げるかもしれない。

　かつては特別対策局に在籍していたため、警察にも知り合いが居ないわけではない。何とか連絡を取って、協力を要よう請せいしてみるつもりだった。

　死んだことになっている自分が出張ってどれだけの説得力があるのかはわからない。最悪、罪に問われ逮たい捕ほされる可能性すらある。

　それでも、できることをやらないわけにはいかなかった。

　唯里に連れられて指揮車の方に向かう。

　テロリストたちの護送や人質の介かい抱ほうなどで、慌ただしく大勢が動き回っていた。

　と、そのとき、指揮車の辺りから、何やら言い争あらそうような声が聞こえてきた。

　唯里と乾は顔を見合わせる。

「何かな」

「なんでしょうねー？　……ちょっと聞いてきますから、待ってて下さい」

　唯里は周囲の人間をつかまえ事情を聞くとすぐに戻もどってきた。

「何か、その、突入した民間団体の魔法士の人が揉もめてるみたいです」

「どういうこと？」

「えっとですね、何か色々と協力を申し出てくれたみたいなんです。それで、上の方に判断を仰いだところ『手を貸してもらったことには感謝するが、基本的に民間の介入は認められていない。お引き取りを』ってことだったらしいですね。で、話が違う、と。何が何だかよくわからないですけど……乾さん、どうかしましたか？」

　唯里は尋ねた。驚きが顔に出ていたようだ。

「ああ、いや──つまり、協力は必要ないと、そう警察は言ったの？」

「そういうことですけど……」

「あ、うん、何でもない、ありがとう」

　つまり──警察はＷＳＳを拒きよ絶ぜつしたということだ。

（どういうことだ？　いったいなぜ？）

　風向きが少し変わってきたようだった。
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　氷見谷は椎葉十郎のことが嫌きらいだった。

　まだ葛かつら城ぎ功こう哉やと名乗っていた、特殊執行官時代からそうだった。

　十郎が椎葉一花に愛されていたからだ。



　一花に出会ったとき、氷見谷は一目で魅み了りようされた。

　美しくて穏おだやかで優やさしくて、しかも類を見ないほどの天てん賦ぷの才に恵めぐまれている。こんな人間が存在するのかと思った。それは崇すう拝はいと言っても良い感情だったかもしれない。

　彼女には弟がいた。彼女はよく弟について話した。楽しそうに。

　氷見谷には、魔法士として出で来き損そこないの弟が彼女に寄生しているように思われた。

　例の事件を経へて彼女が壊こわれてしまってからは、よりいっそう憎にくんだ。彼女にあれだけ愛されていながら、なぜその苦しみに気付かなかったのだろう。彼女を救い得た唯一の人間が、そうしようとしなかった。許し難いことだと思った。

　──自分も同罪だったのに、だ。

　崇拝しては駄目だったのだと今ならわかる。どんなに違いすぎても遠すぎても、隣に並ぶことを諦あきらめるべきではなかった。仰ぎ見みることができればそれでいいと思うべきではなかった。

　だから自分には彼女の孤こ独どくを癒いやすことができなかったのだ。

「位置把は握あく」

　幸崎が言う。彼女と二人、十郎の居る拘置所に来ている。

「そちらの意識に投とう影えいする？」

「いいよ。大おお雑ざつ把ぱな位置だけ教えてくれ」

「椎葉十郎の囚とらわれているのはおそらく中央付近」

　警備のレベルは通常とほぼ変わりなしということだった。

　魔法士とはいえ十郎のランクはＤ。しかも氷見谷レベルの人間が襲しゆう撃げきしにくることなど想定していないはずだろう。見張りの中に魔法士は居てもおそらく一人。

　意識を《千せん里り眼がん》に集中したまま淡たん々たんと説明する幸崎にちらりと視線を向ける。

　腕うでの方は昔と変わっていないようだ。索さく敵てきと遠えん距きよ離り攻こう撃げきに特化しているため戦闘能力はさほど高くないが、彼女の能力はチームを幾いく度ども助けてきた。

　変わったのは彼女の内面だ。

　自分というものが無く、命令に盲もう従じゆうする。人間的に信用できない。少なくとも名坂千早と名乗っていたころの彼女はそうだった。今のように目的を定め能動的に行動することは考えられなかった。

　顔色はあまり良くない。晶の治ち療りようを受けたとはいえ、両足を潰されていたのだ。本来なら動けるコンディションではないだろう。それでも、自分の意志でここに立っている。

　何が彼かの女じよを変えたのだろう。

「葛城さん？」

「……ああ、悪い。説明は理解した。シンプルな陽動でいくか。二分経たったらあちらに向かって《千せん里り箭せん》を放て。警備員を分散させたら、あとは俺が何とかする」

　そう言い置くと、氷見谷は一人で裏手に回り込んだ。

　きっかり二分後、大きな炸さく裂れつ音おん。同時に走り出す。

　目的の房ぼうの前まで来る。見張りの男が一人残っていた。陽動に惑まどわされなかったらしい。

　氷見谷を認めると同時にマナが動く。魔法士だ。

「良い判断だ。でも遅えよ」

　氷見谷は一いつ瞬しゆんで距離を詰め、《霜そう刃じん》で刀を具現化。その側面を使って殴なぐり飛ばす。

　男が気絶したのを確認して、扉とびらを切り裂さいた。

　中には若い男が一人、寝しん台だいに腰こしを下ろしていた。目の焦しよう点てんが合っていないように見えるのは《盲もう目もく》で視力を奪うばわれているからか。

「──よお。無様だな」

「その声は……氷見谷か？　なんでお前がここに？」

　椎葉十郎が間ま抜ぬけな顔で言った。

「確認しに来たんだよ」

「確認？」

「一つ、外で何が起こってるか知る気はあるか？　二つ──」

　氷見谷は相手が見えていないのを承知で、十郎を正面から見み据すえた。

「立ち上がって戦う気はあるか？」
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　微睡まどろみから覚めると、目の前に美優里と男の顔があった。

「やあ」

「…………」

　見覚えは……あるような気もする。朦もう朧ろうとした意識の中で見たような──

「起こしてしまったかな？　君が治療中だったり、こっちがバタバタしてたりしたもんで挨あい拶さつが遅おそくなったね。僕は乾廉れん平ぺい、美優里の父親だ」















　男はにこにこと人の良さそうな笑顔を浮かべてそう言った。

「ああ……」

　晶の仲間の魔法士で、自分をここへ運び込んだ人間だ。

「娘むすめを何度も助けてくれたそうだね。改めてお礼を言わせてもらおう。ありがとう」

　少し前に苛いじめられている美優里を助けたことがあった。そして今回の怪我は、彼かの女じよを含ふくむテロに巻き込まれかけた人々を救おうとして負ったものだ。

「……前のなら、相手がむかついたから叩きのめしただけだ。この間のはあそこに居ること自体知らなかったし、成り行きで魔法つかっただけで狙ねらって助けたわけじゃない。礼を言われるこっちゃねーよ」

「駿介、照れてるの？」

「照れてねぇ！」

　大声を出したら腹の傷がずきんと痛んだ。呻き声を上げて布団ふとんに突つっ伏ぷす。

「利きかん気きな子だねえ」

　乾ははっはっはと笑った。

「お父さん、人の不幸笑っちゃダメなの」

「おっと、ごめん。まあ、男の子はそのくらい元気のあった方がいいよ。──ああ、でも、娘の相手にふさわしいかどうかというのはまた別問題なんだけどね」

「……いや意味わかんねーし」

　何というか、こういう大人は苦手である。反発しても手て応ごたえのない、のれんに腕うで押おしというタイプだ。育成校の嘉神祐平に少し似ているかもしれない。

　そのとき、乾の携けい帯たいが音を立てた。

「と、失礼。──もしもし？　ああ、成功したんだね、お疲つかれさま。十郎君の様子は？　──うん、了解。九曜さんが迎むかえに行ったから、できれば名坂さんは休ませて──はいはい、よろしく」

　乾は電話を切り、呟いた。

「……こっちはＯＫ。じゃ、行くか」

「お父さん、お出かけ？」

「ああ、ちょっとお仕事。良い子にしててね。じゃ、駿介君、娘と仲良く」

　部屋を出るとき、開いたドアの隙すき間まから彼が隣室のマキヤと一言二言会話を交かわしたのが見えた。

「…………」

　駿介はかすかに眉まゆを寄せる。

「駿介、もう少し寝ねる？」

「いや──いい。起きてるから、テレビ見てもいいぞ」

　ん、と美優里はテレビを点つける。

『たっぷり三時間、特別討論！　本日は魔法の社会的問題に関して、生放送でお送りいたします！　パネリストには衆議院議員、雛咲伊蔵さん、お孫さんの雛咲月子さん──』

　あまり見たくない種類の番組が放送されていた。駿介はちょっとトイレと言い置いて部屋を出た。

　少し足がふらつき、傷口に鈍にぶい痛みが走る。晶に言わせれば必要なら完全に痛みも消せるらしいのだが、そうすると治りが遅くなったり綺き麗れいに治りきらなかったりするのだそうだ。男の子なんだから少しくらい我慢しろ、とのことである。

　本調子には遠い。が、かなり動けるようにはなっている。順調に回復しているようだ。

　隣となりのリビングではマキヤがソファに座すわって本を読んでいた。

「……あのオッサン、出て行ったのか？」

「ああ」

　マキヤは素っ気なく答えた。

　自分の寝ていた部屋からは、テレビの音が漏もれ聞こえてくる。今はアニメの主題歌が流れているようだ。美優里がチャンネルを変えたのだろう。

「……なあ、あんたらいったい、何をやってるんだ？」

　駿介は問とい掛けた。

「あんたと話してたとき、あのオッサン、嫌いやな顔してた。なんかろくでもないこと企たくらんでるだろ」

　美優里からは死角になっていて見えなかっただろうが、乾は笑えみを消した真しん剣けんな表情をしていた。

　嫌な顔、とはつまり隠かくし事ごとをしている顔だ。

　自分に降ふりかかる危険と困難を承知の上でそれを覆おおい隠し、周囲の者を護まもってやろうとする決意の表情。何度か過去にそんな顔をする大人たちを見たことがある。

「子どもが首を突っ込むなよ」

　マキヤは本に目を落したまま答えた。その物言いにかっとなった。

「何かあったとき一番傷つくのはその子どもじゃねーか！　答えろよ！」

　テーブルの上の水差しが壊れた。《見みえざる手て》を叩きつけたのだ。

　父親が居ないことで美優里がどれだけ傷ついたか駿介は知っている。あまりに身勝手な大人の理り屈くつに思われた。

　──と、扉の開く音がした。顔を覗かせた美優里の表情を見て、駿介は即そく座ざに自分の行動を後こう悔かいした。

「あの……けんか、してるの？」

「いや」

　マキヤがぱたんと本を閉じる。

「誰だれも喧けん嘩かなんかしてない。大だい丈じよう夫ぶ。ただ、ちょっとこいつと男の話があるから、お前は中でテレビでも見ててくれ」

「う、うん……」

　美優里が部屋へ戻るのを待って、マキヤは駿介に視線を向けた。

「なんでお前がムキになるんだ？」

「──うるせーよ。人が死にかけてまであのガキ庇かばってやったのに、大人の勝手な都合でまた傷つけてたんじゃ、俺のやったことは無む駄だ骨ぼねじゃねーか。それに──あのオッサンの言ってた十郎ってのは、椎葉十郎のことじゃねーのか？　なら俺にも関係あるだろ」

　──そして、月子にも。

　マキヤはため息をついた。

「不用意だな、乾は。ああ、でも椎葉十郎がお前の先生だってことは知らなかったのか。──暴れないと約束するんだったら、差さし障さわりない範はん囲いで教えてやってもいい。とりあえず座れよ」

「────」

　駿介は黙だまってマキヤの向かいに腰を下ろした。

　一二歳の少年にとってマキヤの話を完かん璧ぺきに理解することは、容易ではなかった。

　結局わかったのは、魔法士を利用しようとする汚きたない大人が勢力を広げようとしていること、乾たちが不利な中かなり危ない橋を渡わたってそれに対たい抗こうしようとしていることくらいのものだった。

「……つまり、椎葉は無実なのか」

「そういう話だったな」

　月子の様子がおかしかった理由が得心できた。十郎と月子はこの件に巻き込まれてしまっているわけだ。

「お気の毒さま、だな」

「納なつ得とくできたか？　できたなら怪我人は寝てろ。何とかするのは大人の仕事だ」

　大人の仕事。

　駿介はその物言いに、ふと釈しやく然ぜんとしないものを覚えた。

　自分が蚊か帳やの外なのは良い。

（でも、今渦か中ちゆうにいるあいつは──テレビ画面の中であんな表情をさせられているあいつは何なんだ？）

　別に月子の境きよう遇ぐうなど自分には関係ないはずだ。生きていればちやほやされることもその逆の扱あつかいを受けることもあるだろう。いずれにしても他人事である。

　だが──なぜか、このままにしておけない。じっとしていられない。

　気付いたときには、駿介は玄げん関かんへと歩き出だしていた。

「……おい、どこへ行くんだ？」

「出で掛かける」

　苛いら立だちに似た感情が胸中に渦うず巻まいていた。

　そう、あいつはこんなもんじゃない。

　大人たちの勝手な思おも惑わくなんかに縛しばられていい人間ではないのだ。
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　指定されたホテルのカフェで乾はコーヒーを飲んでいた。

　病院のテロのあと、警察に居るかつての知ち己きに連絡を取った。すると、ここで待つようにと指示が来た。とある人物が乾と接せつ触しよくを持ちたがっているという。

　決断にはいくらかの覚かく悟ごが必要だった。自分は表おもて舞ぶ台たいに堂々と出られる人間ではない。下手に動けばそのまま逮捕、拘こう束そくされ、社会的に葬ほうむり去さられるということも十分にありうるのだ。

　しかし、あえて危険を冒おかしたのは、警察あるいは有力者の協力が得られればＰＭ社に対抗できる可能性が大きく広がるからである。少なくとも警察内部にＷＳＳの介入を阻そ止ししようとする動きはあるようだった。ならば、賭かけてみる価値はある。

　吉きちと出るか、凶きようと出るか。

「……にしても、高いなあ」

　メニュー表の値段を見て呟く。なぜコーヒー一いつ杯ぱいが一〇〇〇円近くもするのか。スーパーに行けば同じ値段で自分と美優里、二人の食事数食分の材料が買えるだろう。もったいない。

　そんなことを考えて、ふと、次に一いつ緒しよに買い物に行くような機会は果たして訪おとずれるのだろうか、などと思う。

　ここに現われるのが自分を捕ほ縛ばくするための機動隊だったりしたなら、今の貧しいながらも穏やかな暮らしは過去のものとなる。

　銃じゆうを向けられたり、あるいは一〇〇人の魔法士に取り囲まれたりしたとしても、恐きよう怖ふなど感じはしない。ただ、娘との日々を失うことになるかもしれないというのは怖おそろしかった。

（……僕が逮捕されて居なくなったりしたら、美優里、怒おこるだろうなあ）

　小さくため息をつく。

　と、そのとき、乾のテーブルの傍かたわらに人ひと影かげが立った。

「乾さんですね」

「そうですが……」

　生き真面目まじめそうな印象の青年だった。見覚えはない。

「お待たせいたしました。こちらへお越こしください」

「あ、はい」

　青年が伝票を手に取ってくれたことに少しばかり安堵を覚えながら、乾は立ち上がった。



　案内された先は、ホテルの駐ちゆう車しや場じように停とまっている一台の車だった。有名なドイツの高級車だ。スモークガラスに遮さえぎられ、中の様子は覗うかがえない。

「どうぞ」

　青年はドアを開け、後部座席へと促うながした。

　先客が一人居た。年ねん齢れいは五〇前というあたりだろうか。外見は若々しく精力的だが、十分に人生経験を積んだ老練さも窺うかがわせる。

「ご足労をお掛かけする。乾廉平特級特殊執行官」

「元、ですよ。あなたは？　お会いするのは初めてかと思いますが」

「雛咲拓たく馬ま。──啓けい人と、出しなさい」

　男の指示と同時に車がゆっくりと動き始めた。

　雛咲拓馬──名前は知っている。雛咲伊蔵の息子むすこにして有力な代議士だ。

「客として丁てい重ちようにお迎えしたいところだが、時間も限られているうえ、人目につきたくないのでね。車中の密談という形を取らせていただく」

「別に構いませんよ」

　幾いく分ぶん緊きん張ちようを覚えながら、乾は答えた。想定していたより大物だ。

「最初に確かく認にんしておこう。君たちはチェスター・マクスウェルとＰＭ社、および雛咲伊蔵に対抗する勢力と私は認にん識しきしている。間違いないかな？」

「…………」

　即そく答とうはせず、質問の真意を探さぐろうと相手の顔に視線を走らせる。

　乾は一時期伊蔵の元で世話になっており、その後離り反はんした。そのことを拓馬が知っていても不思議ではない。問題は自分をここに呼び寄せた目的だ。

　はたしてこの男は敵なのか、味方なのか。

　返事を促すことはせず、拓馬は先を続けた。

「ＰＭ社の──ＷＳＳとかいったか？　先日の病院占せん拠きよ事件で民間の魔ま法ほう士集団が活かつ躍やくしたらしいな。もっとも彼かれらだけでなく、正体不明の魔法士たち数人の存在も確認されているが」

「それは……」

　どう答えるのも変な気がして、乾は言葉を濁にごす。

「ＷＳＳの介入を阻止し、感謝状程てい度どで済ませるよう警察に手を回したのは私だ」

「あなたが？」

「父の伊蔵は警察に対する影えい響きよう力りよくが強くてね。当初は受うけ容いれて即座に協力態勢を取るよう指示が出ていた。持てるコネを総動員して、かなり強ごう引いんに割り込む形になったよ。何度も使えんし、時間稼ぎにしかならんだろうが、まあ、やらないよりはマシだろう」

「……なぜ、自分の父親に逆らうような真ま似ねを？」

　車内には嵌はめ込みのテレビモニターがある。今やっているのは何かの討論番組のようだ。雛咲伊蔵と月子の姿が映っていた。

　そちらにちらりと視線を向けて、拓馬は口を開いた。

「──父は少々やりすぎた」

　抑よく制せいされた口調だったが、そこに何らかの感情が込められているような気がした。しかし、乾が何か言うより先に彼は言葉を続けた。

「我々は血の絆きずなや情よりも利害関係の方を重視する親子でね、外国の魔法士団体を引き入れることは、少なくとも私の見地から言えばプラスにはならない。いい機会なので、父には引退願おうかと思っている。その点で君と私の利害は一いつ致ちしていると思っているのだが、どうだろう？」

　骨肉の争いというやつか、と乾は思う。

　巻き込まれることは本意ではない。しかし、手を組む価値はあるかもしれない。問題は、この人物がどの程度信しん頼らいできるかだが──

「即答はできません」

「信用できないかね？」

「信用したいですが、信用しても大丈夫だという確信を得ることはできませんでした。少なくともそう判断するだけの材料が足りません」

「正直だな」

　拓馬の口元がわずかに綻ほころんだ気がした。

　彼は携帯電話を取り出し、ボタンを押おした。そして相手と二言三言話し、電話機を乾に差し出す。話せということらしい。

「……もしもし」

　誰だろうと訝いぶかりながら口を開いた乾だったが──電話機の向こうから聞こえてきた声に、思わず眉を上げていた。

『よお、乾、ずいぶんと久しぶりだな』

　飄ひよう々ひようとした口調。深みのある声。聞き覚えがある。

　そう、かつての先輩で、現特別対策局局長──

「淵ふち上がみさん？　生きてたんですか？」
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「はい、ここでいったんＣＭです」

　司会者が言い、テーマ音楽が流れた。月子は大きく息を吐いた。

　タレントが司会を務める討論番組である。白熱する議論だけでなく、時事問題をユーモアを交えて解説することでそれなりの人気を博しているそうだ。

　今回はスペシャル版、三時間オール生放送ということで、スタジオから中ちゆう継けいが行われている。

　月子の今日の役どころは祖父の添そえ物ものだ。コメントを求められる機会はそれほど多くない。笑え顔がおを浮かべながら、ただ座っているだけ。

　昨夜は久しぶりにゆっくり友人たちと話すことができた。吐はき出せるものを吐き出して、すこし落ち着いた。

　泣き言を親身に受け止めてくれた菜な々な香かと紗さ弓ゆみの顔を脳のう裏りに浮かべる。彼女たちが傍そばにいてくれて本当に良かったと思う。

　そう、自分は一人ではない。周囲には支えてくれる人がいるのだ。だから、十郎が戻ってくるまでこの状況を我が慢まんすることができる。きっと。

（耐たえていれば、いつかきっと良くなる）

　月子はそう信じた。

　カメラに映っていないからといって、いつまでも気を抜ぬいているわけにはいかない。スタジオ内にはスタッフも観客も大勢おり、愛あい想そよく応じなければならないからだ。

　がんばろう、と顔を上げ──月子は動きを止めた。

　スタジオの隅すみに見知った、しかし意外な顔があったからだ。



　少年──最さい部べ駿介がじっとこちらを見つめていた。
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　こちらに気付いた一瞬、取とり繕つくろった仮面が外れて月子はぽかんとした顔を見せた。

　は、と駿介は口元をわずかに緩ゆるめた。

　間抜けな顔だが、それでもあのイラつく表情よりはずっとましだと思った。

　最初、マキヤは駿介の外出を認めようとしなかったが、結局、自分が同行するという条件で折れた。駿介は魔法士であり、その気になればマキヤに止める術はない。一方、駿介も世話になった恩のある身としてあまり無む茶ちやな真似をするのは気が引けた。お互たがいに妥だ協きようした格好である。















　なぜかついてくると強きよう硬こうに言い張った美優里も連れ、マキヤの運転する車でテレビ局のスタジオに向かった。

　寝ね巻まきのままでは目立つので途と中ちゆうの量りよう販はん店てんで服を買い──会計は渋しぶい顔をしながらマキヤが行った──着き替がえた。

　守衛の目を避さけ、魔法を使って開いていた二階通路の窓から美優里と一緒に局ビルに入り込む。そして家族で番組見学に来たものの親とはぐれてしまった迷子の兄妹きようだいのふりをして、月子の居るスタジオの場所を聞き出したのだ。

　ちょうどＣＭに入ったところのようだった。出演者たちは一息つき、ＡＤたちが慌あわただしく動き回っている。

　ぽんと美優里の頭に手を乗せる。

「駿介？」

「ありがとな、助かった」

　幼く無む邪じや気きな美優里は大人を警けい戒かいさせない。礼れい儀ぎも愛想も知らない駿介一人では、すんなりこの場所には辿たどり着つけなかっただろう。

「外出てマキヤの車に戻っとけ。も少ししたら俺おれも帰る」

「う、うん」

　美優里を見送ると、駿介は前に向き直り大きく息を吸い込んだ。

「おい！　雛咲！」

　突とつ然ぜんの大声に、スタジオ中の視線がこちらに集まる。

「最近学校にも来ないで何してんのかと思ったら、偉えらそうな顔でテレビに出まくってんじゃねーか。おめーみてーなカスが何目立っちゃってんだよ、ああ？」

　すぐにスタッフが二人飛んできた。両りよう腕うでをつかまれる。

「なんだ！　君は」

「こっちに来なさい！」

「うっせーよ、邪じや魔ますんな、ボケ！」

　腕を振り回まわし相手の脛を蹴けり上あげ、大暴れする。

「いてっ！　──このガキ……」

　無論単純な力では大人にかなわない。大きな手がその力を増し、乱暴に駿介を押さえつけようとする。

　──これでいい。

（お前は俺がキレやすいことを知ってるよな）

　キレたら何をしでかすかわからないことも、そして魔法士でありその気になれば大人の二人や三人、なんの苦労もなく叩きのめせることも。

　彼女は争いごとが嫌いな小心者だ。目の前でそんな光景が展開されることには耐えられない。

　であれば、必ず──

「あの、待ってください」

　そう、必ずこうして止めに来る。

「知り合いなんです。放してあげてください」

　スタッフの男に羽は交がい絞じめにされながら顔を上げると、月子が傍に立っていた。

　余よ所そ行ゆきの穏やかな表情を浮かべているが、困こん惑わくが少し透すけて見える。

　おとなしくなったのを確認し、スタッフは駿介を解放した。

「あの、最部くん……どうして、こんな──？」

　駿介は月子の言葉を無視し、その耳元に口を寄せた。そして彼女だけに聞こえる小さな声で囁ささやく。

「椎葉、助け出されたってよ」

「……え？」

　月子の動きが止まった。

「え──え？　それって、どういう……」

「戦えよ、お前も」

　そのまま駿介は背中を向けてスタジオを出た。



　駿介は月子の作り笑顔が嫌いだった。気に食わなかった。

　しかし、それ以上に彼女をそんな表情にさせる大人どもが気に食わなかった。

　あいつは化け物だ。

　魔法の才能だけではない、力の使い方も心の在り方も、この自分が一生かけて必死で追わないと簡単に引ひき離はなされる──おとなしい顔をしていても、それだけの存在なのだ。

　それを押し込めて飼いならして利用できると思っているやつらが気に食わなかった。許しがたかった。

　だから──



　檻おりをぶち壊してやれよ、雛咲。
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（今、なんて──）

　駿介が去った後も月子は茫ぼう然ぜんと立たち尽つくしていた。

「月子ちゃん、席に戻って」

「……あ──はい。すみません」

　ディレクターの言葉に反射的にそう返事をしたが、頭の中にはさっきの言葉がぐるぐると渦うずを巻いていた。

（椎葉先生が……助け出された？）

　伊蔵の方に視線を向ける。

　ちょうど秘書の男性が伊蔵に耳打ちしていた。祖父の顔が一瞬しかめられ、唇くちびるが何かの言葉を発するように動く。

　──椎葉十郎が？　と言ったように見えた。

　駿介の言ったとおりだったということか？

　彼がなぜそんなことを知っていたのか──いや、それはあとだ。

（椎葉先生が戻ってくる……の？）

　月子は鼓こ動どうが速くなるのを自覚する。死んでいた心の一部分がよみがえってくるような気がした。

　十郎の苦境は自分のせいだ。申し訳なくて合わせる顔などない。謝あやまっても許してもらえないかもしれない。

　しかし、それでも──このままではいけないのだ。嫌われるとしても恨うらまれるとしても、それでも最低限『私は私にできることをがんばりました』と言えなければ、十郎に教わったこと全すべてを無む駄だにすることになる。

　祖父に従う人形のままでいるわけにはいかない。

　月子は決意を固めた。
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『死んだと見せて生きているのはお約束だろうが』

　電話の向こうで淵上は、幾いく分ぶん弱々しい声ながらもそう言って笑った。

『とはいえ動ける状態じゃないから、雛咲先生に──あ、もちろん息子先生の方な──匿かくまってもらってるんだけどな。失敗したのがわかったら敵は再び殺しにくるだろうが、俺にも特別対策局にも、もうそれに対抗するだけの戦力がない。不本意ながらこういう方法をとらざるをえなかったというわけだ。このところきな臭くさい動きがあったから、万が一のときの対応を雛咲先生と打ち合わせしておいた。機を見計らって反はん撃げきに転じられるようにってな』

「すべて想定内、ですか」

　乾は言った。

『想定してたわけじゃない。最悪の状じよう況きようが起こってもなるべく最悪の結果にならないよう保険をかけていただけだ。お前が絡からんできたのははっきりと想定外だったしな。──局に戻ってくる気になったのか？』

「いえ、それは……」

『そうか。ま、いいさ。惜おしい話だとは思うがね。──それよりも、ここからが問題だ。ＰＭ社のマクスウェル、雛咲伊蔵、この二人の影響力は厄やつ介かいだ。うちの局員が一人、濡ぬれ衣ぎぬで公安にとっ捕まったんだが、まったく手が出せない』

　椎葉十郎のことだろう。

　奪還に成功したことは先ほど氷見谷から報告があったが、そのことはまだ話さない方が良いだろうか。

「無実の証明ができないということですか？」

『そうだな。証しよう拠こはでっち上げだろうが、一応正式な手続きを踏ふんでいるからやっかいだ。雛咲伊蔵とマクスウェルの圧力を何とかしないとな』

　つまり生活を取り戻すためには、十郎もいやおうなくこちらに協力せざるをえないということだ。

（どんどん周りを巻き込んで深入りしているなあ……いよいよ引き返せない、かあ）

　まあ覚悟していたことではあるのだが。

『いずれにしても骨の折れる難事業だ。だから──』

「……すまない、少し替かわってくれないか？」

　そのとき、拓馬が割り込んできた。

「ああ、はい、どうぞ」

　携帯を手て渡わたしながら、乾はおや、と思う。

　少しばかり拓馬の様子が先ほどと違ちがうような気がしたのだ。もちろん感情を容易たやすく表に出すほど軽けい薄はくな人間ではないが、それでも何か──そう、動どう揺よう、あるいは驚きよう愕がくしているように見えた。

「そちらでテレビは見られるか？　ああ、月子の──そう、その番組だ」

　淵上と話す拓馬の声を聞きながら、乾は車内のテレビ画面に目を向けた。

　伊蔵と月子が出演している生放送の討論番組だ。彼の言っているのはこれのことだろうか。

　伊蔵はともかく、月子に関しては乾は好感を持っている。自分の置かれた立場をよく理解したうえで、魔法士に対する世間の隔かく意いを何とかしたいと真剣に思っていることがテレビ画面越しからでも伝わってくるからだ。こういう子に少しでも良い未来を残すためにも、現状を何とかしなければならない。

「ん？」

　と、そのとき、乾は目を瞬またたかせた。どうも番組の雰ふん囲い気きが妙みようだ。月子と伊蔵の間に、緊きん張ちよう感が漂ただよっている。

　月子がゆっくりと口を開いた。
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「あの、少し聞いてもらってもいいでしょうか。私は──私は、もう少し別の問題があると思うんです」

　そう言うと、その場にいる全員の視線がこちらを向いた。

　伊蔵が魔法士の運用について持論を展開しているところだった。

　優ゆう秀しゆうな、特に特別対策局に集中しているような戦せん闘とう能力の高い魔法士（伊蔵は治安維い持じへの多大な貢こう献けんが期待できる魔法士と表現した）を、地方や民間に分散させた方が良いというのがその要よう旨しである。例として先日病院で起こったテロを挙げ、そこでＰＭ社の魔法士団体が鎮ちん圧あつに協力したことを述べた。

　新たな魔法士団体を作りその実権を握にぎろうとする伊蔵にとっては、こういうことも布石の一つなのだろう。

　それに対する他のパネリストの反論としては、国民の不安が懸け念ねんされる、とか、組織再編の労力が、というものだった。

　一つ、置き去りにされている点があると月子は思う。

「どうぞ、月子ちゃん」

「はい──その、魔法士さんたちの気持ちなんですけど……」

　発言すると、伊蔵の眉がかすかに寄せられるのが見えた。快く思われないのは覚悟していたが、やはり胃がきゅっと縮むような恐怖を覚える。

　しかし、この場で発言の可不可を決めるのは司会者のタレントであって、伊蔵ではない。

「うん、続けてください」

「えっと、魔法士さんたちはどう思っているのかな、って……。ここに居る中で、魔法士は私だけですよね？」

　魔法や魔法士といった存在に対する世間の忌き避ひ感は根強い。しかしそれには、『得体の知れない力、存在』というものに対する漠ばく然ぜんとした畏おそれという要素が多分に含ふくまれている。そもそも魔法士という存在が表舞台に出ることはまれであるうえに、魔法が機能するシステムというのは魔法の素質を持つ者にしか認識できないからだ。

　そのなかで幾いくつかの巡めぐり合あわせと幸運に恵めぐまれた月子は、数少ない世間に名前を認にん知ちされている魔法士である。だから、発言することは自分の義務であり責任だと思う。

「もちろん私はまだ正式にお仕事に就ついているわけではありませんけれど、それでも初めての人に会うときは緊張します。どんな人なんだろう、どんな風に思われてるんだろう、って。普ふ通つうの人が私たちを怖こわいと思うように、私も他の人が怖いです。えっと、その、何が言いたいのかというと──」

　月子は頭を整理して口を開く。

「魔法士とそうじゃない人とがお互い仲良くない状態で、魔法士の人たちが分散すると、あまり良くないと思うんです。魔法士以外の人にとってはこれまで政府の直属だった魔法士がすぐ近くに赴ふ任にんしてくることになるし、魔法士にとっては少人数で味方のいないところでお仕事をしなければいけない」

「いやいや、一理あるんじゃないですか？」

　発言したのは野党の有力議員だった。

「連続テロのときも警察の指揮下に入ることに特別対策局が反発したという話があります。形だけ変えても人の心が伴ともなっていないと意味はない。効率化が図はかれるかどうか疑ぎ問もん符ふが付きますな。如何いかがです？　雛咲先生、お孫さんの意見は？」

「無論、メンタル面のケアを軽視したりはしませんよ。カウンセラーを置いてもいい」

　口調は穏やかだが、月子が異論を唱えたことでかなり機き嫌げんを損そこねているのがわかる。

「あの、そうではなくて、もっと根っこのところの問題なんです」

　怖ろしかったが、ここで立ち止まるわけにはいかない。

　仲の良い祖父と孫というイメージを戦略に利用している手前、強硬に月子を制止することもできないだろう。ならば最後まで言い切ってしまおうと思った。

「一人一人の気持ち以前に、全体的な傾けい向こうとして普通の人は魔法士の、魔法士は普通の人のことを知らないし、知ろうとしてない気がするんです」

　感じ取ることができたのは月子だけだっただろうが、伊蔵は泰たい然ぜんとした表情の裏で明らかに苛いら立だっていた。これ以上は後で雷かみなりが落ちるかもしれない。

　だが月子は続けた。

「だからまず、もっと話し合いたいし話し合って欲ほしい。そのためにはどうすればいいかを考えたいんです。それを後回しにしてあれこれ変えても、と思います」

　月子個人には政治力など無いに等しい。祖父に逆らって何か意見を言ったところで、国会や政府を動かすことなどできはしない。ただ、それでも言わなければならなかった。

　月子と伊蔵では前提が違う。

　月子は、一人一人の幸せを願う。一方、伊蔵は自分に都合良く社会を変えることを望む。

　おそらくこの祖父にとっては自分以外の個人の幸福など、あまり価値のない指標の一つに過ぎない。誰かの幸福を消費することで自分の望みが叶かなうなら、ためらうことなくそうするだろう。

　自分は祖父に一度屈くつしてしまった。意志のない操あやつり人にん形ぎようになることを一度受うけ容れてしまった。──そんな思いがある。

　傷ついた、あるいは失った何かを取り戻もどすために、今は戦わなければならないときなのだ。

　月子はゆっくりと口を開いた。

「だから、私はお祖じ父い様さまのご意見には反対します」

　何とも言いようのない空気がスタジオに満ちた。

「──月子」

　伊蔵の静かな声が沈ちん黙もくを破る。

　そこに込められた深い怒いかりを感じ取り──そこで初めて月子はこのやり取りの別の側面に思い至った。

　月子個人は何の権力も持っておらず、その発言には実効性の欠片かけらもない。そんなことは承知の上で、それでもいい、伝えておきたいと思っての行動だった。

　だが、公の場で月子が伊蔵に反対する──それは伊蔵が年とし端はのいかない少女すら御ぎよし切れていなかったこと、また今まで演出してきた仲の良い祖父と孫という構図が欺ぎ瞞まんであったことが白日の下に晒さらされたことを意味する。つまり、結果として今、月子は全国放送の最中に伊蔵の顔に泥どろを塗ぬったのだ。

「お前は本心からそう思っているのかな？」

　撤てつ回かいしろという圧力を言外に滲にじませて伊蔵が言った。

（先生──）

　ぎゅっと拳こぶしを握りしめる。少し勇気が湧いた。

「はい、そう思っています。取り消すつもりもありません」

　ぴくりと一いつ瞬しゆん伊蔵の眉が震ふるえる。それでも自制したのはさすがに人目を気にしたからだろう。

「まず形を整えれば、その後に気持ちの方も慣れてくるということもあるだろう。少し考えすぎではないかの？」

　怒ど鳴なり飛ばして黙らせることができないのなら、彼の取りうる方法は月子から妥協を引き出し、この話題を軟なん着ちやく陸りくさせて終わらせることしかない。

「私は魔法士で、色々な人を見てきていますから……やっぱり、そう簡単には考えられません。怖さ、というか不信が根っこにあると思うんです。魔法士と普通の人というだけじゃなく、命令する政府の人と命令される特とく殊しゆ執しつ行こう官かんとの間にも。お互いがお互いを、その、何か人格を持たないシステムの一部だと、そういう割り切り方をしてどうにかやっているように見えます。つまり、えっと──そう、信用や、信しん頼らいが足りてない」

　十郎と共に過ごし、一花の最さい期ごを看み取とり、伊蔵のやり方を目まの当あたりにしてきた月子はそう思う。魔法士たちと政府との関係はひどく危あやういバランスの上で辛かろうじて機能している。

「────？」

　だが、伊蔵は本気で意味がわからないという顔をした。

　そのとき月子は気付いた。

　──ああ、この人は、そういうものとは無む縁えんの生き方をしてきたのだな、と。

　命令とは、上の者から下の者への意思伝達、信頼や信用など介かい在ざいさせる必要のないコマンドワード。それ以外の意味を持たない。祖父はそういう世界で生きてきたのだ。

　そのとき月子の中に生まれた感情は恐おそれでも怒りでもなく──憐れん憫びんと呼べる種類のものだったかもしれない。

　そしてそのことは、伊蔵に伝わった。

　反発や反はん抗こうであるならまた違っていただろう。許容はできないし苛立ちはするだろうが、過去にそういう態度を取られた経験がないわけではない。後でしっかり躾しつければ済む話だ。だが、憐みは違う。それは強者が弱者に、高き者が低き者に対して抱いだく感情だ。伊蔵に対して決して向けられるはずのないものだった。

「何だね、その顔は」

　強きよう烈れつな眼光に、月子は辛うじて耐えた。目をそらさず視線をぶつける。

　祖父の眉がさらに不快気に寄せられる。

「それがどんな問題になるんだね？　わしは完璧に組織を作る。特別対策局にも手を回した。わしの構想は必ず完璧に機能する」

「でも、あの、関かかわる人たちの心の中は──」

「問題にならんと言っておる！」

　伊蔵が声を荒らげた。

「魔法士どもはどこに配属されていようと命令通りに働かせる。それが奴やつらの仕事だからな。国民のはもっと簡単だ。税金を払はらい、わしらの作った組織の恩おん恵けいを甘かん受じゆする。それだけだ。機械は部品がそれぞれ役割を果たせば、全体として確実に機能するのだよ」

　それは──伊蔵のミスだった。

　高い自尊心と強烈な自負、そこに孫まご娘むすめによって刻まれた小さな、しかし思わぬ疵きず──老ろう獪かいな政治家であるはずの伊蔵が、わずかに、ほんのわずかに理性のコントロールを誤った瞬しゆん間かんだったのだ。

「……それはちょっと聞き捨てなりませんなあ、雛咲先生」

　月子が言い返すより早く口を開いたのは、先ほどの野党の議員だった。

「我々は議員、立法の担当だ。魔法士の管理は政府、つまり行政の役目。あなたが『働かせる』というのは越えつ権けん行こう為い、というか、いささか傲ごう慢まんにすぎるのではないですかな？」

　伊蔵の口元がかすかに歪ゆがんだ。

「……言葉のあやというやつだ。政府に対してそう働きかけていくという意味だと解かい釈しやくしていただきたい」

「それともう一つ」

　議員はゆっくりと立ち上がって、指を一本立てた。

「国民の仕事は何とおっしゃいましたかな？『税金を払い、恩恵を甘受する。それだけ』？　ああ、機械の部品だとも表現しておられましたな」

　単純に政界の力関係、影響力で言えば彼よりも伊蔵の方が上だっただろう。しかし、がら空きになった喉のど笛ぶえを見み逃のがしてもらえるほど、甘あまい世界でもない。

「……不適切な表現だったら、お詫わび申し上げる。しかし、それも──」

「言葉のあや、ですか。でも、失念しておられるかもしれませんが、これは生放送だ。あなたがそう言ったときの口調、表情を全国の有権者がご覧になっている。表現だけの問題ですか？　果たしてその言い訳で納得していただけるでしょうかね？」

「…………」

　伊蔵は沈黙する。

　月子は自分を置き去りにして思わぬ方向に転がりだした事態を、ただ唖あ然ぜんと見守ることしかできなかった。

「そういえば、最近精力的に活動されてますね。雛咲先生」

　別の野党議員が発言する。

「警察や、とある企き業ぎようの方と頻ひん繁ぱんに会談されてるそうじゃないですか。マスコミに探られて埃ほこりが出ないといいんですがね」

「……それは今この議題に関係のある話なのかね？」

「え、えっと、ここでいったんＣＭです！」

　険悪な雰囲気を断たち切きるかのように、司会者が声を張り上げた。

　伊蔵と野党議員たちがにらみ合っている。

　月子は政治の世界に疎うとい。だが、自分のせいで祖父が大きな失策を犯おかしたのだということは理解できた。

　先に目を逸そらせたのは伊蔵だった。

　席を立ち、歩き出す。

「飼い犬に手を噛かまれるとはな」

　月子の傍を通るとき、一いち瞥べつもくれずにぼそりとそう言った。月子は何も言うことができず、スタジオから立ち去る祖父の背中をただ見つめていた。



　間をつなぐためのＶＴＲが流されている間に、月子にもスタジオから出て行くようディレクターから指示が出た。伊蔵と月子は所用により退出ということにして番組を続けるらしい。お役御ご免めんというわけだ。

　駐車場に出たものの、車はすでに無かった。どうやら置き去りにされたようだった。

　寮りようまでは、電車かバスか……財さい布ふと携帯はあるから、帰れなくなることはなさそうだが。

（飼い犬に手を噛まれる、か）

　祖父の言葉が脳裏に蘇よみがえり、月子はため息をつく。心がひどく重かった。

　傲慢なところが好きではなかった。狡こう猾かつで利己的な部分には嫌けん悪おに近い感情を抱いていた。十郎に対する仕打ちに腹を立てていたのも事実だ。

　しかし、決して恥はじを掻かかせたり陥おとしいれたりすることが目的ではなかったのだ。むしろ──

「やあ、お疲つかれ様さま」

　そのとき、背後から声が掛けられた。

　驚おどろいて振ふり向むくと、マクスウェルが笑っていた。その傍らには能勢が控ひかえている。

「────っ！」

　表情が強こわ張ばるのが自分でもわかった。

　マクスウェルはそんな月子の様子を意に介かいした風もなく続ける。

「モニタールームで見学してましてね。いやいや、月子さんは堂々としていて、大変凛り々りしかった。感服いたしましたよ。まるで戦の女め神がみのようだ。それに引き換かえ、伊蔵氏はふてくされてお帰りですか。存外だらしない」

「……何の御ご用ようでしょうか？」

　ペースに巻き込まれないよう、努めて無感情に応じる。

「ああ、帰りの足がないでしょうから、車でお送りしようかと思いましてね」

「結構です。一人で帰れます」

「ご遠えん慮りよには及およびませんよ。我々は志こころざしを一つにする仲間なのですから」

　背筋がぞくりとする。仲間という単語がひどくおぞましいものに感じられた。

　伊蔵のことは確かに苦手だ。だがそれはその性格や価値観に由来するものである。明確な理由を持った忌避感だ。

　しかしこの一見もの柔やわらかな外国人の男から感じる気味の悪さは、得体の知れないものである。マクスウェルには、今や伊蔵を上回るほどの恐怖と嫌悪を感じるようになりつつあった。

「放って置いて下さい」

　挑発されているのを知りつつも、月子は感情が抑おさえられなかった。

「どうして私に構うんですか？　どうして先生にあんなひどいことするんですか？　私は──もう、あなたたちに関わりたくありません」

「私があなたに拘こだわるのは、あなたに価値があるからですよ」

「あなたに私が必要だったとしても、私にはあなたは必要ないんです！」

「ふむ」

　マクスウェルは頭から足先までなめ回すように月子を見た。

「スタジオの様子を見ていたときも思いましたが、今日はずいぶんと感情的に振ふる舞まっておられるようだ。私としてはあの心の死んだような笑顔の方が好きなのですがね。──何かありましたか？」

「…………」

「ああ、もしかして椎葉十郎のことをどこかから耳にされましたか──顔色が変わりましたね。ずいぶんとわかりやすい」

　楽しげに笑って続ける。

「彼が私たちの手の内から逃にげ出したのは事実ですよ。しかし、容疑者の脱だつ走そうというのは治安維持という観点から言うと少々問題のある話ですな。この国の平和が脅おびやかされないか不安です」

「不安って……先生は無実じゃないですか！」

「おお、美しい信頼関係ですね。──無実を信じるのはご自由です。ただ、世間はどう思うでしょうね。あなたと同じように、彼を信じるでしょうか？」

「…………」

「椎葉十郎さんは、この後どうするんでしょうね？　正式に逮たい捕ほされて、名前も報道されている以上、元の生活には戻れませんよね。警察に追われ、一生を怯おびえながら過ごすのでしょうか？」

「無実を証明すれば、きっとまた元通りに……」

「どうやって？」

「そ、それは……」

　言葉に詰つまった月子を見、マクスウェルは子どものわがままを窘たしなめるような、穏おだやかな表情で言った。

「おわかりですか？　単に逃げ出しただけでは、私たちの影えい響きよう下から逃のがれた事にはならないのですよ。何も不利益ばかりをもたらしたいわけではありません。あなたがちゃんと役目を果たしてくれるなら、椎葉十郎の解放を保証してあげましょう。我々が捕とらえさせたのだから、解放させるのも簡単です。私にはそれだけの力がある。そうなれば彼は晴れて普通の生活に戻ることができる。どうです？」

「…………」

　その瞬間、月子ははっきりとこの男の異常性を理解した。

　祖父にとって他人は道具だ。傷いたもうと壊こわれようと気にも留とめない。しかし、マクスウェルは人を人だと認めている。そのうえで、傷めつけ壊すことを楽しんでいるのだ。

　心臓が激しく跳はねている。息苦しいほどの圧力を感じる。

　しかし──しかし、それでも、月子は答えた。

「できません」

「……何と？」

　マクスウェルは目を二度三度と瞬かせた。

「おやおや、先生を犠ぎ牲せいにしてでも、自分が助かりたい。今の環かん境きようから逃げ出したいというわけですか？　彼が聞いたら悲しむでしょうなあ」

「私は──先生が捕つかまったと聞いたとき、私は孤こ独どくになったと感じました」

　大げさに驚いてみせるマクスウェルに向かい、月子は淡たん々たんと言葉を返した。

「これから一人で苦しみながら生きて行くこと、それを受けいれなければいけないんだと思いこんでいました。でもそうではなかった。私の周りには、私を気き遣づかってくれる人が何人も居ました。私のことを見ていてくれた人が、支えるに足る人間だと思ってくれた人が思いがけないくらい居てくれたんですよ」

　菜々香や紗弓や、そして駿介の顔が浮うかんだ。話しているうちに心が落ち着き、肩かたの力が抜けてきた。

「見ていてくれたということなら、これまで私がテレビや新聞に出て語った言葉に耳を傾かたむけてくれた人たちもそうでしょう。ここで屈くつしてしまうのは、私が私を捨ててあなた方の人形になるのは、そうした人たち全てを裏切ること。その事に気付いたんです」

「ほお、では椎葉先生はそうした人々に比べて大切ではない、という結論に達したわけですな？　犠牲にしても構わない、と」

「確かに先生にはすごくご迷めい惑わくを掛けてますね、私。怒られるかも──いいえ、もしかしたら恨まれたり嫌きらわれたりするかもしれません」

　胸がちくりと痛んだ。

「でもね、私が私で居るということを最初に教えてくれたのは、先生なんです」

　仮面を剥はぎ取られ、自分を隠かくすことを禁じられたあの日。自分の人生が一変したあのとき。

「私にとって先生の教えは、何よりも裏切ることができない、大切なものなんです。ですから──私はもうあなたやお祖父様の言いなりにはなりません」

　マクスウェルは沈黙した。

「では、失礼します」

　だが、月子が踵きびすを返そうとした瞬間、彼は再び口を開いた。

「一つだけ質問させていただけますか？」

「質問、ですか」

「はい。──あとどのくらいで私たちに協力していただけますかな」

「どのくらい……？」

「わかりやすく申し上げましょう」

　マクスウェルは笑顔で続けた。

「あとどのくらい、あなたの周囲の人間を巻き込めば協力してもらえるのか、とそう伺うかがっているのですよ。ご家族、ご両親が大変な目に遭あうまで？　それとも標的としては学友の方が効果的ですかな？」

　月子は言葉を失った。

「幼いと言うべきか、あるいは善良に過すぎると言うべきか……危機感が足りないのですよ、月子さんは。すでにあなた一人の問題ではないのです。先ほど仰おつしやったように、あなたは決して孤独ではないのでしょう。味方がいる。仲間がいる。──結構。大いに結構。それは我々が手を出す対象がよりどりみどりであるということをも意味していますからな」

「────っ！」

　そのとき月子は、胸の片かた隅すみに溶よう岩がんのような煮にえたぎった何かが生まれるのを感じた。

　この人は──どこまで自分たちを弄べば気が済むのだろう。

　他人をなぶり、反応を見て喜んでいるのだ。感情的になれば相手の思うツボだ。それはわかる。しかし、わかっていてもなお怒りを抑えることはできなかった。

「許せない……」

　半ば無意識に呟つぶやきが漏もれた。

「絶対に許せない」

「ほうほう、ではどうします？」

　痛めつけてやりたい。自分の言ったことを心から後こう悔かいさせてやりたい。

　憎ぞう悪おが胸の中に広がった。他人を害したいと初めて思った。

　自分は魔法士だ。それだけの力を持っている。

　と、そのとき──無言のまま二人のやり取りを眺ながめていた能勢が、かすかに口元を緩めた。彼の視線は月子の背後の何かを見ていた。

「落ち着けよ」

　月子が振り返かえるより早く、声が聞こえた。

（あ……）

　懐なつかしく、優やさしい響ひびき。

「喧けん嘩かはな、ムキになった方が負けなんだ。カッカすんな」

　肩に手が置かれる。

　温かく力強い感かん触しよく。

「まあ、言い負かされて引き下がる程度の気き概がいしか持てないようじゃ問題外なんだがな。お前も結構言うようになったじゃねえか、雛咲」

　十郎がまるで月子を支えるように立っていた。



　　　　　＊　＊　＊



「はじめまして、だな。チェスター・マクスウェル。姉共々世話になった」

　マクスウェルの顔を直接見るのは初めてだ。

　造作だけで言えば、上品で穏やかそうだと表現できるだろう。身だしなみにも注意が行き届いている。だが、その表情、目の動き、笑顔の作り方──そういったものからは、どこか汚けがらわしさやおぞましさを感じた。

「なに、礼には及ばんよ。波乱に満ちた人生を楽しんでいただければ幸いだ。──それにしても、どうしてここへ？」

「テレビで見かけたんでな。雛咲の爺じいさんに一言挨あい拶さつしておきたかったんだよ」

　十郎の目的は伊蔵に奪うばわれた生活を取り戻すことだ。反撃の第一歩のつもりだったのだが、着いてみれば状況は予想外の方向に変化していたのだった。

「しかし、脱走とはねえ。思い切ったものだ。君は法と治安を護まもる立場の人間だったはずだが、そんな真似をしていいと思っているのかね？」

「自己中なんでな。何が正しいかなんざ知ったことじゃねえよ。俺は自分のやりたいようにやる」

「ふむ、君のお姉さんとはえらい違いだな。彼かの女じよは優しくて利他的で、すばらしい女性だったよ。いや、実に惜しい人を亡なくしたものだ」

「…………」

　十郎は表情を消したまま、冷やかな視線を向ける。

　挑ちよう発はつに乗ってこないとみると、マクスウェルはつまらなさそうに鼻を鳴らした。

「まあ、君がこの場に現れるというのは予想の範はん囲い外がいだったな。サプライズをもたらしてくれたことに対するご褒ほう美びをあげてもいい。交こう渉しようの機会を与あたえようじゃないか。何が望みかね？」

「お前に望むことなんざ、何もねえよ、マクスウェル」

　は、と皮肉気に口元を釣り上げて続ける。

「交渉？　ふざけたことをぬかすなよ。お前らは常に他人からむしり取ることしか考えてないだろうが」

「心外だね。楽しみをもたらしてくれる者には、相応の対価を支し払はらうことにしているのだが。──潔白の証を立てて、元の生活に戻れるあてでもあるのかね？」

「お前らをぶっ倒たおして取り返すだけだよ」

　十郎は笑う。

　マクスウェルも笑い返す。

「身みの程ほどを知らずに大きく勝とうとして破は滅めつするギャンブラーみたいな男だな。何の権力も持たない一いつ介かいの戦闘屋、さらに今はテロリストの内通者としてお尋たずね者ものである君にいったい何ができるんだ？　仮にこの場で私を叩たたきのめしたところで、君の無実は証明されないよ？」

「アニメの先の展開を知りたがる子どもみたいな男だな。これからじっくり楽しませてやるから、期待しとけ」

「……子ども、か、ある意味正しいかもしれないな」

　マクスウェルは面おも白しろがるように喉のどを鳴らした。

「よろしい、受けて立とう。私と伊蔵氏からかつての君の身分と生活を取り戻してみたまえ。テロリストの汚お名めいを返上できたら合格だ」

　そのまま悠ゆう然ぜんと背中を向ける。

「能勢」

　マクスウェルに続いて去ろうとしていた影かげは、足を止めて振り返った。

「無視されてるのかと思いましたよ」

　かつての同どう僚りようは普ふ段だん通りの笑顔で応じる。

「何か御用ですか？　十郎さん」

「いや……」

　言いたかったことも、言わなければならないこともあったような気がする。

　だが、今となってはそれら全てがどうでもいいことなのかも知れないとも思う。

　結局、十郎は短く言った。

「お前は、それで良いんだな？」

　能勢も短く返答する。

「それで良いんです、僕ぼくは」

　そして踵を返し、振り向くことなく歩き去っていった。

　見送りながら十郎は小さく息を吐いた。

　ここからが終わりの始まりだ。全ては決着に向けて動き出す。

　──と、月子が思おもい詰めた表情で少し距きよ離りを取っていることに気付いた。

「どうした？」

「先生……」

　少女は意を決したように唇を引き結ぶと、深々と頭を下げた。

「巻き込んでしまってごめんなさい。全部私のせいです。私はもう先生に会っちゃいけないと思うし、会うつもりもなかったけど……それでも最後に顔が見られて嬉うれしかったです」

「…………」

「信じてもらえないかもしれないけど、お祖父様やお父様に頼たのんで、先生のことは絶対に何とかします。ですから──ひゃっ？」

　軽く頭にげんこつを落とし、言葉を中断させる。

「相変わらず、成長したのかしてないのかわからん奴だな。無駄に他人に気を遣つかいすぎだ、お前は」

「ちが、他人じゃなくて……その……」

　先生だからとか何とか、よくわからないことを口の中でもごもごと呟いている。

「というか、お前の責任じゃないだろ。俺の身に起こったことは、お前に関わり続けることを選んだ俺自身の選せん択たくの結果だ。お前が否定すんじゃねえよ」

「で、でも……」

「ああ、それはそれとして、爺さんやマクスウェルに切った啖たん呵かはなかなか良かったな。度胸付いてきたんじゃねえか。ああいう手合いは譲じよう歩ほすればするだけつけ込んでくるからな。──俺のことを何とかするって言ったよな？」

「は、はい」

「なら頭下げて、譲ゆずってもらおうとするな。戦って勝ち取るんだよ。俺の立場もお前の立場も、俺たち自身で」

　月子は泣きそうな顔になった。

「駄だ目めですよ、お、俺たちだなんて言ったら……」

「敬語」

「だ、だって、また迷めい惑わく掛かけちゃうかもしれないし、許してもらえるようなことじゃ、ないし、……それに私のお祖父様がやったことだよ？　どうして私を、信用できるの？」

「お前を信じるのにいちいち理由が要いるかよ」

「…………」

　月子は一いつ瞬しゆん顔を伏ふせ、そしてそのまま、十郎にしがみついてきた。

　小さな肩が震えた。

「つ、辛つらかった、よお……」

　泣き声の合間、途と切ぎれ途切れに言葉が絞しぼり出される。

「すごく、辛かった。わ、私、ずっと、ずっと、嫌いやだったのに、あんな、こと……」

　彼女が積極的にメディアに出ることを決意したのは、権力に振り回される魔法士の境きよう遇ぐうや一いつ般ぱん人じんとの断絶を何とかしたいと思ったからに他ほかならない。自分を殺し伊蔵に利用される日々はさぞ苦痛だっただろう。

「お前はよく頑がん張ばったよ」

　頭にそっと手をそえる。

「強くなったな」

　十郎にしがみついた腕うでの力が、ぎゅっと強くなる。

　そのまま嗚お咽えつの声だけが周囲に響いていたが、やがて、それも小さくなり静かになった。

「落ち着いたか」

「うん。──あの、その、もう少しこのままでも、いい？　気分が落ち着くから」

「好きにしろ」

　月子は、今度は力を抜いて身を委ゆだねるように、十郎の胸に顔をうずめた。

「……お祖父様にね、言われたの」

　ぽつりと月子はそう言った。

「『飼い犬に手を噛まれた』って」

「お前は犬じゃない」

「うん、そうだね」

　苦く笑しようするような、それでいて泣き出だすのを我が慢まんしているような、そんな声で続ける。

「私、犬は好きなんだ。可愛かわいいし、飼い主さんと仲良くしているのは幸せそうだしね。そう、仲良くしていたなら……」

　声が大きく揺ゆれた。

「私、噛みついてやりたいと思ってたわけじゃなかった」

「…………」

「お祖父様は恐こわいし、苦手だし、好きにはなれなかったけれど、それでも噛みついて大怪我させて勝かち誇ほこりたいと思ってたわけじゃなかった。ただ、向き合って欲しかった。話を聞いて欲しかった。私の考えを知って欲しかった。──それだけだったの。私はお祖父様にとって可愛がられる価値もない犬で、そのことが一番悲しかった」

「お前の責任じゃねえよ」

「そう……考えると楽になれるのかもしれないね。先生は、私の気持ちをちゃんと見み抜ぬいて可愛がってくれたんだから」

　一瞬、十郎が言葉に詰まると、月子は涙にぬれた顔を上げ微笑ほほえんだ。

「誰だれかとうまく行かなかったとき、よく考えるの。どうして先生とは仲良くなれたのかなって。第一印象はお互たがい最低だったのに」

「……そうだっけかな」

「そうだったよ。でも、先生はその後、私のことをよく見て、よく知ろうとしてくれた。だから私も先生を知ろうと思った。もっともっと知りたくなった。結局ね、そこで手を抜いたり諦あきらめたりしたら駄目なんだろうな、と思うの。──だから私、少しして落ち着いたら、もう一度お祖父様とお話をするつもり。これまでは私も避けていたから、もっとお祖父様のことを知ろうと思う。私のことを知ってもらおうと思う。お祖父様が協力してくれるなら、先生の無実だって、きっと証明される」

　十郎は心底から偽いつわりのない賞賛の念を覚えた。

「本当に……強くなったな」

「そんな、ことない」

　月子は静かに首を横に振る。

「強くないよ。私が強く見えるとしたら、それはある人のおかげ。だから、ね……お願い、もう、どこにも行かないで」

「…………」

「離れないで、私の傍そばにいて。ずっと傍にいて。次、こんなことがあったら、多分、私もう、耐えられない」

　追おい詰められたような、すがるような目だった。

　その強さや優秀さゆえにときどき忘れそうになるが、ここにいるのは一二歳さいの少女だ。親にわがままを言い、友だちと遊び、学校の宿題に頭を悩なやませる──本来はそんな生活を送っているはずの、子どもなのだ。

（ああ、そうか……）

　月子の在り方に十郎は素す直なおに感かん嘆たんしていた。彼女を教えた人間の一人として誇りにすら思っていた。















　だが、そんな自分も彼女を追い詰めていたのかもしれない。最初はわかっていたはずなのに、いつのまにかそのまばゆい輝かがやきに目を奪われてしまっていた。強さも弱さもまとめて支え続けてやらなければいけなかった。彼女はずっと、心が折れるぎりぎりのところで戦ってきたのだ。

「そうだな」

　穏やかに言って、十郎は月子の髪かみを撫なでた。

「傍にいてやるよ。お前は十分頑張った。少し休むといい」

「……ん」

　月子は十郎のシャツを掴つかんだまま安あん堵どの息と共に視線を落とし──ややあって、意を決したように再び十郎を見上げた。

「あの、先生！」

「何だよ」

「もし……もし、全部終わって、全部上う手まく行ったなら……そのときは……そ、そのときは……」

　しかし月子が言葉を継つごうとした瞬間、男の声が割り込んだ。

「おい、椎葉」

　氷見谷がこちらに歩いて来るのが見えた。

　月子は一瞬で飛とび離れた。なぜか顔が真っ赤になっていた。

「マクスウェルたちの引き上げを確かく認にんした。素直に帰って行ったよ。──悪いな。別に覗のぞき見みたり話の邪じや魔まをしたりする気はなかったんだが」

　後半部分は月子に向けてである。氷見谷は幾いく分ぶん気まずそうな顔をしていた。他人を気遣うようなタイプではないこの男が、こういう表情をするのは珍めずらしい。

「い、いえ、その……別に……」

「で、あんたの親父おやじさんが呼んでるそうだ。一いつ緒しよに来てくれ」

「え、お、お父様が？」

「椎葉、お前もだ。うちのリーダーが話を付けたらしい。全員集合だとよ」

　一台の車が十郎たちの前で止まった。

　運転席から出てきた女性に、月子は目を見張る。

「幸崎さん！」

「椎葉様とお話はできましたか？　私も働いた甲か斐いがありました」

　幸崎は十郎に視線を向ける。少し刺とげ々とげしく感じられるのは気のせいだろうか。

「あの、椎葉先生を助け出してきたのって、もしかして、幸崎さん……？」

「色んな人間の思おも惑わくが絡んでるんだよ。──久しぶり、月子ちゃん。学校のみんなは元気？」

「晶さんまで？　いったい何がどうなって……？」

「とりあえず全員乗れ」

　少し苛立ったように氷見谷が促うながした。

「話は移動しながらだ」



「……あの場でケリを着けても良かったんだがな」

　後部座席、十郎の横に座すわった氷見谷は苦々しげに言った。

「戦力は整ってた。不可能じゃなかったはずだ」

　彼は元々マクスウェル個人に対して深い憎悪を抱いている。

　とはいえ、無根こん拠きよな意見というわけでもなかった。十郎、氷見谷、幸崎、晶──月子も加えれば、あの場には五人の魔ま法ほう士が居た。確かに戦えばマクスウェルと能勢を圧あつ倒とうできたかもしれない。

　だが、十郎はそれに反対した。マクスウェルが言ったようにそんなことをしても十郎の身分回復には繋つながらないからというだけではなく、単純に危険でもあったからだ。

「一般人に犠牲が出る」

　必要があれば、マクスウェルは周囲の人間を平気で巻き込むだろう。あれは自分以外の存在は等しく無価値だと思っている種類の人間だ。能勢も非情な手段の行使をためらうような性格ではない。

　氷見谷は舌打ちして黙だまった。

「アデル・クァンが少し離れたところで待機しているのを確認した。少なくとも無関係の人間が人ひと質じちに取られるような事態は避さけられなかった」

　運転席から幸崎が言った。

「くそったれ。そもそもなんであの能勢って野や郎ろうまでマクスウェルに付いてんだよ。お前の相棒じゃなかったのか？」

「俺の相棒だったよ。過去形だがな。──あいつはただ戦うことが大好きなだけだ。マクスウェル側に味方した方が面白そうだと思ったんだろ」

「能勢先生と、戦うんですか？」

　月子がぽつりと言った。人前なので敬語に戻っている。

　本来はかなり内気な性格であり、人目のあるところではなかなか素すの感情を見せない。だが先さき程ほどから十郎の上着の袖そで口ぐちをぎゅっと握ったまま、放そうとしなかった。まだ内心は落ち着かないのだろう。

「……さて、どうだろうな」

　十郎に対して特に関心を寄せているようではある。一花に直接手を下した人間だ。十郎の方にも戦う理由が存在する。決着を付けなければならないのは確かだろう。

　ただそれを月子に対してはっきりと口にするのはためらわれた。これ以上の不安を与えたくはなかった。

「……お前が救おうとしている魔法士の中には、自分のようなどうしようもなく救いがたい人間もいる──そう能勢先生に言われたことがあります」

　月子は小さな声で続ける。

「私は、魔法士の置かれた立場や色々な問題を何とかしたいと思っています。誰かの力にはなるけれど誰かの力にはなりたくない、というような考え方もしていたつもりはありません。でも──そのとき私は答えられませんでした。そんなこと関係ない、と言えなかった。人を傷つけることが平気な能勢先生が、とても、とても怖こわかった」

「あんな変人の言うことをいちいち気にすんな。あいつはちょっとおかしいんだ」

　十郎が言うと、月子は少しだけ口元を緩ゆるめた。

「やっぱり、先生と能勢先生、仲が良さそうに見えます」

「あ？」

　どこがだろう。よくわからないことを言う。

「でも、心にずっと引ひっ掛かかってはいたんです。自分はどう答えるべきなんだろう、なんて答えられるんだろうって。そして、あるとき思いました。そもそも『どうしようもなく救いがたい人間』って──どういうことなんでしょうか」

　月子は半ば自分に語りかけるように呟く。

「戦うのが好きなこと？　だとしたら、なぜそんな性格に？　それによって、何を得て何を失った？　──多分、救うとか救わないとか以前に知らなければいけないのはそういうことで、そうやってちゃんと向かい合えば話だって聞いてくれるはずで……」

「雛咲──？」

「……あ、すみません。余計なことかもしれないですけど、どうしても気になってて……その、えっと、やっぱり戦わないで済むなら、その方が絶対にいいと思いますから……」

　突つきつけられた課題と同時に、十郎のことも心配なのだろう。

　そうだな、と言って小さく笑ってみせると、月子は頬ほおを染め視線を逸らせた。

　相手を知る、か。十郎は呟く。

　知れば理解できる。理解できれば仲良くなれる。

　残念ながら常にそれが当てはまるほど人間は単純ではない。が、彼女が自分の手で掴んだ真理の一いつ端たんではあるのだろう。

　十郎も知りたいと思ったことがある。能勢が一度だけ、その性せい癖へきに矛む盾じゆんする行動を取った理由。椎葉一花と戦うことを放ほう棄きし、ただ殺すことを選択した理由。

　理り屈くつの上では説明がつけられる。

　十郎の方が戦う相手として優先度が遥はるかに上だった。一花を確実に殺し、十郎の恨うらみを買えば戦える確率が上がる。

　しかし、理屈は理屈でしかない。十郎に可能なのは推測するところまでだ。

　いずれにしても、マクスウェルと伊蔵に打ち勝たない限り、自分の生活は戻ってこない。能勢が向こうの陣じん営えいに居るのなら、おそらく、彼かれと戦わないという選せん択たく肢しはもう残されていない。

　──と、月子が気遣わしげにこちらを窺うかがっていることに気付く。黙り込んだことで不安を煽あおってしまったらしい。

「大だい丈じよう夫ぶだ。卒業式までには終わるさ」

　そう言ってやると、ややあって月子はこくんと肯うなずいた。様々な心配や懸け念ねんを何とか押おし殺ころそうとしているように見えた。

　そうだ、この少女のためにも自分の大切な居場所のためにも、こんなことはさっさと終わらせなければならない。

「到とう着ちやくしました」

　幸崎が相変わらず感情の揺れを感じさせない声で言った。

　車はとあるマンションの地下駐ちゆう車しや場じように入っていった。



　　　　　＊　＊　＊



「葛城功哉、名坂千早、九曜晶、で、椎葉十郎と雛咲月子か。どうだったね？　やりあってたら勝てたか？」

「人数では劣おとりますが、方法はいくらでも」

　マクスウェルの問いに、アデルは普段通りの笑え顔がおで答える。

　運転席の能勢が続けた。

「彼らには護るものが多すぎますから。一いつ般ぱん市民の安全、大切な誰かの命、自分の人生。不自由なことだ」

「だからアシストしてやったのかね？　それとも自分の都合かな」

「はて、なんのことやら」

　能勢は眉まゆ一つ動かさずに答える。

「ふむ……まあ、いい。不確定要素はいいスパイスになる」

　椎葉十郎を奪だつ還かんされたのは想定外の出来事だった。とはいえ、それで何か深刻な問題が発生するとも思わない。

　十郎にとっての優先事じ項こうは、まず無実を証明して自分の生活を取とり戻すこと。育成校の子どもたちや月子の傍に居るのは、彼にとって何よりも大切なことだからである。

　であれば餌えさを与えて釣つるのは容易たやすいだろう。拘こう置ち所しよから逃げられたところで、計画に組み込みやすい駒こまであることには変わりない。

　魔法士としての能力は三流。現在はお尋ね者で係けい累るいもない。育成校での職に人生の意義を見み出いだし、雛咲月子に入れ込んでいる。愛あい想そはないが、甘くてお人ひと好よしな青年。

　つまりは御ぎよしやすい男。それが十郎に対するマクスウェルの評価だった。

　価値があるとすればただ一点、月子に対する影えい響きよう力りよくが大きいこと。

　十郎は月子が大事。一方月子は十郎が大事。お互いがお互いの人質になる。

（さてさて、どう利用しようかね）

　魔法士団体をこの国に押し込んで権力と利益を得るなどというのは副次的な目的に過ぎない。他人の人生を弄ぶことほど心躍おどるゲームはないのだ。

　状況が変われば変わるだけ、予想もしなかったシチュエーションが生まれ、展開は広がりを見せる。マクスウェルは現状を存分に楽しんでいた。

「あ、そうそう、伊蔵さんの扱あつかいも考えなきゃならんか。アデル、居場所はわかるかな？」

「マスコミの追及が激しくなるでしょうから、外遊か、病院に入院ということにして姿を隠すでしょう。日本を離はなれるのは諸問題への対応にリスクを残しますから、後者の可能性が高いと思われますわね」

「ふむ、ではとりあえずお見み舞まいにでも行ってみようかね」

　一連の計画を尻しりすぼみなイベントに終わらせないためには、下準備や後始末の手を抜ぬかないことも重要だ。

　まあ、焦あせる必要はない。利用価値の見み極きわめと不要なパーツの処理処分は会ってから決めても遅おそくはないだろう。







　　　三章　終局





　そっと床ゆかに下ろしてやると、黒いハムスターはきょろきょろと周囲を見回す。そして仲間の白いハムスターが走り回っているのを見付けると、自分も元気よく動き始めた。

「ん……よし」

　その出で来き栄ばえに満足し、肯いた。

　十じゆう郎ろうは白黒二匹ひきのハムスターを常に携けい行こうしている。といっても生身の小動物ではない。十郎によって生成された自律型魔法回路だ。マナの蓄ちく積せき装置として、また内蔵された魔法《暴ぼう食しよく鼠ねずみ》のトリガーとして十郎を補助する役割を担になっている。持てる技術を全すべて注ぎ込んで数日がかりで作り上げる、文字通りの奥おくの手てだ。

　先日の戦闘で使い切ったまま逮捕されてしまったので組み直している機会がなかったのだが、これでようやく切り札が揃そろった。

　二匹の原型は昔一いち花かが飼っていたハムスターである。本物の方はいずれも五年と少し前、一花が失しつ踪そうしてからほどなく死んだ。姉が居なくなったことによる心の空白を埋うめるように、時間を掛け外見を似せて作り出すことから始めた。その次は新たな魔法回路を組み込んで動かそうと試みた。壊呪デイスペルを磨みがくために学んだ魔法についての知識を応用し、どんどん機能を高めていった。

　当時の心情を全て覚えているわけではないが、姉の遺のこしていったものを形にして傍に置いておきたいという気持ちがあったのかもしれない。取り憑つかれたかのように自分の全てをこの魔法回路に注ぎ込んでいったような気がする。

　もう遠い昔のことのように思われた。多分──今は自分の視線が現在と未来に向いているからなのだろう。

　そのとき、部屋の扉とびらがノックされた。

　どうぞ、と言うと、幸こう崎さきが扉を開けた。その陰かげから小こ柄がらな少女が顔をのぞかせる。

「──よお」

「お邪魔します」

　月つき子こを中に送り出すと、幸崎は無言で一礼して扉を閉めた。

　月子は幸崎に送られて毎日顔を見せに来る。そしてしばらく部屋で過ごし、時間が来るとまた幸崎と共に寮へと帰っていく。そういう習慣が出来上がりつつあった。

「あ、ゴマちゃんフクちゃん、二匹とも揃ったんだね」

　月子はそう言って笑うと、ソファに座っている十郎の隣となりに腰こしを下ろした。

「……今日はね、学校に最さい部べ君が来てた」

「もう大丈夫なのか、あいつ」

「ケガは治ったみたい。──でね、お礼をね、言っておこうと思って話しかけたんだ。勇気をもらったから」

　駿しゆん介すけも今回の事件に関わった一人だ。テロに巻き込まれ、晶あきらの元で治ち療りようを受けていたらしい。どういうわけか十郎が氷ひ見み谷やたちに助けられたことを知り、それを月子に知らせたそうだ。それがあの月子と伊い蔵ぞうの対決に繋がった。よく分からない巡めぐり合あわせである。

「苛いじめられなかったか？」

「もう大丈夫だよ」

　月子はくすくすと笑った。

「前は本当に怖かったけど、今はそうでもない。ほとんど笑ってくれないし、まだ少し苦手だけどね。お礼言ったら、『もう忘れた、どうでも良い』って言われた。ちょっと怒おこってるような感じだったんだけど、あれは多分、照れてるのかな」

「わかるのか？」

「先生と何となく似てるから。最近それに気付いてから、最部君のこと、少し怖くなくなったんだよ」

　似ているのだろうか、と十郎は一二歳当時の自分を思い出してみる。

　確かに無愛想で喧嘩っ早ぱやかったが、あそこまで暴力的ではなかった気がする。──いや、駿介もこの一年で大分変わった。もう無む軌き道どうに暴れ回って自分の力を誇こ示じするようなことはない。

「最部君にはね、もう一つ、勇気を出して言ってみたんだ。──ずっとお友だちで居てくれませんかって。仲良くはなかったけど、色々助けてもらったし、卒業したら多分、みんなばらばらになっちゃうから」

「で、どうだって？」

「何にも言わずに、ぷいって行っちゃった。多分、最部君、私のことは友だちだと思ってないんだろうな」

　月子は少し寂さびしそうに微笑んだ。

　ここは雛ひな咲さき拓たく馬まの所有するマンションの一つである。気遣いのつもりか、育成校からは車で一五分ほどのところに位置している。

　十郎が助け出され、匿かくまわれてから一週間ほどが過ぎていた。

　それぞれ個別に伊蔵、マクスウェルに対たい抗こうしていた小勢力は、拓馬によって集められたことによりお互いの持つ情報を交こう換かんすることができた。ようやく足並みを揃えて現状を打破する態勢が整ったといえるだろう。

　拓馬は、十郎たちに対し伊蔵を政治の一線から退場させるとはっきり宣言した。

　その伊蔵は体調不良のため入院中と発表されている。直接マスコミに出ることはなかったが、テレビで流れた彼の姿は大きな波は紋もんを喚よび起こし連日新聞やニュースを賑にぎわせていた。不適切発言と共に、大小様々な汚お職しよくや癒ゆ着ちやくの疑ぎ惑わくも報道されている。この辺りは政敵である野党議員、あるいは拓馬が手を回して伊蔵の力を殺そぎにかかっているのかもしれない。議員辞職や政治家引退といった憶おく測そくまで乱れ飛んでいる。

　弱みを見せれば血族であっても食われてしまう──そういう世界なのだろう。拓馬のことを、非情だと誹そしるつもりはなかった。月子にとっても、庇ひ護ごされる相手としては、伊蔵より拓馬の方がまだしもマシである。

　特別対策局の方も立て直しが進んでいる。

　その生存はまだ公表されていないものの淵ふち上がみの指揮と、そして乾いぬいらの尽じん力りよくにより対テロ態勢は強化され、破は壊かい活動はほぼ沈ちん静せい化かさせられた。

　伊蔵という日本における後うしろ盾だてが力を失い、代わりに拓馬が睨にらみを利きかせるようになったため、結局ＰＭ社の魔法士団体は事態に介かい入にゆうする機会を失った。当初目もく論ろんでいた日本への進出はかなり難しくなったと言って良いだろう。

　全てが終息したわけではないが、この国の魔法士組織を揺るがす重大な局面はひとまず落ちついたということだ。

　大勢の人間がそれぞれの思惑で独立して動いていた。それが絡からみ合って最善の結果をもたらしたのである。

（……中心に居たのはこいつなんだよなあ）

　自分のすぐ傍かたわらでハムスターと戯たわむれる少女を見て思う。

　伊蔵に大きなダメージを与えることになったあの討論番組での発言ももちろんだが、自分も含め、彼女のために行動を起こした人間が意外に多かったのだ。何か人を惹ひきつける魅み力りよくのようなものがあるのかもしれない。

　一連の顛てん末まつのささやかな副産物として、月子の負担は大きく減ることとなった。

　彼女に申し込まれていた出演依い頼らいや取材依頼は大半がキャンセルされ、マスコミでその姿を見ることも少なくなっていた。言うまでもなく彼女を積極的に利用していた祖父が表おもて舞ぶ台たいから姿を消したためだ。

　依い然ぜん、顔と名前の知れた有名人ではあるし、いずれまたオファーが届くようになるのかもしれないが、少なくとも今のところは安息の日々を送っている。卒業式までは普ふ通つうに育成校へ通えるだろう。

　表情も明るくなった気がする。それはそれで良いことだ。が──

「……ど、どうかしたの？」

　視線に気付いたのか、月子がこちらを見た。その左手は十郎の上着の裾すそを掴んでいる。

「いや、別に」

　十郎は短く答えた。

　ただ、一つ引っ掛かっているのは、以前より十郎と月子の距離が近くなったことだ。心情的にではなく、物理的な意味で。

　好意や親近感のみによるものではない。月子は十郎と離れることをひどく恐おそれるようになっていた。

　暇ひまを見付けてはここに来ようとし、部屋に居るときはなるべく近くに居ようとする。体を触ふれさせていたり、服を掴んでいたりしないと不安になるようだ。十郎と引き離され伊蔵の元で利用されていた件が、一種の心的外傷トラウマになっているのだろう。

「……嫌じゃ、ない？」

　月子は何かに怯えるように十郎を見上げた。

「へ、変だよね、私。小さい子みたいで。おかしいって、自分でもわかってるんだけど、こうしてないと、胸の中が不安でいっぱいになって、おかしくなりそうで……」

　彼女はここに来るたびに同じ言葉を繰くり返す。十郎の返す言葉もまた同じだ。

「変じゃない。お前は恐きよう怖ふや不安を感じて当たり前なんだ。気にすんなよ」

　肯こう定ていすること、受うけ容いれること、味方がここに居ると教えてやること。そう、一〇回でも一〇〇回でも望む答えを返してやればいい。月子はこれまであまりにも大人たちの都合に振り回まわされすぎたのだ。

「傍にいると約束した。信じろ」

　十郎は言った。

　普段はそれで落ち着くのだが、この日は少しだけ違ちがった。

「──ぎゅって、して」

　そう言って、体を預けてきたのだ。

　十郎は少し困こん惑わくしながらも、小さく細い体を抱だきしめた。腕の中に体温を感じる。

　ゆっくり一〇数えるほどの時間が流れ、やがてすっと月子は身を退いた。

「んー……元気出た」

　そしてにこりと笑う。

「ありがとう、先生。そろそろ帰るね。また来るから」

「ああ」

　隣りん室しつに待機していた幸崎と共に帰って行く月子を、玄げん関かんまで見送る。せめて駐車場くらいまでは一緒に行ってやりたいが、匿われている脱だつ走そう者の身では外に出ることもままならない。

　十郎は小さく息を吐はいた。

　様々な組織や個人に大きな爪つめ痕あとを残したものの、ここしばらく続いた大おお騒さわぎは終わろうとしている。しかし──

　と、そのとき、扉が乱暴にノックされた。月子たちが忘れ物を取りに戻もどってきたわけでもなさそうだ。

（誰だ？）

　十郎はドアスコープを覗き、そして眉をひそめた。



「邪魔するぜ」

　氷見谷は遠えん慮りよのない足取りで入ってきて、勧すすめられるのも待たずソファに腰を下ろした。

「そこで名な坂さかとあのお嬢じようちゃん見かけたよ。よく来るのか？」

「……まあな」

「もてるな、色男」

　くっくと喉を鳴らすように氷見谷は笑った。

「俺おれもあやかりたいもんだ」

「何の用だ？」

　十郎は素っ気なく言った。どうもこの男のおどけ方は癇かんに障さわる。韜とう晦かいの意図が見え透すいているからだろうか。

「答えを聞きに来た」

「…………」

「全てが丸く収まりそうな雲行きだ。結構なことだよ。だがな、俺とお前の二人にとっては、まだケリが着いてない。分かってるだろ？」

　そう、事態は収束に向かっているのに、十郎はそこから取り残されている。

　まず未いまだ身分回復の目め処どが立っていないこと。

　嫌けん疑ぎはテロリストへの情報漏ろう洩えい。無論でっち上げだが、十郎の側に無実を証明する決定的な証しよう拠こがあるわけではない。伊蔵に協力は望めないだろう。不当逮捕が明らかになれば、失しつ脚きやくどころか自身に刑けい事じ事件となって降ふりかかりかねないからだ。出頭して取り調べや裁判が正当に行われることに賭かける気にもなれなかった。どこに誰の息が掛かっているかわからない。

　そして能の勢せとの決着が付いていないこと。

　これは自分に誓ちかった区切りだ。終わらせなければ前に進むことはできないだろう。それに多分──彼の方も自分を待っている。

　前者は月子の傍にいるために、後者は自分のために、どうしても乗のり越こえなければならない問題だった。

　一方、氷見谷の目的は、一花を死へと追いやったマクスウェルへの復ふく讐しゆうである。

　乾たちと協力しその目もく論ろ見みを叩き潰つぶすことで目的の一部は果たしたが、当の本人がのうのうと生きていて、しかもすぐ近くに居るのだ。満足する気にはなれないだろう。

　携けい帯たいに氷見谷から連れん絡らくがあったのは数日前だ。

　彼は十郎に話を持もち掛けた。手を組まないか、と。

「部分的にだが、目的は一いつ致ちするはずだ。──断るんならそれでもいい。俺一人で奴やつのところに向かうからな」

　そのとき、脳のう裏りに浮かんだのは──月子だった。

　不安そうな顔、すがるような目。

　そう、自分のことはいい。おそらく今一番重要なのは、一刻も早く以前の生活を取り戻し、彼女の傍にいて支えること。

　能勢と戦い、そしてマクスウェルと交渉し何らかの譲歩を引き出すことができれば──その道が開ける。

「……っと、先にこれを渡わたしとこうか」

　テーブルの上に銃じゆうと弾だん倉そう、ナイフが置かれる。

「これで戦えるだろ。あとはその意志だけだ。──これが最後だ。お前はこれからどうするんだ？」

　氷見谷が笑みを消して問とい掛けた。
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　──少し心のバランスがおかしくなっているという自覚はあった。

　十郎のことを想おもうと、胸の奥がざわざわする。

　これまでもそうだといえばそうだった。ただ、今の感覚は、まるで異質なものだ。

　温かな、幸せな気分になるのではなく、不安、焦しよう燥そう、恐怖といった感情に押し潰されそうになる。

　自分は十郎の居る場所から遠ざかろうとしている──そう意識するだけで居ても立ってもいられなくなる。

　再会してからのこの一週間は、ずっとそうだった。むしろ日が経たつにつれどんどんひどくなっているようにも思える。

「月子さん？」

「あ──はい、大丈夫ですよ、何でもありません」

　運転席の幸崎に、そう言って笑ってみせる。

　何の誤ご魔ま化かしにもなっていないことは明らかだった。ルームミラーに映った自分は、ひどい顔色をしていた。

（私、怖がってるんだ）

　十郎を失うことを。彼が捕まったときのように、再び会えなくなってしまうことを。

　自分の目の届かない間に居なくなってはしまわないだろうか、消えてしまったりはしないだろうか──そんなことを思うと、彼の姿を見、手で触れ、そのにおいを嗅かいで存在を確認したくなる。おかしくなりそうなほどの衝しよう動どうに駆かられる。

「……夕食はどうされますか？」

　幸崎は尋ねた。

　彼女にも心配を掛けている。ただ、余計な追つい及きゆうをせず、見て見ぬふりでそっとしておいてくれるのはありがたかった。

「寮りようの方で──」

　そう言いかけたとき、車の窓からラーメンと大書された看板が見えた。

　もう一年近く前になるだろうか、十郎と一緒に入った店だ。彼の本ほん性しようを──無愛想な顔の下に隠かくされた優しさを初めて意識した、あの日。

　懐かしいな、と思った。

（やっぱり、このままじゃ──いけないんだ）

　そのために今日は一つ決心をしたのだ。十郎に抱きしめてもらって、勇気ももらった。

　だから逃にげては駄目だ。

「寮には戻りません。少し寄ってもらいたいところがあります」

　月子はそう宣言した。

　どちらへ？　と幸崎が訝いぶかしげに言う。普段、寄り道したいなどと言ったことはないから当然だろう。

　月子は一つ深呼吸して、ゆっくりと口を開いた。

「お祖じ父い様さまの病院へ。会ってお話をしようと思います」



　　　　　＊　＊　＊



「お前は……俺には復讐しなくていいのか？」

　歩きながら十郎は氷見谷に問い掛けた。

「一花の死になら、俺にだって責任がある」

「罰ばつされたいのか？」

「……その方が楽かも、とは思うな。そういうわけにもいかないが」

　氷見谷は、は、と鼻を鳴らした。

「だったらいちいち確認するんじゃねえよ。あの人は死に場所を探してた。お前の傍で死ねたんだから、他のところで死ぬより幸せだっただろうさ。どうしても自殺したいとかいうんなら別に止めねえけどな。──俺の標的は、あくまでマクスウェルだ」

　おそらくそれがこの男なりのけじめなのだろう。

「俺は見付け次し第だい殺すけど、お前はどうすんだ？　マクスウェル殺すのか？　それとも叩きのめすだけにして、お前の無実の罪を晴らさせるのか？」

「……会ってから決めるさ」

「なら、少なくともマクスウェルのところまでは共きよう闘とうだ。それでいいな」

　ああ、と十郎は肯いた。

　ＰＭ日本支社のビルはビジネス街の真ん中にある。

　周囲の景色には見覚えがあった。先日、地下鉄の駅で連続発火事件が起きた。その現場の一つだ。唯ゆい里りと一緒に訪おとずれたことがある。

「……で、上手く行くのか？」

　十郎は尋ねた。

　面会を申し込んだところで通るとは思えない。また会えたとしても、こちらに有利な状じよう況きようを作らない限り、先日の繰り返かえしになるだけだ。

「普通に乗り込むよりはな。マクスウェルとの付き合いは結構長い。性格はそれなりに把は握あくしてるさ」

　正面玄関から二人は社屋に入る。

　退社時刻をやや過ぎているくらいの時間。しかし、広大なエントランスには不自然なほど人気がなかった。

　──正確には、正面のエレベーター前に二つだけ。若い男と、女。

「ずいぶんと思いきったことをしますね、十郎さん」

　能勢が笑った。

「『このビルに爆ばく弾だんを仕し掛かけた』ですか。おかげで全社員を避ひ難なんさせる羽目になりましたよ」

「発案は俺じゃねえよ。こいつだ」

　視線を向けられた氷見谷は小さく肩かたを竦すくめた。

「お互い邪魔が入らない方が良いだろう？　こうでもしないとマクスウェルは会う気にならないだろうからな」

　マクスウェルの行動原理は、それが座興として楽しめるかどうかで決まる──そう氷見谷は言った。面白そうだと思わせることができれば、こちらの思惑が見え見えでも敢あえて乗ってくるだろう、と。

「マクスウェルより言こと伝づてがございます。『まずは合格』と。警察に届けたりもしていませんので、ご安心下さい」

　アデルが笑顔で言った。

「なら、さっさとあの男のところへ案内してもらおうか」

「マクスウェルはこの上の階の応接室でお待ち申し上げておりますわ。が、残念ながらすぐに案内というわけにはいかないのです、氷見谷さん。まず我々でもてなすようにと命令されておりますから」

「……ま、そうだろうな」

　氷見谷は十郎を見る。

「んじゃ、打ち合わせ通りに。先にマクスウェルに辿たどり着ついた方が好きにするってことでいいよな」

「ああ」

　十郎は肯いた。

　まずはマクスウェルより優先すべきことがある。

　一つの区切りとして、目の前のこの男を倒すこと。

「ちょうど一対一が二組ですしね。──では始めましょうか」

　能勢のその声とともに、戦せん闘とうの火ひ蓋ぶたが切って落とされた。



《大おお顎あぎと》。

　起動前にそれを壊呪デイスペル。同時に踏ふみ込んでナイフを一いつ閃せん。防ごうとした《障しよう壁へき》を壊呪デイスペル。

　上体をのけぞらせてナイフをかわす。至近距離から《魔ま弾だん》。

　壊呪デイスペル。

　その瞬しゆん間かん右の蹴けり。

　反応の遅おくれた十郎は腕でブロック。

　後方に跳とびつつ《大おお顎あぎと》。

　壊呪デイスペル。しかし追つい撃げきの隙すきは見出せず、こちらも下がる。

　二人は距離を取って向かい合った。

　能勢が楽しそうに口を開いた。

「いい。やはりいいですね。思った通りだ」

「……何がだよ」

「あなたとやるのは楽しいということですよ」

「悪いが、こちらには楽しんでいるような余よ裕ゆうが無いんだ。続けるぞ」

　言い終えると同時に十郎は床を蹴った。

　能勢が迎げい撃げきのためにマナを集める。

　その瞬間──十郎は切り札を切った。

「《暴ぼう食しよく鼠ねずみ》！」

　長引けば不利になる。ここで決めるつもりだった。

　走り出した黒い小動物が、光の矢となって能勢に襲おそいかかる。魔法回路を食い壊こわし、分裂し、相手の集めたマナを根こそぎ奪い取り──

「────っ！」

　とっさに十郎は《障しよう壁へき》を張った。それでも強きよう烈れつな《魔ま弾だん》の威い力りよくを殺しきれず、後ろに吹ふき飛ばされる。

「な──に？」

「相手に知られていては奥の手とは言えませんよ」

　能勢は苦笑気味に言った。

「《暴ぼう食しよく鼠ねずみ》。相手の魔法回路を解体し、それを構成していたマナを奪い去り、術者のものにする。一気にパワーバランスをひっくり返す素す晴ばらしい魔法ですが、弱点も幾いくつか存在していますね」

「…………」

「まず、起動から効果を顕あらわすまでにわずかのタイムラグがあり、相手にも対応する時間が存在するということ。第二に奪えるマナは対象の魔法回路に使われた分のみ、つまり相手に依い存そんしているということ。第三にそれ自体には攻こう撃げき力りよくがないということ」

「……先にダミーを施呪キヤステイングしたのか」

「そういうことです。来るな、と思ったらごく小さな魔法回路を組んで、それを鼠に食わせる。囮おとりの餌ですね。それだけで、こちらにはほとんど被ひ害がいが出ない。本命の魔法はその後に施呪キヤステイングすればいい」

　今は辛かろうじて《魔ま弾だん》を防ぐことができたが、結局そこで《暴ぼう食しよく鼠ねずみ》の奪ったマナを使い切ってしまった。結局切り札を無む駄だ撃うちさせられたわけだ。

「《暴ぼう食しよく鼠ねずみ》に対する予備知識と、結構な施呪キヤステイング速度が求められますから、誰にでもできることではありませんけどね。少なくとも僕にはもう通じませんよ」

「…………」

　甘あまく見ていた、か。あるいは自分が自分を過信していたのか。

　いずれにしても、不利な状況に陥おちいったことには違いない。

「ああ、そうだ」

　そのとき能勢が思い出したように言った。

「以前に尋たずねられたこと、答えそびれていましたね。僕が椎しい葉ば一花さんを不意打ちにした理由」

「…………」

「あなたとこうしてやりあうためだ。姉を殺す──そのくらいのことをしないと、あなたは本気にならないでしょう？　甘い人ですから。彼女は確かに強かった。相手として魅力的だった。だけど僕は……あなたと殺し合いたい。その快楽を味わいたい。才能の限界が実力の限界ではないことを、あなたは教えてくれました。あなたを越えていくことで、僕はもっともっと強くなれる」

　予想の範はん囲いを出るものではなかった。戦せん闘とう狂きようの身勝手な欲望──結局それが結論だったということだ。

「迷めい惑わくな話だな」

　十郎は呟いた。

　能勢は笑みを返した。

「そうでしょうね。我ながら救いがたい。──でも、期待に応こたえてくれると信じていますよ。切り札一つを失ったくらいで、諦めたりはしませんよね？」

　十郎は無言で身構える。どのみち戦って先に進むしか道はないのだ。

　──あるいは、戦わずに済む理由を見付けたかったのかもしれない。

　ふとそう思う。

　自分は能勢のように、戦闘そのものに意義を見出すことはできないからだ。それを甘いというならそうなのだろう。

　だが答えは出てしまった。ならばもう、あとは決着を付けるだけだ。

　そう思い、腰を落として戦闘を再開しようとし──その瞬間、十郎は心の片かた隅すみに引っ掛かりを覚えた。

（……そうか？）

　思い浮かんだのは月子の顔だ。

（ほんとうにそうか？　それでいいのか？）

　あの少女は──ここで立ち止まらなかった。

『そもそも『どうしようもなく救いがたい人間』って──どういうことなんでしょうか』

　彼かの女じよは言った。

『戦うのが好きなこと？　だとしたら、なぜそんな性格に？　それによって、何を得て何を失った？　──多分、救うとか救わないとか以前に知らなければいけないのはそういうことで、そうやってちゃんと向かい合えば話だって聞いてくれるはずで……』

　能勢の攻こう撃げきが再開された。先ほどより鋭するどさが増している。

　一流の魔法士はどんな状況にでも対応できるように訓練を積んでいるが、敢えて分類すれば能勢は破は壊かい力りよく重視の中ちゆう距きよ離り型だ。一方、十郎は壊呪デイスペルで懐ふところに入りこみ格かく闘とう戦に持ち込む近接戦闘型。つまり接近できなければ勝ち目はない。

　戦闘訓練を幾いく度どとなく重ねた仲だ。お互たがいの手の内は分かり切っている。であれば、マナの扱いに長たけた能勢の方に分がある。

　十郎は徐じよ々じよに後退を余よ儀ぎなくされる。

　だが、不利な中にあって、十郎の感覚はますます研とぎ澄すまされていった。相手の攻撃を捌さばき、かわし、じっと耐たえる。同時に思考を回転させる。

　そう、少し考えを進めてみれば、気になることは山ほどあった。

　出会ってから三年と少し。いつでもよかったはずなのに、なぜあのタイミングだった？

　十郎を敵に回したいだけなら、殺す相手は姉である必要はなかった。月子でも、他の生徒でも良かった。なぜ一花だった？

「どうしました？」

　能勢が挑ちよう発はつするように笑う。

「手が尽つきたわけではないでしょう？　早く続けましょうよ、十郎さん」

「…………」

　十郎は数歩下がって距きよ離りを取り、そしてだらりと両手を下げた。

「？　何の真ま似ねです？」

「戦う意思はない、と言ったらどうする？」

「死ぬのが怖くなった……というほどかわいい性格ではありませんよね。この期ごに及およんでも顔見知りと殺し合うのは心が痛みますか？」

「顔見知りに限らず、戦わずにすむならその方が楽なのは確かだな」

　十郎は少し笑った。

「──が、今回は違う。ちょっと思いついたことがあるんだ」

「思いついたこと？」

「お前は強い人間と戦うことを楽しむんだったっけな。しかし、この状態でも戦う理由を見出すことができるか？」

　能勢は眉をひそめた。

「仰おつしやる意味がよくわかりませんが。つまり降こう伏ふくすると？」

「降伏はしない。ただ、お前をこれ以上攻撃するつもりはない」

「作戦ですか？　いや──」

　十郎は油断させて騙し討うちという真似をするような、あるいはできるような性格ではない。そのことは能勢もよく知っているはずだ。

「…………」

　能勢は困惑を滲にじませたまま、《魔ま弾だん》を放つ。だが、狙ねらいも威力も中ちゆう途と半はん端ぱなそれは、十郎の頭の脇わきを掠かすめてビルの入り口のガラスを吹き飛ばしただけだった。

（そういうこと、なのか？）

　十郎の中で疑念が確信に近付く。

　あえてゆっくりと口を開く。

「俺はお前にとって敵ではない。味方でもない。ただ、戦って力を比べたい相手に過ぎない。そうだな？」

「……そうですね。ですから、本気でやってもらわないと困ります」

「お前が本気を出せばいい。そうしたら、俺もやる気になるかもしれない」

「…………」

　能勢はやはり動かない。いや、動けずにいるのだろうか。

　十郎は小さく息を吐いて口を開いた。

「俺はお前の殺しを何度も見てきた。命令されれば戦って殺し、命令がなくとも敵であれば戦って殺し、強者と見れば戦って殺した。──戦わずに強者を殺したのは一花のときだけだった。一花に対するお前の行動は、ひどく不自然なんだ」

「ですから、それはあなたと殺し合うため……」

「そう、お前は俺と戦うためにそういう不自然な行動を取ったと主張する。でも、そうまでして舞ぶ台たいを整えたはずなのに、今お前は手を出しかねている。なぜか戦おうとしない。矛盾だらけだ。だから俺は思った。お前は、殺し合いそのものが好きなわけではないんじゃないか、いや、むしろ……」

「…………」

「理由がないと相手を殺せないんじゃないか、と」

　理由──おそらくは他者からの命令、あるいは自分の判断により、相手を敵だと認にん識しきしていること。そして相手に戦闘能力があり、自分を害するだけの脅きよう威いであること。

　歪ゆがんではいるが──それは、狂きよう的てきな快楽などではなく、自衛という概がい念ねんに近いのではないだろうか。

「戦うこと自体が快楽で目的だというには、少しずつずれているんだよ。──お前の中にあるそれは、本当に快楽か？　何か別のものをそう思い込んでただけじゃないのか？」

　例えば、恐怖、不安そういったものを排はい除じよすることを、敵を消し去り心の平へい穏おんを得ることを、『快楽』だと勘かん違ちがいしたまま──あるいは、何かによって勘違いさせられたまま、生きてきただけではないのか？

　能勢は笑いながら人を殺す。だからその異常性が際きわ立だつ。しかし、その表情は真情を表したものだろうか。自覚の有う無むは置くとして、かつての月子のように仮面に類するものではないのか？

　そこから逆算すれば、一花の死にも説明がつく気がする。

　十郎は、あのとき姉を殺された。しかしそれは同時に──最愛の姉を自分の手で殺さなければならないという責任と苦痛から解放された、ということでもある。

　能勢がその役目を肩かた代がわりしてくれたからだ。

　能勢にとって重要だったのは、十郎の戦意を煽ることではなかった、ただ一花を殺すことだけだったならば──それによって一番救われたのは……

「……本当に意味がわからない人ですね、あなたは」

　能勢は合っているとも間ま違ちがっているとも言わなかった。困惑しているようにも見える。

　自分の推測が当たっているのかどうか、あるいは当たっていたとして能勢が意識的に、それとも無意識的に行ったのか、確かめる方法はない。あるいは能勢自身にさえわかっていないのかもしれない。

「まあ、確かに、今言っても仕方ないことか……」

「で、どうしたいんです？　ここで戦いを止めても何にもならないでしょう？」

「その通りだな。──で、だ。さっきはああ言ったけどな、俺は戦いに伴ともなう快楽ってのも、間違いなく存在しているとは思ってるんだよ」

　意図を測はかりかねたのか能勢は眉をひそめたが、口を挟はさんだりはしなかった。

　十郎は続ける。

「俺は素質がなかったから、本当に一歩一歩工く夫ふうして強くなるしかなかった。体を鍛きたえ、頭を使ってな。そうすると、俺より強かったはずのやつらが、だんだん俺に勝てなくなってくる。血の滲むような努力と限界まで振ふり絞しぼった気力が相手を上回るんだ。あの瞬間は確かに気分がいい。最高だ。──なあ、能勢」

　十郎は半歩右足を引き、腰を落とした。

「俺は、お前のわがままに付き合わされるのはごめんだと思ってる。お前が何を考えていようが知ったことじゃねえ。──でもな、そういう戦いなら相手をしてやってもいい。多分、お前の知らない楽しみを教えてやれるだろうさ」
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　氷見谷の振るった長大な刀が、アデルの足を浅く裂さく。

　氷見谷の得意とする《霜そう刃じん》だ。魔法で具現化された刀は、触れるだけであっさりアデルの痩そう身しんを真っ二つにするほどの威力を持っている。

　しかし舌打ちしたのは彼の方だった。今の一いち撃げきで決めるつもりだったのだろう。

　傷は大したことない。この程てい度どなら動きにも問題は出ない。

（まだ、戦えますね）

　笑顔を浮うかべながらそう思う。少し嬉しい。

　アデルは鍛え上あげた体術を武器に臨機応変に魔法を使いながら戦うタイプだ。得意な距離が噛かみ合う以上、破壊力の差はそのまま有利不利に直結する。

　しかし、アデルが恐怖を覚えることはない。

　感情を持たず、ただ暗殺するためだけに存在する機械──同じく魔法士であり暗殺者であった祖父にそう育てられたからだ。

　祖父が死に、所属していた組織が壊かい滅めつしてマクスウェルに拾われてからもその性向は変わらなかった。彼女はそれ以外の生き方を知らない。

「──この、ちょこまかと！」

　力んだのか、わずかに刀の軌き道どうが大きくなった。

　見み逃のがさず、床を蹴って刃やいばの内側へと潜もぐり込む。

　腕うでを叩たたき、腹に膝ひざ。だが、膝の方はかわされた。相手も一流の遣つかい手だ。

　距離を取って対たい峙じする。忌いま々いましげに氷見谷が顔をしかめる。

　もっと、見せて欲ほしい。

　アデルは思う。

　怒いかりを、苛いら立だちを、アデルを倒せば勝利の笑えみを、アデルに倒されれば屈くつ辱じよくの歯は軋ぎしりを。

　色々な感情を、表情を見せて欲しい。
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　十郎はゆったりと力を抜いて立っていた。

　距離は一〇メートルと少しというところか。この間合いなら、能勢の方が圧あつ倒とう的てき有利である。

　だが、それだけに手を出しにくい。何の理由もなくそんな愚ぐを犯おかすような人間ではないことを知っているからだ。

（さて、何か策があるんでしょうかね……）

　訓練、及び実戦で十郎の戦い方は幾度となく目にしている。

　攻撃手段は銃とナイフ。

　基本的に魔法は考えなくていい。素質的にはＤランク。ある程度破は壊かい力りよくのある魔法を実用的な速度で使いこなすことはできないはずだ。

　防ぼう御ぎよ系の技能では、壊呪デイスペル、あとはまれにごく小規模な《障しよう壁へき》を張ることがあるくらいか。















　切り札の一つ、《暴ぼう食しよく鼠ねずみ》は封ふうじた。ハムスター──自律型の魔法回路はあと一つ残っており、蓄積されたマナを利用して施呪キヤステイングされる強力な魔法には要注意だが、それも使えるのは一度だけだ。

「来ねえのか？　──なら、行くぞ」

　十郎はゆっくりと歩き出す。

　能勢はその肩かた口ぐちを狙って、《大おお顎あぎと》を繰り出した。まずは軽い牽けん制せいで出方を見るつもりだった。

　血ち飛沫しぶきが弾はじける。十郎がぐらりとよろめく。だが、倒れることなく彼は能勢に鋭い眼光を向けた。

「……それで終わりか？　舐なめてんのか、お前」

「こちらの台詞せりふですよ。何を考えているんですか？　あなたは」

　能勢は困惑を自覚していた。

　先ほどの十郎の言葉に動どう揺ようしたのだろうか。よくわからない。

　今まで色々な相手と戦ってきた。何十回何百回と戦ってきた。その全てが、ただ相手を倒すことに全力を注げばよかった。そのことを楽しんできたつもりだった。世界はシンプルだった。

　だが、今回は、これは──何かが違う。言葉で表すことができないのが、ひどくもどかしい。

「何考えてるも何も、戦うってちゃんと言っただろうが。お前、もしかして、全力を出さずに俺に勝てると思ってるのか？　やりにくいなら、宣言しといてやる。俺はお前を殺すつもりでやる。お前もそうしろ」

「……いいでしょう」

　もともとそのつもりで、ここまで来たのだ。

《大おお顎あぎと》の魔法回路を組み上げる。狙いは頭。

　──とその瞬間、十郎が踏み込んだ。

（──速い！）

　その速度は能勢の予測を上回った。

　施呪キヤステイングより先に間合いに入られた。魔法回路が砕くだけ散ちる。

　食くらい付つかれるとまずい、能勢は回し蹴げりを放つ。十郎はバックステップでそれをかわし、再び距離を取る。

「……どうした？　お前の間合いだぜ？」

「…………」

　能勢は再び《大おお顎あぎと》を施呪キヤステイング。十郎も再び距離を詰つめて壊呪デイスペル──その瞬間、《招しよう炎えん》。十郎の踏み込んでくる空間を炎で包つつみ込もうとする。が──それも起動前に壊された。

　駆け引ひき、読みという点で、一歩先を行かれている。

「浅いな、能勢」

「……なるほどね。つまり、そういう戦いがやりたいわけですか」

　わかってきた。つまり、これは十郎からの挑発だ。

　彼は磨き上げてきた壊呪デイスペルに絶対の自信を持っている。無理に接近戦に持ち込まず、能勢の有利な距離で戦っているのは、お前の魔法など全て受けきってやるというメッセージ。つまり、能勢のプライドごと叩き潰して勝利しようとしているのだ。

「いいでしょう。受けて立ちます」

　能勢は集中力のギアをトップに入れる。ここからは一いつ切さい遊び無しだ。

「最速の施呪キヤステイングを味わってもらいましょうか！」
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　先日氷見谷がＰＭ社を離り反はんするまで、二人は数年間組んで仕事に当たっていた。

　誰だれかと組むのは初めてではなかったが、その中でも彼は少し変わっていると感じた。

　過去のパートナーはアデルのことを薄うす気き味み悪わるがったり、あからさまに遠ざけたり、あるいは逆らわないのを良いことに好き放題しようとしたりした。彼女は特に不満を持たなかった。機械というのはそういうものだ。

　だが、氷見谷はあくまで対等なパートナーとして扱った。それ以上でもそれ以下でもなかった。徹てつ底ていして眼中になかったといった方が近いかもしれない。嫌けん悪お、隔かく意い、劣れつ情じよう、支配欲──そういった反応には慣れていても、無関心というものに接するのは初めてだった。

　彼はアデルに何も求めなかった。

　操あやつり手の要求がないというのは、機械として退たい屈くつだった。なのでアデルは彼を観察した。

　基本的に喜き怒ど哀あい楽らくの激しい性格のようだった。その感情は主に一人の女性に向けられていた。彼女が死んだときは打ちひしがれ、雇やとい主ぬしであるはずのマクスウェルにも憎ぞう悪おの牙きばを向けた。

　いちいち非合理的に見えた。彼が何を考えているのかよくわからなかった。なぜそんなに感情を露あらわに出来るのか理解できなかった。

　もう少し観察したいと思った。

　だから、マクスウェルに殺されようとしていた彼を助けた。

　それは間違っていなかったと思う。今、こんなにも近くで彼の顔を見ることができるのだから。

　氷見谷の手にした刀が消える。と同時にアデルの頭上に無数の刀が出現した。

（──《千せん刃じん》！）

　細かいコントロールが利かない分、殺傷範囲が広い。距離を取るのがセオリーだ。

　だが──アデルは衝動に突き動うごかされるまま、床を蹴った。

　近くへ、もっと、彼の近くへ。

「──な、に？」

　その動きは氷見谷の意表を突いた。回かい避ひが遅れる。アデルの間合いに入る。

　アデルにももう余力は残されていなかった。持てる力の全てを振り絞って、貫ぬき手で喉のどを狙う。

　氷見谷が首を傾かたむける。だが、こちらの方が速い。直ちよく撃げきは逃のがしたが、皮ひ膚ふを削けずり血を撒まき散らせながらアデルの右手が奔はしり抜けた。

　終わらせた、という手て応ごたえがあった。

　だが次の瞬間──

「──らあっ！」

　側頭部に衝しよう撃げきを感じる。視界がすとんと落ちる。

　相あい討うち狙いの肘ひじだと気付いたときには、床に横たわっていた。

　ぐるぐると地面が回っている。脳のう震しん盪とうを起こしたようだ。立ち上がれない。

　氷見谷は血の流れ出る首筋を押おさえ、荒あらい息をついていたが、立ってアデルを見下ろしていた。

　その右手に再び《霜そう刃じん》が創つくられ、アデルの喉のど元もとに突きつけられる。

「……何か、言い残すことがあるなら、さっさと言え。これから、あのマクスウェルのクソ野や郎ろうをぶっ殺しに行くんだからよ」

　そんな状態で行っても返り討ちに遭あうだけだろう、と思ったが、口にはしなかった。余計なお世話というものだろう。

　さて、言い残すこと、か。何かあっただろうか。

　何となく、気分の赴おもむくままに、口を開いてみた。

「……氷見谷さんは、私のこと、嫌きらいでしたか？」

　一いつ瞬しゆん間があり──は？　という形に彼の口が開いた。

　アデルは自分でも驚おどろいていた。そんな無意味な質問をした意味がよく分からなかった。

　考えてみる。自分は氷見谷を観察し、その喜怒哀楽に触れることを結構楽しんでいた。ついさきほどまで戦っている最中も、少し嬉しく思っていた。

　では相手がどう思っていたのか気にするのは、不自然とは言えないのではないだろうか。

（──『楽しんでいた』？　私が？）

　そこで再びアデルは驚く。

　ごく自然に、当たり前のようにそんな発想が出てきていた。

　楽しいとは、嬉しいとは何か──自分を育てた祖父はそんなことを教えてはくれなかった。だが、彼女は理解できていた。

　これがまさしくそうなのだと。

　不意に笑いたくなった。普ふ段だん浮うかべているあの表情とは別の、心から声を出して感情を表現する、そんな笑いだ。今ならできる気がした。

　でも、もうそんな時間は残されていないだろう。

　アデルはそっと目を閉じる。

　自分は死に、氷見谷は去る。

　悲しいという感情を、彼女は覚えた。

「……………………」

　そのままどのくらいの時が過ぎただろうか、喉を切きり裂くはずの刃は落ちかかってこず、アデルは目を開けた。

　氷見谷は──膝を突き、ゆっくりと床に崩くずれ落おちるところだった。

　止めを刺さすのをためらったのだろうか、時間の経過と共に激しくなった出血が、彼の意識を奪うばったようだった。

「………………どうしましょうか、私？」

　アデルは困惑して呟つぶやいた。
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　また打ち消され、かわされた。

　何十度目の応おう酬しゆうになるだろうか。

　能勢は本気だった。集中し、神経を研ぎ澄まし、施呪キヤステイングを続けた。

　だが、ことごとく十郎はそのわずかに上を行った。

　相手にも余裕など無い。表情は歪んでいるし、全身に無数の傷を受けている。幾つかは動けなくなってもおかしくないほどの重傷であるはずだ。

　しかし、彼は倒たおれない。能勢の魔法をすべて受けきって、今なおそこに立っている。

　驚くような段階はとっくに過ぎた。次に敬意を抱いたが、それもすぐにどうでもよくなった。

　今、能勢はただ、純じゆん粋すいに、戦うことへと思考の全すべてを注ぎ込んでいた。

　速さが足りないのか？

　威力が足りないのか？

　読みが足りないのか？

　ならば、もっと上げる。受けきれない、かわしきれない攻撃で、十郎を上回る。

　それでもなお上を行かれたら、さらにその上を目指す。

　最初に音が消えた。

　次いで色が消えた。

　床が消え、壁かべが消え、周囲の景色が消えた。

　世界には能勢と十郎しかいなかった。

　そんなものか？　と十郎が問う。

　まだまだですよ、と答える。

　戦いながら、どんどん高みへと上っていく。──否いや、引っ張り上げられていく。

（ああ、勝ちたい）

　能勢は思った。

　十郎に勝ちたい。どんな形でも良い。この人を越えたい。

　さらに幾度かの応酬の後、わずかに均きん衡こうが崩れた。能勢の足捌きが乱れ、バランスを失ったのだ。

　十郎が間合いを詰める。ナイフの距離だ。

　狙いは首、もしくは胸。

　どう捌く？　──いや違う。目標とする人間がいるのなら、まず、学べ。盗ぬすめ。

　十郎ならどうする？　どう反はん撃げきする？

　胸へと刃が迫せまる。

　極限まで集中力を研ぎ澄ませた能勢には見えている。これはフェイク。受け、あるいはかわさせてから、高速の一閃が首筋を襲う。

　認識できてはいても体の反応は追いつかない。チェックメイト。

　どう──受ける？

　次の瞬間──

　能勢の胸にナイフが吸い込まれていた。

　十郎は目を見開いた。刺したのではない。能勢自みずからが前へと体を差し出だし、胸で刃を受け止めたのだ。

　当てるつもりのない攻撃が当たった。その驚きが、わずかに、ほんのわずかに十郎の反応を遅らせた。

　その一瞬──能勢は確かに十郎を上回った。

　攻こう守しゆが逆転した。魔法を使う余裕はない。固めた正せい拳けんを、頭に向かって振り下おろす。意識を刈かり取るのに十分な手応えが伝わってくる。

（僕ぼくの──勝ちです）

　そう思った。

　次の瞬間、強い衝撃とともに天地が逆転していた。



　かつて、両親と過ごしていた時期──自分は幸せではなかった。

　父親は笑顔のまま、自分を殴なぐった。痛かった。怖こわかった。

　自分だって、笑って、楽しく過ごしたかったのに。

　笑いは強者の表情だと、父親は言った。

　だから思った。

　父親より強くなれば笑って生きていけるのだ、と。

　強くなれば、両親も自分のいうことを聞いてくれる、殴るのを止めて優やさしくしてくれるのだ、と。

　そう、父親は常に笑っていた。

　あれは──楽しかったからだったのだろうか。それとも、何か他の感情を隠すための仮面だったのだろうか。

　自分は常に笑っている。それは──本当に、楽しいからなのだろうか。



「……最後の一発は結構効いたよ。ま、勝敗は、鍛え方かたと、あと覚かく悟ごと根こん性じようの差、だな」

　視界は利きかず、体も動かない。

　だが、倒れ伏した自分を見下ろしながらそう語る人間の声は、はっきりと聞こえた。

　勝ったと確信した瞬間、掌打であごを撃ち抜かれたのだ。

　ああ、そうか、と思った。

　十郎は弱かった。素質に恵めぐまれなかった。何度も挫ざ折せつし、何度も地に這はいつくばらせられてきた。

　だから──上回られた程度のことでは、折れないのだ。負けをはね返して勝ちに変えられるよう自分の心と体を鍛え上げてきたのだから。

「楽しかったか、能勢？　じゃ、俺は行くぞ」

　言葉を残して、気配が遠ざかる。

　いいえ。

　能勢は心の中で呟いた。

　いいえ、楽しかったんじゃない。

　今、楽しいんですよ、僕は。



　どのくらい時間が経過したのか──能勢はようやく体を起こした。

　胸の出血は止まっている。とはいえ、傷は浅くない。すぐに治ち療りようを受けた方が良いのだろうが──

　と、そこで傍そばに立っている人ひと影かげに気付いた。

「アデル、さん、ですか」

　止血してくれたのは彼女らしい。

　状況を尋ねようとして、能勢は軽く目を見張った。

　右手に血まみれの男の襟えり首くびを掴つかんで引きずっている。扱いは乱暴だが、きちんと手当てされているようだ。胸が規則正しく上下している。

「…………何をしてるんです？」

「私は、どうするべきなのかと、思いまして」

　どこか所在無さげな表情に見えた。

　多分──この少女も自分に近い種類の人間なのだろう。感情が歪んでいて、しかもその正し方を知らない。

　能勢はふう、と息を吐いて言った。

「選せん択たく肢しを差し上げます。心の傾く方を選べばいいでしょう。一つ、そのままマクスウェル氏の元に行き、指示を仰あおぐ。一つ、その男を連れてそこから出て行き、好きに生きる」

　アデルはしばらく考えたのち、一礼して正面玄関から出て行った。氷見谷を引きずったまま。

　さて、自分はどうするべきなのだろうか。

　能勢はしばらく考え、ゆっくりと立ち上がった。
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「ようこそ」

　豪ごう華かな調度品に彩いろどられた広い応接室。マクスウェルは大きく両手を広げて出で迎むかえた。

「結局、たどり着いたのは椎葉十郎くんだったか。エントランスの様子はその大窓から見下ろすことができるんだ。なかなか楽しませてもらったよ。いや、しかし、ひどい怪け我がだねえ。立ってるのも辛つらいだろう。まあ、掛かけたらどうかね？」

　十郎は無視して扉とびらにもたれかかった。体力は限界だったが、この男の近くに寄るのはごめんだ。

　マクスウェルは小さく肩をすくめたものの、それ以上勧すすめてはこなかった。

「さて、勝利者にはご褒ほう美びを上げないとな。君は何を望む？　やはり、お姉さんの敵かたき討うちかね？　彼女のことは私にとっても残念だった。かなり念入りに計画し、育ててきたんだが結局何も生み出すことのないまま終わってしまった。がっかりだよ」

「望んでねえよ、敵討ちなんてものは」

　ぺらぺらとよく回る舌だ。そんなことを思いながら十郎は言った。

「おや、案外冷たいな。君たちの姉し弟てい愛あいはその程度だったのかな？」

「……てめえに対する感情は置いといて、だ。一花は間違えたんだよ。大勢を殺し、大勢を傷つけた。あいつの間違いは、あいつ自身が責任を取らなきゃいけなかった。それだけの話だ。本来、あいつはバカが付くほどお人ひと好よしだから、このうえ俺が誰かを恨うらむことなんか望んでねえだろうよ」

「ふむふむ、それもまた一つの信しん頼らいの形かな。まあ、面おも白しろみには欠けるが」

　そしてマクスウェルは十郎の心を見み透すかすような視線を向ける。

「あと、君の目は過去ではなく、すでに未来を向いているということもあるか。君は育成校の子どもたちと過ごす今を、かけがえのない大切なものだと思っている。違うかな？」

「…………」

　事実ではある。しかし、この男の口からそういう言葉を聞かされるのはたまらなく不ふ愉ゆ快かいだった。

「おっと怖い怖い。殺意のこもった視線とは、こういうのを言うのかね。ああ、念のため言っておくけど、私を害そうなどとは思わないほうがいいよ。君の命運が絶たれることになる」

「……何？」

「本日二〇時を以もつて雛咲伊蔵はこの世からいなくなる予定だ。私が彼の握にぎっていた権力を引き継つぐことになる。まあ、ＰＭ社を進出させる計画は君たちに潰されたから、このくらいの見返りはないとね」

　用済みだから暗殺するというわけか。

　阻そ止しできるだろうか。幸い携帯電話はまだ生きている。十郎はさりげなくポケットに手を入れた。

　その瞬間──マナが動いた。

「おっと、差し向かいで話している最中に電話は失礼じゃないかね？」

　十郎はポケットから手を出す。

　単なる威い嚇かくだろうが──魔ま法ほう士としての力の程ほどは分かる。まず間違いなくＡランク。携帯電話を弄いじりながらあしらえる相手ではない。

「で、だ。伊蔵氏に加えて私まで死んでしまえば、君の濡ぬれ衣ぎぬを晴らし、身分を回復できる人間は存在しなくなる。育成校に戻れず、テロリストとして逃げ隠れしながら生きていくことは、君だって望まないだろう？　雛咲拓馬先生だっていつまでも匿かくまっておくわけにはいかない。明るみに出たら一大スキャンダルだしねえ」

　マクスウェルは楽しそうに笑う。

「ま、逆に言えば私には君を君の居るべき場所に戻す力があるということなんだがね。どうかな、少し話をしようじゃないか」
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「では、行ってきますね」

　月子は駐ちゆう車しや場じようの車に幸崎を残し、病びよう棟とうへと向かった。

　院長が伊蔵と懇こん意いにしている総合病院だ。月子も検けん診しんや診しん察さつで何度か訪れたことがある。祖父が居るのはおそらく最上階の特別室。

　時刻は午後七時二〇分。面会時間は終わっているが、おそらく名乗れば文句を言われたりすることはないだろう。

　問題は伊蔵が会ってくれるかどうかということだが──

（会ってくれなければ何度でも通えばいいだけだよね、うん）

　恐きよう怖ふがないと言えば嘘うそになる。幼い頃ころから刷り込まれた服従心は簡単には消えてくれない。多分、叱しつ責せきや罵ば声せいを浴びせられれば身が竦むだろう。

　しかし、それでも十郎の身の安全を勝ち取るまで諦あきらめるつもりはなかった。

　外来用玄げん関かんは閉まっているので、夜間出入り口へと回る。

（よし！）

　気合いを入れて歩き出す。

　と、そのとき──

「あのー、雛咲月子さんですか？」

　背後からそんな声が掛けられた。

　振り向むいた瞬間、ライトとテレビカメラと人の群れが、月子を目がけて殺さつ到とうしてきた。
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「魔法士というのは脆ぜい弱じやくな存在でね」

　マクスウェルはのんびりと語る。

「もちろん、個人個人の持つ力は非常に強い。しかしきわめて少数であるということが弱点になる。不可思議な現象を引き起こせたところで、社会的に排除されれば生きていけないわけだからね。会社の社長なんてやってるとよく実感できる。魔法より金の方が、遥はるかにできることが多い」

「……お前も魔法士だろうが」

「書類上は一いつ般ぱん人じんチェスター・マクスウェルだよ」

　彼はくすくすと笑った。

「昔は軍属の魔法士だったけどね。自分の立場に嫌いや気けが差して、紛ふん争そう地域に派は遣けんされたとき、戦死を装よそおって別人の身分を手に入れたんだ。──ああ、一応言っておくけど、暴ばく露ろしようとしても無む駄だだよ。入いれ替かわりが発覚しないよう、痕こん跡せきは丁てい寧ねいに消しておいたからね。絶対に発見できない」

　そうだろうな、と十郎は思う。

「この立場に成り上がるまで結構苦労したんだ。でもやはり、魔法士よりは普ふ通つうの人間として生きる方がいいね。何というか、伸のび伸びできる」

「他人の人生に興味はねえよ」

「冷たいなあ。自分が魔法士だってことをカミングアウトできる機会はそれほどないんだよ。もう少しお喋しやべりに付き合ってくれてもよさそうなものなのにね」

　マクスウェルは肩を竦めた。

「ま、いいや。少し話を進めようか。──私はこの世界を結構愛しているんだ。差別も矛む盾じゆんも欺ぎ瞞まんも全部含ふくめてね。だから監かん督とく、脚きやく本ほん家か、あるいは演出家として世界に関かかわることを望む。自分の手で世界を改変し、それを観客として眺ながめるのは実に気分がいい」

「悪あく趣しゆ味みだな」

「そうかね？　──実を言うと私は不能でね」

「は？」

「戦場の事故でタマを吹き飛とばされてね、生せい殖しよく能力を失ってるんだよ。だから、子を産んで子孫を残すことができない。とはいえ、そのまま消えてしまうのでは寂さびしすぎる。誰しもが持っている欲求だと思うが、私も自分の痕跡を遺のこしたいのだよ。私が確かにここに存在していたという証あかしをね。だから、世界に動かされるのではなく、世界を動かす側についた。会社を興おこしたのもその一いつ環かんだな。私の子どものようなものだ。──いずれにしても、国に飼われる魔法士のままでは、何も遺せなかっただろう」

　マクスウェルはにこやかに笑っている。嫌いやな笑顔だ、と十郎は思った。

「前置きが長くなったかな。本題に入ろうか。君は元の生活に戻りたい。そして私にはそうするだけの力がある。楽しませてくれた分の対価は払はらうべきだと思っているので、その願いを叶かなえてやるにやぶさかではない。ただ、少し条件がある」

「条件？」

「そう。君たちの努力に敬意を表していったん引き上げるが、雛咲月子を手放してしまうのはあまりに惜おしい。彼女は非常に貴重だ。存在そのものがダイヤモンドのような煌きらめきを放っている。つまり──」

　マクスウェルの笑みが大きくなった。

「私が使うことで、この世界に大きな爪つめ痕あとを遺すことができる」

「…………」

「椎葉一花にもその資質があったんだがね、結局彼女は何も遺せなかった。というわけで、彼女に期待したい。──だから君にはパイプ役をお願いしようと思うんだ」

「ふざけんな。誰がそんな身勝手な計画に協力など……」

「別に協力しろと言っているわけではないよ。少しばかり繋つながりを残しておきたいというだけだ。ときどき私と連絡を取ってくれるだけでいい。たったそれだけで君は──」

　自分の言葉の効果を確かめるように、ゆっくりとマクスウェルは言う。

「汚お名めいを晴らし元の身分を取とり戻し、彼女のそばに戻ることができる」

　確かに自分は子どもたち、そして月子の傍に居たいと強く願っている。それは否定できない。

「私と接せつ触しよくを持つと言うことは、同時に私の動向を把握できるということでもあるよ？　さっきも言ったように私に協力してもらう必要はない。私が許せないと思えば、彼女を護まもる騎き士しとなって立ちはだかってもらっても結構だ」

「…………」

「月子さんはすばらしいね。魔法の才能。利発さ。そして心の強さ。言っちゃ悪いが、本来君とは住む世界が違う逸いつ材ざいだ。一つ条件を呑のむだけで、君はその彼女を導くという、誇ほこることのできる役目に戻れる」

　その言葉は甘い響ひびきを伴っていた。

「そうだ、もう一つオマケをあげようか。本日二〇時に殺される予定の雛咲伊蔵の命、だ。彼かれを助けてやってもいい。君は手て柄がらを誇れる、そして月子さんにも感謝されるだろう。悪い話ではないと思うがね？」
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「お祖父様のお見み舞まいですか？」

「先日のお祖父様の発言についてどう思われますか？」

「あれからお祖父様とお話し合いされましたか？」

「議員辞職の話も出ていますが、どうお思いですか？」

　ライトとフラッシュを浴びせられ、複数の人間から立て続けに質問をぶつけられて、月子は立たち竦んでいた。

　不ふ意い討うちだったこと、また、一連の騒そう動どうで受けたダメージから完全に立ち直れていないことが、彼女から普ふ段だんの如じよ才さいない振る舞まいを奪っていた。

「君も最近、テレビとかで姿を見かけないよねー」

　柄がらの悪そうな中年の記者が言った。

「やっぱあれかな、都合が悪いから逃にげるっての？　伊蔵先生のせいでイメージが悪くなったから、ほとぼり覚ますまで隠かくれてようって、作戦？」

「そ、それは、そんな、ことは──」

　口が動かない。

　上う手まく答えることができない。

（怖い、よ……）

　目の前の人間たちが、自分を責め立てているように感じられた。

　祖父を蹴け落おとした孫、賢さかしらに振ふる舞まう子ども、危険で得体の知れない魔法士、つまりは攻撃されて当然の人間──言外にそう非難する声が聞こえる気がした。

　うまく切り抜ぬける言葉は浮かばない。逃げだそうにも、足に力が入らない。

（怖い、怖い、怖い、怖い──た、助けてよ、先生）

　泣き出したくなりながら、月子は助けを求める。だが、この場に十郎の姿はない。自分一人しか居ない。

　耳をふさいでしゃがみ込みそうになった。

　と、そのとき──

　逃げるな。顔を上げて、相手を見ろ。

　そんな十郎の声が聞こえた気がした。月子は思わず息を呑む。

　ただの幻げん聴ちようだ。十郎なら間違いなくそう言って励はげましてくれるだろうが、今、彼はここには居ない。

（ここには居ない──？）

　……そうだろうか。

　月子はぐっと手を握った。

　確かに彼の姿はない。でも、思い出すことはできる。彼の存在を。彼が教えてくれたことを。

（一人じゃない）

　月子は繰くり返す。

（ずっと一いつ緒しよだと言ってくれたんだ。今もこの胸の中に先生が居る。一人じゃない一人じゃない一人じゃない──）

　誰かと上手く行かないとき、どうするのだっただろう。

　そう──相手に向き合い、相手を知る。

　喧けん噪そうの中、月子はゆっくりと口を開いた。
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「……選せん択たくには相応の覚悟がいるってことを、以前ある男に言われたことがある」

「ほお」

「すべてを望むままに手に入れることはできない。何かを得れば何かを失う。これまでの居場所が取り戻もどせるなら、自分を殺してお前の要求を呑むというのも一つの選択ではあるんだろうな」

「理解してもらえたかね？」

「理解したよ」

　十郎は肯うなずいた。

「俺がそれを選ぶべきではないってことをな。これは、お前の毒なんだ」

「毒？」

　マクスウェルは眉まゆを寄せる。

「相手に合わせて、お前は毒を調合する。そして心に少しずつ注いでいく。毒は痛みを感じさせることなく、徐々に心を腐くさらせていく」

「詩的だね」

　揶や揄ゆするでもなく、マクスウェルはそう感想を述べた。

「暴力や権力を使って好き放題するんじゃない。お前は他人の心を少しずつ作つくり替え、誘ゆう導どうすることで、事態を好きなように転がすんだ。一花に対しても、おそらくは雛咲伊蔵に対してもそうした」

　マクスウェルは意外そうに目を瞬またたかせた。

「ふむ、思ったより鋭いな。基本は望みが叶う、と錯さつ覚かくさせることだね。心の向いている方向を少しだけずらす。そのまま背中を押す。そうすると自分でも気付かないうちにとんでもない場所に到とう着ちやくしてしまう。伊蔵氏のような、俗ぞくな人間は特に楽だったよ。メリットがあると吹き込んでやれば済むんだから」

「雛咲に対しても、その手を使ったよな」

　テレビ局でマクスウェルと月子が会話を交かわしていたときだ。

　マクスウェルはあえて月子を煽あおり挑発し、感情を波立てようと──つまり、彼女がマクスウェルに対し怒りや憎悪を抱いだくように仕向けていた。

「無む垢くな心に憎悪の芽を植えつけるのは有効なんだ。憎悪は大きな行動力を生む。そして一度たび憎にくしみで動くことを覚えてしまえば、次からその誘ゆう惑わくに抗あらがえなくなる。心の中で憎悪を育てることに抵てい抗こう感が薄うすれるんだな。結果、行動原理が単純化されてコントロールしやすくなる」

　そこまでいってマクスウェルは笑みを見せた。

「ま、その辺は副次的な問題なんだけどね。単純に、純真で優しい子どもの心を汚よごして穢けがして作り替えるのは楽しいんだ。あの年とし頃ごろの子はちょっとしたことで、大きく人格が変わってしまうから。君が出てこなければ上手く行ったんだろうけどなあ。──あ、ちなみに君に関しては劣れつ等とう感かんと優ゆう越えつ感かんを刺し激げきした。ＤランクがＡランクの複数施呪者マルチキヤスターの先生で居られるというのは、なかなか魅み力りよく的てきなシチュエーションだと思ったんだが、プライドをくすぐられなかったかい？」

「……プライドとか関係ねえよ」

　十郎は知っている。かつて一花がその天才ゆえにどれだけ苦しんだのか、そして月子がその優すぐれた才能や資質ゆえにどれだけ支えを必要としているのか。

　自分の非才に劣等感を抱いていたこともある。だが、今の十郎はちっぽけなプライドよりはるかに重要なものを知っている。

「お前はどんな形であっても雛咲の傍に存在しているべきじゃない。そのことがよく分かった」

「それで？」

「だから、俺は諦めることにした」

「潔白を証明することをかね？　それはもったいないと──」

「違ちがう」

　十郎は遮さえぎった。

「潔白であることをだ」

　意味がよく理解できなかったのか、マクスウェルが首を傾げた。

「お前はこの先もずっと雛咲を狙い続ける。あいつの心を蝕むしばもうとし続ける。何度も何度も何度も今回のようなことを起こすんだろう。裏で糸を引いて大勢の人間を操り、犠ぎ牲せいにするんだろう。なら、俺は喜んで汚名を着るさ。──大会社の社長を殺害したテロリストという、な」

　背中を扉から放し、十郎はマクスウェルを見み据すえる。

「ここに来たときから、覚悟していた」

　月子と共に在り、彼女を支えたいと願った。だが、この男が奪おうとしているのは、彼女そのものなのだ。許すことはできなかった。

「…………正気か？」

　よほど意外だったのか、マクスウェルの反応は精せい彩さいを欠く没ぼつ個こ性せいなものだった。

「俺はテロリストなんだろう？　だからテロリズムに則のつとって行動する。これが正気でなくてなんなんだ？」

　十郎は皮肉っぽく笑った。

「お前は──表の世界に戻る機会を放ほう棄きするのか？」

「それであいつが護れるなら、俺の人生なんざいくらでもくれてやる。──お前は一花は何も生み出さなかったと言ったよな。それは間違いだ」

　笑みを消して銃じゆうを抜く。

「あいつは雛咲月子と俺を生み出して、去っていったんだ。その意味をてめえの体に刻み込め」

　言い終わると同時に発はつ砲ぽうする。だが、銃じゆう弾だんは《障しよう壁へき》によって全て弾かれた。

「──買いかぶりだったかね」

　マクスウェルは余裕を取り戻していた。

「まさかここまで愚おろかしい真似をするとは想像もしなかったな。どうやら存在を許しておく価値はなさそうだ。本来私は観客でいたいんだが──まあ、舞ぶ台たい監かん督とく、脚きやく本ほん、演出も兼かねている以上、馬ば鹿かな役者を退場させるのも責任のうちかね」

　十郎は無言のままナイフを抜く。

「君の能力や特とく徴ちようは調べ上げてある。壊呪デイスペルと小動物を模した魔法回路には見るべきものがあるが、まあそれだけだね」

　飛び込もうとした瞬しゆん間かん、《魔ま弾だん》が足元に打ち込まれた。

　動こうとするタイミングで機先を制するように、細かく、連射される。

　十郎は小さく舌打ちした。

「基本的な戦い方は、相手の魔法を打ち消し懐ふところに飛び込んでナイフ。魔法士は攻撃も防御も魔法に頼たよることが多いから、有効ではある。高確率で壊呪デイスペルしてくる相手は珍めずらしいし、である以上、戦闘経験も積めないからねえ。でも、タネが分かってしまうと、大した脅威にならない」

　結局飛び込む隙すきを見付けられないまま後退する十郎を憐あわれむように、マクスウェルは笑う。

「つまりは、壊呪デイスペルされても隙を作らない程度の攻撃を繰り返かえせばいい。特に今君は能勢との戦いで傷つき疲ひ弊へいしている。ただ待っていればすぐに限界が来るだろう。もともと基本スペックからして天地の差なんだ。私が油断しなければ負ける要素はない。逆転を起こせるとすれば例のハムスターだが……一匹ぴきはすでに使ってしまっているね。残り一匹でどう戦ってくれるのかな？」

　十郎は半円を描えがくようにジリジリと移動する。マクスウェルは余裕を持ってそれを眺めている。

　エントランスの見える大窓の反対側に、外に面した窓がある。ちょうど敷しき地ち内ないに植えられた立木が正面に見える高さだ。

　その前で十郎は足を止めた。

「……一つ、教えておいてやろうか」

「うん？」

「氷見谷が爆ばく弾だん仕し掛かけたと連絡してたよな。あれはお前の興味を惹ひく目的もあったが、出で任まかせじゃない。実際にこの何階か上に爆ばく弾だんがある。きっかりあと一分で爆ばく発はつ。ここの部屋は瓦が礫れきに押し潰されることになる」

　は、とマクスウェルは唇くちびるを歪めた。

「下手なブラフだな。そんな余裕はなかったはずだが」

「今日じゃない。もっと前だ。あらかじめ仕し掛かけておいたんだよ」

「……動揺を誘さそいたいにしても、あまりにもお粗そ末まつだとは思わんかね？　君も必死なのかもしれんが、そんなこと言っても私は隙を見せんよ」

「嘘だと言いたいのか？　俺が何のために外と繋がった窓の傍に位置を取ったんだと思う？　信じないのなら、お前はそこで生いき埋うめになるといい。あと三〇秒」

「…………」

「あと二〇秒」

　マクスウェルは動かない。余裕の笑みを見せている。

「あと一〇秒」

「…………」

「九、八、七、六、五、四、三、二、一……」

「…………」

「ゼロ……」

「…………」

「…………」

「…………さて、何も起こらんようだが？」

　嘲あざけるというよりむしろ憐れむようにマクスウェルは笑った。

「……そうだな」

　十郎はそう言って窓に手を掛けた。

　同時にずん、という地じ響ひびき。

「どうやら少々誤差があったらしい」

　マクスウェルが眉を寄せたそのとき、凄すさまじい轟ごう音おんが頭上から接近してきた。
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「な──」

　マクスウェルは上を見て驚きよう愕がくの呻うめき声ごえを上げた。

　突とつ然ぜん天てん井じようが割れ、巨きよ大だいなコンクリートの塊かたまりが降ふり注いできたのだ。

　とっさに《障しよう壁へき》を組み上げ頭上を護る。だが、そこで彼は気付いた。

（いや──駄だ目めだ！）

　直撃は避さけられても、このままでは生き埋めになる。《障しよう壁へき》を解いた瞬間に押し潰つぶされて絶命する。

　これが狙ねらいか。マクスウェルは舌打ちした。

　次々と落ちかかるコンクリート片へん。怖おそろしい音を立てて天井を突つき破やぶり、床ゆかを割る。

　やがて崩ほう壊かいは止やみ、静せい寂じやくが訪おとずれた。

「やれやれ……」

　マクスウェルはふうと息を吐はいた。どうやら上手く行ったようだ。

　そのまま受けては生き埋めになる。なので彼は《障しよう壁へき》と《見みえざる手て》を交こう互ごに駆く使しし、降り注ぐ落下物をコントロールしながら、自分の周囲に積み上げたのだ。コンクリート片がコンクリート片を支える形になり、ちょうどマクスウェルを中心に応接室の半分程度の範はん囲いの空くう隙げきができていた。綱つな渡わたりだったが、どうやら成功したようだ。

「少し、甘く見みすぎたかな」

　あの瞬間、マナの気配を感じた。この爆発は爆弾ではなく、魔法によるものだ。

　爆弾をブラフにし、動揺して隙ができたらそこを突いて逆転する──それが十郎の意図だと思っていた。

　実際は違った。高密度のマナの集合体であるあのハムスターを階上に送り込み、そこで自律式により爆発系の魔法回路に組くみ替え、起動させたのだ。おそらくこの部屋に来るまでに準備をしていたのだろう。そして自分は窓から外へ脱出し、マクスウェルのみを生き埋めにしようとした。

　確かに切り札は手元に置いておくだけが能ではない。ブラフと見せかけた方が本命だったわけである。

　なまじ力が強いと、小こ賢ざかしいことは考えずとも大たい抵ていのことができてしまう。創そう意い工く夫ふうの能力というのは、弱者であるがゆえに磨みがかれる種類のものであるのかもしれない。今後の教訓としよう、とマクスウェルは思った。

　それにしても派手にやってくれたものだ。爆発で照明が落ち、ほとんど視界が利かないため詳くわしい状況はわからないが、建たて替えレベルで修しゆう繕ぜんを行わなければならないかもしれない。結構な金がかかるだろう。

　十郎宛あてに費用を請せい求きゆうしてやろうかね、などと考えたとき──

「──ぁがッ？」

　背中に熱を感じた。肺から空気が押し出され、奇き妙みような声が漏もれた。

　喉元に何かがせり上がってくるような感覚。咳せき込むと生温かい液体が口から飛び散る。

　胸から何かが生えている。これは──ナイフの切っ先、か？

「油断したじゃねえか」

　背後からそんな声が聞こえた。
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「……な、ぜ──あがっ！」

　十郎はナイフを引き抜くと、マクスウェルの首筋を切り裂いた。

　彼は傷を押さえておぼつかない足取りで二、三歩進むと、突とつ然ぜん膝ひざの力が抜けたようにぺたんと尻しり餅もちを突く。

「タネがわからなかったか？　簡単な話だよ。逃げたと見せかけて逃げていなかった。最初からこの部屋、お前の背後にいたんだ」

　部屋ごと押し潰すという作戦を立て、窓まど際ぎわに立っておきながら、部屋に留とどまる。常識的にはあり得ない行動だ。

　当然、マクスウェルも十郎が逃げたと思いこんだ。確かく認にんしようとすらしなかった。降ってくるコンクリート片に集中しなければならなかったし、気配も音と舞い上がる土つち埃ぼこりに掻かき消けされている。

「お前は当然落下物から身を護ろうとする。であれば、お前の周囲は安全地帯だ。難しいことじゃない」

　もっとも十郎は幾いくつか落下物の直撃を受けたので、無傷とはいかなかったが。

「ば、ばか、な。……もし──」

「ああ、もしお前が失敗してたらどうするつもりだったかってことか？　そりゃもちろん瓦礫に埋まって共とも倒だおれだな。つまり──」

　十郎は疲労と痛みを堪こらえ、笑って見せた。

「そのときはお前も死んでる。何一つ問題はない」

　マクスウェルの口が何かを言おうとするかのように虚むなしく開閉し、そして彼の体はゆっくりと床へ倒れ込んだ。

　十郎は止めを刺すために歩み寄る。

　上手く策が当たったものの、こちらも限界だ。先ほどのナイフ二振りでほぼ体力を使い切ってしまった。致ち命めい傷しようを与あたえたという手応えもあったが、相手は魔法士、息の根が止まったのを確認するまでは安心できない。

　落下物の破は片へんを受けた頭からは血が流れている。体全体が重い。

　だが──あと一歩で全てが決着する。

　床に倒れたスーツ姿を見下ろし、ゆっくりとナイフを振り上げる。

　そのとき──マクスウェルの目がかっと見開かれた。

「──！」

　同時に足元が崩壊する。十郎は暗くら闇やみに呑み込まれた。
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　月子は言った。

「あ、あの、申し訳ありませんけど……皆みなさんのお名前を教えていただけませんか？」

　それまで先を争あらそうように質問を投げつけていた大人たちは、ぴたりと口を噤つぐむ。

　だが、それも一瞬のことだった。すぐにまた、しかも先ほどに倍する騒そう々ぞうしさで口々にまくし立てる。

　なんでそんなこと言わなきゃいけないんですか必要ないじゃないですかだいたいあなたも私たちの質問に答えてないくせに何様のつもりなんだ生意気な──

　しまった、と月子は思った。

　取材される人間が不快な、あるいは無礼な質問をされたときに、相手の所属や名前を問いただして威嚇することがある。祖父の囲み取材でもときどき見かけた光景だ。どうやらそれと同種の行こう為いと判断され、反感を買ってしまったようだ。

「その、違うんです、えーと……」

　月子のか細い声では騒さわぎを鎮しずめることなどできはしなかった。

　だが、そのとき──

「堂どう垣がきと申します！」

　張りのある声が喧噪を切り裂さいて月子の耳に届いた。

「名乗ったので、質問させてもらってもいいですか？」

　若い女性だ。おそらくテレビ局のリポーターか。

　そういえば以前に取材を受けたことがあるような気もする。

「は、はい、どうぞ」

「今日は、お祖じ父い様のお見舞いですか？」

「そうです。あと、少しお話しできれば、と思って」

「お祖父様の議員辞職や政界引退の噂うわさについては、何かご存じですか？」

「そういう話が報道されていることは……ただ、祖父が何をどう決断するかはわかりませんし、それについて話を聞いたこともありません」

　ほんとかよ、とかやっぱり実は仲悪いの？　とかいう声が飛ぶ。だが堂垣は自分の権利を主張するようにそちらを一いち瞥べつして黙だまらせると、再び月子に向き直った。

「私からは最後にしたいと思います。──なぜ、私たちの名前を訊きいたのですか？」

「それは、その、訊かなきゃいけない、と思ったからです。なんで、そう思ったかというと……えっと、知らなきゃいけないと思ったからです」

　言って、それが回答になっているのかどうか不安になった。

　ただ笑え顔がおを浮かべて相手の望む反応を返せばよかったころとは全然勝手が違う。やっぱり、自分の意見を自分の言葉で話すというのは難しい。

　でも──

（大だい丈じよう夫ぶ、私はちゃんとできるよね、先生）

　心の中でそう語りかけ、考えをまとめながら再び口を開いた。

「あのですね、私はこれまで、魔法士のことをもっと皆さんに知ってもらいたくて、たくさんテレビや新聞に出てきました。仲が悪いのって悲しいですし、怖がられると寂しいですし。つまり、えっと──怖くないですよ、仲良くしましょうよって、そういうことを伝えたかったんです」

　それは嘘うそ偽いつわりのない本心だ。

「でも、えっと、先日の、あの例の番組を見た方はお分かりかもしれませんけれど、祖父は──お祖父様は、少し違った考えを持ってます。もう少し、その、成果だったり、効率だったり、損得だったり、そういうことを重視されます。それは私にとっては悲しいことです。何か、道具みたいに見られてるんじゃないかって、そんな気持ちになるからです」

　堂垣は何も言わず、続きを促うながした。

「正直に言えば、少し腹を立てていた部分もあります。どうしてわかってくれないんだろう、絶対私の方が正しいのにって。言い負かさないと、勝たないとという思いもありました。でも──でも、当たり前なんですけど、やっぱり、考え方って人によって違うんですよね。それで当然なんです。私はいつのまにか自分が魔法士を代表しているつもりになっていましたけど、それは思い上がりだったのかもしれません。魔法士の中にも私を良く思わない人はいます。私のやっていることに疑問を抱く人もいます。魔法って決して怖いものじゃないんだよって、魔法士って決して危険な人々じゃないんだよって、そう伝えてきましたけど、これも正しくなかったかもしれません。実際には、魔法士の中にも怖い人はいるし、他人に危害を加えようとする人も存在します。魔法を使える人、使えない人に関係なく、本当に色々なんですよね。だから、えっと──」

　少し自分でも頭が混乱してきた。一度言葉を切って、言いたいことをまとめ直す。

「その、色々を、私はもっと知らないといけないんです」

　そう、それが結論。

「救いがたい、どうしようもない魔法士も居るよ、どうするの？　と、そんな問いを投げかけられたことがあります。今なら私はこう答えると思います。──あなたの言う救いがたいというのは何ですか？　どうしようもないとは何ですか？　それは改善できる見込みの無いものなのですか？　折り合いを付ける方法は本当に無いのですか？　私に教えてください。私にも考えさせてください。お願いします」

　もう誰も口を挟はさむ者はいなかった。伊蔵の取材に来たはずの大人たちは、口を噤んだまま月子の言うことに聴きき入っていた。

「今日ここへ来たのは、お祖父様ともそういう話ができれば、と思ったからです。わかってほしい、同時にわかりたい。今まで私はずっと、知ってほしいとだけ思っていました。でも、双そう方向なら世界がずっと広がって、色々なことがずっと良くなるはずだから」

　わずかの沈ちん黙もくのあと、堂垣は口を開いた。

「……最初に戻りますが、では、私たちの名前を知りたいというのは──」

「あ、そうでしたね、すみません」

　月子は赤面した。かなり話題が逸それた、というか、大回りになってしまった気がする。やはり自分は本質的には口下手なのだろう。

「だから、その、知りたいんです。私の取材をするこの人はどんな人なんだろう、どんな考えを持っているんだろう、なぜそのことを取材したいのだろう、どんな記事を書くのだろう。そしてその記事を読み、私のことを知りたがってくれるのは、どんな人たちなのだろう──。私は私のことを教えます、だから──」

　幼よう稚ちなのかもしれない。

　愚かであるのかもしれない。

　間違っているのかもしれない。

　世の中の真理はもっと複雑で、自分の理解の及およばないものなのかもしれない。

　でもこれは、月子が自分で辿たどり着ついた答え。

　だから多くの人の心に届くよう願いつつ、目の前の報ほう道どう陣じんとテレビカメラを見つめながら、月子は言った。

「あなたたちのことを教えてください」
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（落ちた、か）

　マクスウェルは荒あらい息をつきながら十郎の気配を探さぐった。

　薄うす暗ぐらく、視覚はほとんど働かない。自身も半死半生で意識を繋ぎ止とめるので精せい一いつ杯ぱい。傷口の治療などという繊せん細さいな魔法は使えない。

　だから、体に触ふれて唯ゆい一いつ認にん識しきできた床を単純な《見みえざる手て》で叩き割わったのだ。さらなる崩壊でビルが凄まじい姿になっているだろうが、今はそんなことはどうでも良い。

　マクスウェル自身は落下を免まぬかれたが、おそらく十郎の体は地階まで落ちたはず。無事で済んでいるとは思えない。とはいえ、死亡したかどうかまでは確認のしようがないが。

　この量の瓦礫が積み重なっていれば、早期救助は不可能だ。落下時点での致命傷は避け得たとしても、救命は難しいだろう。だが念のためだ。自分ごとここにあるコンクリートをすべてあの男の上にたたき落とし、確実に道連れにしてやる。

　マナを集め《見みえざる手て》を起動し──その瞬間、魔法回路が粉々に砕くだけ散ちった。

（壊呪デイスペル──？）

　まさか十郎が、と思ったとき、傍に人の立つ気配があった。

「……んー、単発で、単純な魔法回路壊すだけなら簡単なんですがね。連続してどんな魔法回路にでも対応できるってのは、ちょっと理解の範はん疇ちゆうを越こえます。やっぱり私には合わない技術だ、これは」

「の、せ……？」

「おや、これは社長、これはまた変わり果てた姿で。高いスーツが台無しですよ」

　慇いん懃ぎんな口調こそいつもと変わらないが、その声には力が無く、強い血臭しゆうを漂ただよわせている。この男も命に関わるような重傷を負っているのだろう。だが、マクスウェルよりはまだ余力がありそうだった。

　運が向いてきたかもしれない。魔法で応急手当を受ければ、助かるかも。

　ずるり、と能勢の方に這い寄よる。

「ああ、助けてほしいってことですか」

　見ればわかるだろう。出血がひどい。早く、一刻も早く──

「申し訳ないですけど、それはできませんね」

　何、だと？

「ほら、先日申し上げたではないですか。あなたを見ていると、必死にさせて叩き潰したくなるって。今がそのときですよ。あなたは必死にならないと、私に殺される」

　笑い声に咳せきがまじる。吐いた血がぴちゃっと床に落ちた。

「ふう、失礼。ご覧の通り、幸か不幸か私も万ばん全ぜんではないですから、もしかしたらチャンスがあるかもしれませんよ」

「き、き、さま……」

「救いがたい、どうしようもない性しよう分ぶんなのです。お付き合い下さい」

「きさまぁああああああああーーーーーーーー────」

　マクスウェルの人生最後の怒ど声せいは不可視の顎あごに呑み込まれ……唐とう突とつに途と絶だえた。
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「ぐ……」

　呻きながら目を開ける。何も見えなかった。

　マクスウェルによって落されたのは覚えている。ということは、ここはビルの地下だろうか。

　手を伸ばすと、瓦礫の感かん触しよくがあった。奇き跡せき的てきに押しつぶされることは免れたものの、自分の上に何百トンのコンクリート片が積みあがっているのか見当もつかない。

　左半身の感覚がなかった。折れた腿ももの骨が動脈を傷つけたようだ。出血は相当なものだろう。

（救出までもつか……？）

　考えて無理だろうという結論に達した。重機を持ってきたところで、あるいは優ゆう秀しゆうな魔法士を動員したところで、瓦礫の除去には相当な時間がかかるはずだ。この出血量ではおそらくそれまで持ちこたえられない。















　と、そのとき、携けい帯たいが振しん動どうしていることに気付いた。

　壊れていないのは奇跡的だ。持ち主がこれだけズタボロになっているというのに、と少し可お笑かしくなる。

『あ、先生？』

　月子の声が聞こえてきた。

『あの、今、テレビみてなかった？』

「いや……何かあったのか？」

『えっと、さっき、取材を受けたの。本当に自分の言いたいことを、初めて言えたような気がする──多分。ニュースの生なま中ちゆう継けいのカメラも来てたから、もしかしたら、見てもらえてたらな、と思って……』

　声に充じゆう足そく感があった。

　本来人見知りな少女である。ここまで言うということは、よほど頑がん張ばったのだろう。

「そうか、あとで確認してみるよ。……ところでお前、今どこに居る？」

『え？　総合病院の駐車場だけど……どうかしたの？』

　頭の中に地図を思おもい浮かべる。

　ここまで来るには、どう急いでも一時間近くかかるだろう。月子の能力ならあるいは瓦礫を一気に片付けられるかとも思ったのだが──間に合わないか。

（仕方ない、な）

　苦く笑しようが漏れた。どうやら自分は本当にここで終わりのようだ。

　ならば、せめて、月子の声を聞きながら逝いこうと思った。

　体調を悟さとらせないよう、声に力を込める。

「いや、何でもない。──ん？　病院ってことは、祖じ父いさんの見舞いか？」

『う、うん。会ってはもらえなかったけどね』

　月子の声が少し沈しずんだ。

『入口で記者さんたちに捕つかまったあと、病室に行ったんだけど……帰れって。でも私、諦めないよ。何度も通って、いつかちゃんとお祖父様とお話する。そして、先生の無実も証明するんだ』

　月子の祖父、雛咲伊蔵。

　十郎はそこで眉を寄せた。そういえば、何か引ひっ掛かる。

　彼に関して重要なことがあったような……

「──雛咲」

『え？　な、何？』

「すぐに全速力で祖父さんの病室ヘ向かえ。止められても無理やり通るんだ。魔法を使ってもいい。携帯はこのままで！」

『え？　え？　あ、あの、でも、病院内での携帯電話は……』

「緊きん急きゆう事態だ。お前の祖父さんの命が懸かかってる」

　声に込められた切せつ迫ぱく感に気付いたのか、月子が駆かけ出す気配がした。

　そう、マクスウェルは伊蔵の暗殺を示し唆さしていた。

　時間は──今夜、二〇時。

「雛咲、今何時か分かるか？」

『え？　えっと、多分、八時五分前くらい、かな』

　息を弾はずませながら月子が答える。

「急げ。ヤバい」

　時間がない。だが、まだ手て遅おくれではない。

（どういう方法で殺しに来る？　テロリストに襲おそわせるか、いや──）

　有名な政治家である。入院中ということは警護態勢もそれなりに整えているはずだ。他人に任せるのは不確実。

　ならば、一番確実なのは何だ？　マクスウェルは腕うで利ききの魔法士で、伊蔵と接触することも簡単にできる。だったら──

　一瞬、思考が途と切ぎれる。出血のせいか、頭がぐらぐらする。

　まだ気を失うわけにはいかない。くそ、考えろ考えろ考えろ──

「……小規模、かつ《維い持じ》、《隠いん匿とく》式込みの魔法回路」

『え？』

　月子が聞き返したとき、電話の向こうから混乱と制止の声が聞こえてきた。月子が伊蔵のボディーガードたちの中に飛び込んだらしい。

「突っ切れ！」

　月子がその気になれば魔法士にだって止められる者はいない。振り切ってドアを開ける音がする。

「そのまま、祖父さんの傍へ行け」

『はい！』

「そうしたら、祖父さんを──」

『何をしておるかッ！』

　電話機越ごしにでもわかる大だい音おん声じようだった。伊蔵が癇かん癪しやくを起こしたのだ。

『月子ッ！　貴様は分を弁わきまえずこんなところへ──』

『黙ってて下さいッ!!』

　思わず十郎は携帯を耳から離はなした。耳鳴りがする。大きさでも気き迫はくでも伊蔵を圧あつ倒とうする、月子の怒声だった。

　怒ど鳴なられた祖父は、言葉を失ったようだ。電話機の向こうが沈黙している。

「は──はは──」

　笑い声が漏れた。あの内気で臆おく病びようだった少女が──

「強くなったな、本当に……」

『先生？』

「ああ、何でもない。ベッドはあるな？　祖父さんを横にならせろ。で、魔法回路の気配を探せ」

『魔法回路？』

「おそらく、頭か胸だ。《隠いん匿とく》が組み込まれてるはずだから、集中しろ」

　少し揉もめる気配があったが、すぐに静かになった。どうやら月子が祖父をおとなしくさせることに成功したらしい。

　人間の体は脆もろい。血管一つ傷つくだけで、命に関わることもあるのだ。

　そして魔法ならば、そういう現象を意図的に引き起こすことも容易たやすい。

　ごく小規模な魔法回路、かつ《隠いん匿とく》の付加式が加わると、並の魔法士なら気配すら察知できないだろうが──月子ならできるはずだ。

『……あった。胸』

「構造はわかるか？」

『え、えっと、マナが三重円になってて……』

　十郎は月子の報告を聞いて頭の中に魔法回路を描き出す。術者によってアレンジが加えられることはあるが、形を見れば機能の想像はつく。

　どうやら《見みえざる手て》の応用形のようだ。動脈の血けつ管かん壁へきを膨ぼう張ちよう、破は裂れつさせ大量出血を引き起こすことが狙いだろう。死後に解かい剖ぼうしても大だい動どう脈みやく瘤りゆう破は裂れつにしか見えないはずだ。

　鼓こ動どうが激しい。息苦しくなってきた。心臓が少なくなった血液をなんとか全身に循じゆん環かんさせようと必死に働いている。

（──もう少し、もってくれよ）

　十郎は一つ深呼吸すると、月子に言った。

「正確な時間が知りたい。部屋に時計あるか？」

『えっと、一九時五八分』

　伊蔵が入院するような病院だ。あるいは医い療りよう魔ま法ほう士が居るかもしれない。だが、呼びに行っている時間はなさそうだった。

「時間がない。雛咲、お前が壊呪デイスペルしろ」

『わかった。やる』

　一瞬の迷いもなかった。逆に十郎の方が意表を突かれ、言葉を失う。

『だって、私ならできるって、お祖父様を助けられるって、先生が信じてくれたんでしょう？　指示を、お願いします！』

「ああ、そうだ、お前ならできる。──いいか、中心に向けて三本のラインが伸びているな？　この中の一本を壊せば機能が停止できるから……」

　爆弾にしばしば使われるダミーコードと同じ構造だ。正解は一つ。不正解を選択すれば、起動。月子なら、かすかな違い和わ感かんから正解を選択することが──

（いや）

　苦笑が漏れた。

　失念するな。こいつは常識を越えて規格外なのだ。

「三つ同時にぶっチ切れ」

『はい！』

　力強い返事が聞こえた。



　しばらく電話の向こうがざわついていたが、すぐに静かになった。

『……運ばれていった。お医者さんと魔法士さんに検査してもらうみたい』

「血管にダメージが入っているかもしれない。慎しん重ちように調べてもらえよ」

『う、うん。あの、先生……』

「何だよ」

『お、お祖父様、死ぬところだったんだよね。あ、ありがとう、助けてくれて』

　涙なみだ声ごえになっていた。

「助けたのはお前だろ。さっきまでのクソ度胸はどうしたよ」

『い、今になって、怖こわくなってきて……』

　一二歳さいの少女のそれを弱さだというのは酷こくだろう。物心ついてから自分に近しい人間の死に直面したことなどないのだろうから。

（ああ……もしかして、俺おれが最初になるのか）

　罪悪感を覚える。

　いや──月子を苦しめることだけではない。自分がもう月子の傍にいられないことが辛つらい。その天才も、成長も、素す直なおさも、能力とアンバランスな弱さも、見ることができなくなるのだ。

　十郎は、初めて死への恐怖を実感した。

『先生？』

「聞いてる」

『あの……今、どこにいるの？　マンションのお部屋じゃないよね？　何か電波が悪いのか、声にノイズが入るんだけど……』

「……ちょっと用があってな、神王町のビル街だ。地下なんで、電波は悪いかもな」

　月子の無む邪じや気きな声を聞いているのが辛かった。電波状じよう況きようのせいにしてこのまま通話を切ってしまおうか、と束つかの間ま考える。だが、そんなことをすると最後の瞬間に後こう悔かいするということもまた、わかっていた。

『私、本当に先生には助けられてばっかりだね……。いつか、先生みたいになれるのかなあ』

「なれるさ」

　すぐに自分など越えて、遥かな高みへと昇っていくだろう。

『先生くらいになれたら、一緒にお仕事もできる？』

　十郎は一瞬返答に詰つまる。

　おそらく、その機会は永久にない。強く電話機を握りしめる。

『──先生？　あの……もしかして、どこか具合悪いの？　声に元気がない気がするんだけど……』

「…………」

　刻一刻と自分の命が尽つきてゆく。死に近付いていく。

　恐怖は増す。叫さけび出したい衝しよう動どうに駆られる。しかし、それを悟られてはいけない。

　自分を慕したってくれた少女に──みっともない姿は見せたくない。最後の記き憶おくが、無む惨ざんなものにならないように。

「雛咲、お前、自分が前にこんなこと、言ったの覚えているか？『今は一二だけど、三年後には一五、八年後には二〇。子どもじゃなくなるときは、絶対に来る』」

『え？　う、うん……』

「悪いが、俺は、それに、付き合ってやれない」

　虚きよ勢せいを張るだけの余力が無くなってきた。声が途切れがちになる。

『せ、先生？　や、やっぱり、様子がおかしいよね？　どこか痛いの？　先生、先生──っ！』

「聞いて、くれ、……頼たのむ」

『────』

　電話の向こうで月子が息を呑んだ。

「お前は、成長する」

　咳き込んだ。呼吸を整えて続ける。

「しばらくは、辛いかもしれない。耐たえられないと、思うかもしれない。……でも、一五のお前は、今より強くなっている。二〇のお前は、それより、もっと強くなっている。俺無しでも、やっていける、はずだ」

『怪我……してるんだね』

「…………」

『び、病院は？　あの、信し乃の先生に、助けてもらえば──』

　もう間に合わねえんだよ。十郎はその言葉を飲み込んだ。

（それにしても、なあ）

　ふとおかしくなる。

　普段は素す直なお過ぎるほど素直なくせに、なぜこういうときだけ人の言うことを聞かないのだろう。話を聞けと言っているのに。

「──俺は、お前と共に、生きたかった。それは嘘うそじゃない」















　最後の一年、人生を豊かにしてもらった。彼かの女じよに出会えなければ、ずっと色のない世界で味気ない一生を送っていただろう。できればどこまで行くのか見届けたかったが、それは叶わぬ夢に終わる。

『やだ、いやだよ……』

「ありがとう。──じゃあな」

　最後の力を振り絞しぼって、それだけ伝える。そして十郎は目を閉じた。

　悲鳴のような声が電話機から聞こえてきたが、もう何を言っているのかわからなかった。



　そのまま彼の意識は、ゆっくりと闇やみの中へ溶とけていった。







　　　エピローグ１　再会





　オフィスの窓ガラスの向こうに、見事な花を付けた桜が見える。

　そういえばニュースで来週あたりが満開フル・ブルームだと言っていた。今年は気温が高く、開花がやや早めなのだそうだ。

　今日も暖かい。あの下で昼ひる寝ねを楽しめたら気持ちいいだろうな、と思う。

　アメリカ合衆国首都──ここの名物のひとつは、桜並木だ。明治時代に日本から贈おくられたものだという。

　桜が根付いたことからもわかるように、気候も日本とよく似ている。すごしやすい街だった。

「氷ひ見み谷やチーフ、郵便届いてますよ」

「……ああ、そこに置いといてくれ」

　外の景色に視線を向けたまま、上の空で答える。

「あと、部長が報告書を早く出せと」

「了りよう解かい」

　そう言っていつも全然出さないくせにとか何とかぶつぶつ言いながら、事務の女性スタッフは向こうへ行ってしまった。

　一つ伸のびをして郵便物に目を通す。

　自宅は一応ある。が、帰宅時間は不定期であり、仕事で長期にわたって留守にすることも多いため、郵便物は基本的に会社に届けてもらうことにしている。

　ほとんどはダイレクトメールだった。特に興味があるわけでもないが、一通り目を通し、足元のクズカゴへ放ほうり込む。

　と、その中に一通、封ふう書しよが交じっていた。英語の宛あて名なに加えて漢字で『氷見谷晃こう様』と書かれている。

　差出人は、と、目をやり──動きを止める。

「雛ひな咲さき月つき子こ、か。……こりゃまた懐なつかしい名前だ。四年ぶりだな」

　日本語で呟く。

　少し考えると、彼は封書を手に取りふらりとオフィスを出て屋上に向かった。



　ハッチンソン警備会社警備部対人警護課第一班主任、氷見谷晃。

　それが彼の現在の肩かた書がきである。

　四年前のチェスター・マクスウェルの死をきっかけにＰＭ社は消しよう滅めつした。ある部門はライバル会社に吸収され、ある子会社は独立し傘さん下かを離れ──結局、最後には何も残らなかった。

　彼は社長の死後アメリカに渡わたり、雛咲拓たく馬まや淵ふち上がみ竜りゆう生せいらの支し援えんを受け、ＰＭ社の解体を積極的に推進した。

　氷見谷の名はＰＭ社のリクルーターとして裏の世界でそれなりに知られている。その名の持つコネを駆使し、彼はＰＭ社の魔法士組織を解散させ、魔法士たちにはそれぞれ新たな居場所を与え送り出した。

　作業が一段落しＰＭ社が跡あと形かたもなくなると、自身はＰＭ社とは無関係な街の警備会社に就職した。

　合衆国は日本より魔法士の民間採用が盛んだ。もちろん、それなりに優ゆう遇ぐうもされる。ハッチンソン警備会社は中規模だが待たい遇ぐうがよく、居い心ごこ地ちの悪くない会社だった。

　屋上に人の姿はなかった。今日は人員がほとんど出で払はらっている。邪じや魔まされる気き遣づかいはないだろう。

　ここからは河か畔はん沿いの並木道を見下ろすことができる。桜の木が、まるでふわふわの綿菓が子しのように見えた。満開になればさらに鮮あざやかな景色を見せてくれるはずだ。

　ベンチに腰こしを下ろし、彼は手紙を広げた。

『拝はい啓けい　早春の候、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます』

　ボールペンでの直筆だ。達筆というには全体的に丸く少し幼い印象だが、丁てい寧ねいで読みやすい筆ひつ跡せきである。

　時候の挨あい拶さつに続き、彼女自身や日本にいる共通の知人たちの近きん況きようが記されていた。

　この四年、一度も日本へは戻っていないし、彼らともまったく会っていない。しかし、ある程てい度どのことは把は握あくしている。

　雛咲月子の名前は今や世界中に知しれ渡っている。若き天才。魔法士の象しよう徴ちよう。

　魔法士の地位の安定や一般人との軋あつ轢れきの解消を目的としたロビー活動だけでなく、自みずからさまざまなボランティアの最前線に立って世界を飛び回ることで、大きな敬意を受ける存在となっていた。

　淵上竜生は特別対策局局長を辞任し、代わりにその席には乾いぬい廉れん平ぺいが就ついた。本人は魔法士組織から引退したかったようで散々渋しぶったが、結局折れたらしい。組織の再編と効率化は順調に進んでいるようだ。

　九く曜よう晶あきらは相変わらず闇医者まがいのことを続けているようだ。元テロリストを運転手に従え、金さえ積めばどこにでも現れるという。

　名な坂さか千ち早はや──幸こう崎さき深み冬ふゆは月子のマネージメントを担当している。月子の傍そばには常に彼女の姿があるそうだ。

　彼は手紙を読み進めた。

『さて、四年前の件では一方ならぬご助力をいただきました。改めてお礼申し上げます。椎しい葉ば十じゆう郎ろう先生の命日が近づくと、毎年、あの日のことを思い出します』

「……椎葉十郎、ね」

　その名前を目にするのも久しぶりだ。

　彼の死はマスコミで一いつ斉せいに報道された。特とく殊しゆ執しつ行こう官かんでありながらテロリストに情報を売り、また自身もマクスウェルを殺してＰＭ日本支社ビルを爆ばく破はした極ごく悪あく人にん。少なくとも一いつ般ぱんにはそう認にん識しきされている。

　これに関しては、ある程度意図的にそう誘導されたという面がある。

　四年前のあの事件には、あまりにも表に出せないことが多すぎた。しかし、闇に葬ほうむり去さってなかったことにするには、あまりにも派手で注目を集めすぎた。世間向けの、わかりやすいストーリーが必要だったのだ。

　十郎一人が汚お名めいを被こうむり、謎なぞらしい謎がなくなったことでマスコミは早期に興味を失った。特別対策局の再編も、淵上一人の首を飛ばしただけでスムーズに進めることができたのである。

『近々、そちらに伺うかがう機会がありますので、一度お会いして、直接ご挨拶申し上げたく存じます』

　そして手紙は結びの挨拶と結語で終わっていた。

　大きく息を吐く。

　直接訪ねてくるということに、驚おどろきはなかった。むしろそれを知らせることがこの手紙の目的なのだろうと思った。

　近々、と書いてあった。航空機による旅行は、エアメールの配達よりも早いだろう。そして今日は四年前、あの事件のあった日だ。

「……お久しぶりですね」

　顔を上げると、屋上の入り口に少女が立っていた。

「オフィスで、おそらくこちらにいらっしゃると伺いましたので。今、お時間よろしいですか？」

　雛咲月子が微笑ほほえんでいた。



　最後に会ったのは四年前。

　あのとき一二歳だったから、今は一六歳のはずだ。

　背が伸びた。とはいえ、同年代の平均と比べればだいぶ小さいだろう。

　顔つきや声は少し大人びた印象があるが、それでも大きく変わったというほどではない。

　彼女は相変わらず雛咲月子のままだった。少なくとも、外見は。

「ちょうど今、手紙を読んでいた。四年ぶりだな」

　月子は口元を綻ほころばせた。

「桜がきれいな街ですね。腰を落ち着けたくなるのもわかります。──隣となりに座すわってもよろしいですか？」

　ああ、と肯くと、彼女はベンチに腰を下ろした。

「いい天気。日本も晴れてるでしょうか？　うちの猫ねこが日向ひなたぼっこ大好きでね、こういう日は日当たりのいい場所を見つけてながーく伸びて昼寝するんです。可愛かわいいですよ」

　月子は気持ちよさそうに目を閉じ──そして、そのまま口を開いた。

「四年前の今日、椎葉十郎先生は私の前から居なくなりました。覚えておられますよね？」

　返事を待たずに続ける。

「もうね、何ヶ月も泣き通しました。悲しいだけじゃない。テレビも新聞も、先生の悪口ばっかりで、辛くて、本当に立ち直れないんじゃないかってくらい、最悪の気分でした」

「それは──」

「ええ、今は知ってます。悪者がどうしても必要で、椎葉先生がその役に一番適格だったんですよね。それによって助かった人が大勢居るのもわかっています。──でも、当時の私は死にたくなるほど苦しかった。どうにか乗り切れたのは、周りに助けてくれる人がいっぱい居たからです」

　口を挟む気はしなかった。また月子もコメントを求めたりはしなかった。

「一年ほどかけて、私は立ち直りました。そして、あの事件のことを色々調べることにしたんです。椎葉先生が最さい期ごに何を考え何を行ったのか、それを知るのは私の義務だと思いました」

「……そして、お前は気付いたんだな」

「ええ、気付きました」

　月子は目をゆっくりと開き、視線をこちらに向けた。

「私が騙だまされていたということに。そうでなければここに居るはずがないでしょう？」

「…………」

「私は“〝氷見谷晃”〟という名前について調べました。ＰＭ社内で使用されていた、偽いつわりの身分なんですね。過去を隠したい人に与えられる。多分、過去に何人かが、その名前で、氷見谷晃として生活していたんだと思います。あなたもそうですよね？　身分を隠す必要があって、先代の氷見谷さんから名前を譲ゆずり受うけたんですから」

　肯こう定ていの必要すらない、それは確認だった。

「周りの人たちにそこまで話したら、ようやく教えてもらえましたよ」

　月子はにっこりと微笑んだ。

「あの日のことを、全部」







　　　エピローグ２　九死





「これは……ちょっと、どうしようもないっすね」

　嘉か神がみ祐ゆう平へいがぽつりと呟いた。

　出雲いずも井い信し乃のは無言だった。ビル崩ほう壊かい跡あとの巨大な瓦礫の山を目の前にして、ただ無力感に歯は噛がみしていた。

　ＰＭ日本支社ビルで爆破事件があったという知らせが信乃のもとに届いたのは、一五分ほど前のことだ。そしてその直後、現場に向かおうとしていた彼女の携帯に育成校の生徒の一人から着信が入った。パニックを起こした月つき子こはこう告げた。

　──大おお怪け我がを負った十じゆう郎ろうが、地下に取り残されている。どうか助けて、と。

　まずはこのコンクリート片を除去しなければ被ひ害がい者しやのもとへ辿り着くことはできない。しかも、複雑に積み上がっている。慎重に進めなければ確実に二次崩ほう落らくを招くだろう。

　目の前に患かん者じやが居れば助けられる。だが、手が届かなければどんな医療魔法も無力だ。

「出雲井先生！　嘉神先生！」

「……卯う滝たきさん？」

　唯ゆい里りが息を切らせて走り寄ってきた。

「あ、あの、月子ちゃんから、連れん絡らくがあったんですけど……椎しい葉ば先生が……」

　必死であちこちに助けを求めているらしい。

　月子が十郎によく懐いていたのは知っている。信乃も救えるものなら救ってやりたい。だが──

「見ての通りです。救助隊が入れません」

「じ、じゃあ、私が魔法で瓦礫を一気に除よけて──」

「駄目です。様子を確認しながら一つ一つ除去していかないと、再び崩くずれる恐おそれがあります。生存者が居たとしても、それが命取りになりかねません」

　予告電話があったということで、社員のほとんどは避ひ難なんしていたようだ。ただ、中に数人取り残されている可能性があるという。一か八かの賭けをすることはできなかった。

「そんな……そんな、冷たいこと──！」

　大声で言いかけて、はっと気付いたように唯里は口を噤んだ。信乃は聞こえなかったふりをした。

　見殺しになどしたくない。顔見知りであればなおさらだ。十郎とは反りが合わず言い争いもしたが、信頼して子どもたちを任せられる教官だった。

　しかし──救う手立てが見つからない。何かないだろうか、何か──

「あ」

　そのとき唯里が小さく声を上げた。

「そ、そうだ、し、下、この辺、駅……」

「お、落ち着こうよ、卯滝さん」

「地下鉄の駅！」

　唯里は叫んだ。

「私、お仕事で来たことあるんです！　この下、地下鉄の駅がありますよね？　通路でもダクトでも、あのビルに一番近いところから魔法で穴開けて通せば、瓦礫どかさなくても入れるんじゃないですか？」

　信乃は頭を働かせる。距きよ離りにして何メートルくらいだろう？　並の魔法士には到とう底てい無理だろうが、もしかして唯里なら──

「……やってみる価値はあると思います。かけあってくるから、卯滝さん、準備してて」



　幸運がいくつか重なった。

　唯里は見事に地下鉄駅の通路から大穴を開けた。

　地下二階から進入した信乃と祐平は、地下一階へ上ったところで倒れている十郎を発見することができた。

　ライトを向けると、かすかに胸が上下しているのが確認できた。

「……まだ生きてる！」

　祐平が言った。弱弱しいが、呼吸も鼓動も感じられる。

「《精せい査さ》。私が上半身診みるから、祐平君、下半身調べて」

　二人は魔法で傷の状態を調べていった。

　裂れつ傷しようは見られるが、出血は軽けい微び。肋ろつ骨こつは幾いく本ほんか折れているが、肺は無傷。頚けい椎ついも大丈夫。あとは──

「……大だい腿たい部ぶの動脈やられてるっす。ちょっとまずいかも。あと、内臓も何なん箇か所しよか」

「大丈夫。その程度なら私が何とかする」

　問題は、頭、そして脳だ。ここさえ無事ならほぼ確実に──

「…………」

「信乃、先生？」

　一いつ瞬しゆん、気持ちが挫くじけかけた。どうにか立て直せたのは祐平が傍に居たからだろう。

「──脳のう挫ざ傷しよう、硬こう膜まく下に出血を確認」

「え……」

　祐平が凍こおりついた。

　頭か内臓、どちらか一方なら対処できる自信がある。だが、このレベルの負傷を二箇か所しよ同時に治ち療りようするのは無理だ。片方を祐平に任せるしかないが、おそらく彼の技量では……見込みがない。

「……やるっすよ、俺。指示ください」

「祐平君……」

「諦あきらめちゃ駄目っす。頑張りましょうよ！」

　明らかに無理をして作った笑顔だった。だが、信乃は勇気付けられた。

「……そうね。私が頭やるから、あなたは止血最優先で。終わり次し第だいヘルプに入るから、それまで何とか持たせて」

「了解っす」

　医師としての勘かんと経験が間に合わないと告げている。だが、それでも、全力を尽くさなければならない。それが自分たちの義務だ。

　無言で治療に没ぼつ頭とうする。血けつ腫しゆを除去。脳圧のコントロール。

　祐平が時折小さくうめき声を上げかけては、必死でかみ殺している。能力以上の責任を負わされて、彼も必死に戦っているのだ。

　急げ、まだ間に合う。いいや、もう無む駄だだ。──信乃の中で、二つの声が交こう錯さくする。

　そのときだった。

「はい、おつかれ。坊ぼうや、選手交代だ」

　声がした。

　信乃は目を瞬またたかせた。知っている声だ。しかし──

　顔を上げる。声の主を確認する。薄闇のなかに背の高い女性が立っている。

　居るはずのない人間がそこに居た。

「九く曜よう──先せん輩ぱい？」

「挨拶は後。そのまま頭は任せるよ。その他はアタシが引き受ける。──坊やはしっかり見てな。特別にタダで勉強させてやるから」







　　　エピローグ３　比翼





「思いつく限りの人に電話して、助けを求めて……晶あきらさんの番号は知らなかったけど、私の連絡を受けた菜な々な香かさんが電話して、大おお騒さわぎして、動かしてくれたみたいですね。で、私も遅おくれて現場に駆けつけたんですけど──そこで、椎しい葉ば先生は亡なくなったって聞かされました。あんなショックを受けたのは初めてでしたよ。ほんとに立ってられないくらいでしたから。想像できますか？　ねえ──」

　月つき子こは笑顔のまま続けた。

「椎葉先生」

　彼はしばらく沈黙し、そして言った。

「──四年ぶりだな、そう呼ばれるのは」

　一命を取り留めた椎葉十じゆう郎ろうは葛かつら城ぎ功こう哉やから身分を譲り受け、この四年間、氷ひ見み谷や晃こうとして生きてきた。

　話を進めたのは月子の父、拓たく馬まだった。

　十郎の無実を証明する方法はなかった。マクスウェルの遺体は現場から発見されたものの、その企たくらみを裏付ける証しよう拠こは出てこなかった。だから、十郎がすべてを引き受けて早々に幕を引くのが、あの時点での最善策だったのだ。

　事後承しよう諾だくの形となったが、十郎はそれを受け入れた。もとより汚名を着る覚かく悟ごでマクスウェルを殺そうとしたのだから、抵てい抗こうはなかった。

　怪け我がが癒いえると十郎は名前を変えてアメリカに旅立ち、ＰＭ社の解体に尽じん力りよくした。

　問題は、月子の存在だった。

「……お前に真実を隠かくすと決めたのは、俺だ。だから他の奴やつを恨うらむな」

　もし十郎が生きていることを知ったなら、月子は十郎との繋がりを絶つことはできなかっただろう。世間的にはテロリストである。万一、外に漏れれば、月子だけでなく雛ひな咲さき家の立場がまずいことになる。

　もう一つ。十郎は、月子にとって重要な存在になりすぎていた。

　逮たい捕ほされただけで彼女は心の平へい衡こうを失ったのだ。死に掛かけたと知れば、どうなるだろうか。自分のすべてを投げ出だしてでも、ずっと傍に居ようとするのではないだろうか。

『喪そう失しつした』という痛みならば、いずれ消える。だが、『喪失するかもしれない』という恐きよう怖ふは、十郎が居る限り彼女の中で永久に続くのだ。

　誰だれよりも高く飛べる翼つばさを持った鳥が、飛べなくなる。自分が足あし枷かせとなって地面に繋ぎ止めてしまう。そのことを十郎は恐れた。マクスウェルはおらず、伊蔵は力を失った。月子はもう一人でも飛べるはずだった。

　正直なところ、自分の判断が正しかったのかどうか、わからない。別の道を選んでいればもっと後悔したかもしれないし、後悔しなかったかもしれない。月子が真実を知った今、確かに言えるのは、自分が彼女を傷つけたということだけだった。

「ふうん」

　月子は十郎を見つめた。

「面おも白しろいことを仰おつしやいますね。裏を返せば、先生ならいくら恨んでもいいということですか？」

「──恨んでいるのか？」

「ええ、もちろん」

　月子は笑う。

「私はそんなこと望んでいなかった。頼んだ覚えもなかった。先生は、私から、一番大切なものを奪うばったんです」

　お前のためを思って、などという理り屈くつは意味がないのだろう。今、月子がひとかどの人物として評価されているという事実があったとしても、確かに十郎は責めを負うべきだった。

「恨んでますよ。嫌きらいですし、憎にくんでますし、死んでほしいとさえ思います。苦しんで、苦しんで、苦しんで、本当に辛かったんですから」

　そう言うと、月子はふう、と息を吐いた。

「……言いたいことが言えて、少しすっきりしました。四年分には全然足りないですけど、これ以上続けても不毛でしょうね」

　そして、ゆっくり立ち上がった。

「お時間を取らせて申し訳ありませんでした。もう会うこともないと思います。さようなら、お元気で」

　微笑んで一礼し、月子は背中を向けた。

　十郎は──動かなかった。

　彼女は過去に区切りをつけるため、一人で真実を突き止めた。そして今、区切りをつけて去ろうとしている。もう彼女は振り返ることもなく、どこまでも高く飛んで行けるだろう。

　そう、月子は優秀だ。だからこういう結末も覚悟していた。月子を傷つけた自分は受けいれなければならなかった。

　──それが彼女の本心であったならば。

「雛咲」

　声をかけると、去ろうとしていた月子が足を止めた。

「俺はお前を傷つけた。責められて当然だと思ってる。だから──」

　十郎は言った。

「だから、最後にもう一度だけ、気持ちを聞かせてくれないか。今度は──笑顔を作らず、敬語も抜きで」

　月子の背中がぴくりと震ふるえた。返事はなかった。

　十郎は言葉を促したりはせず、ただ待った。

　やがて──小さな声が聞こえてきた。

「恨んでる、よ」

　背中を向けたままなので表情はわからない。ただ、その姿は先ほどまでと違い、ひどく弱々しく見えた。

　十郎は歩み寄り、後ろからそっと肩かたを抱だいた。月子は逃にげようとしなかった。

「嫌い、だし、憎んでる、し、死んで、ほしいとさえ、思う、よ。でも……でも──！」

　振ふり向むく。涙なみだでぐしゃぐしゃになった顔が見えたと思った瞬しゆん間かん、月子は十郎の胸に飛び込んだ。堤てい防ぼうが決壊したように、感情が言葉となって溢あふれ出す。

「でも、好きなの！　嫌いだけど、大好きなの！　嫌いの何倍も何十倍も何百倍も大好きなの！　苦しいのに、許せないのに、会いたいの！　恨んでるのに、毎日毎日毎日毎日毎日夢に見るの！　おかしくなりそうなの！　も、もうやだよぉ、こんな寂さびしいのやだぁ、約束したのに、ずっといっしょに居てくれるって、約束したのに、ひどい、ひどいよぉ、置いてかないで、せんせい、おいてかないで、ずっと、ずっとそばにいてよぉ……」

　悪かった、と十郎は囁ささやく。月子は声にならない声を上げて、泣き続けた。



　そよ風に乗って並木道の喧けん噪そうがここまで聞こえてくる。

　来週も天気が良いらしい。開花に合わせてイベントも目め白じろ押おしだ。さらに賑にぎやかになるだろう。

　二人は屋上のベンチに座っている。十郎が月子を膝ひざ枕まくらしているような格好だ。

　ときどきしゃくり上げる声が聞こえる。が、それも徐じよ々じよに間かん隔かくが長くなり、やがて静かになった。

「……落ち着いたか」

「………………ん」

　十郎の膝ひざの上で顔を伏ふせたまま、月子は小さな声で言った。

「起きられるか？」

「……だめ」

　気分でも悪いのか、と訊こうと思ったとき、月子が続けた。

「多分、今、すごく可愛くない顔になってるから見られたくない。──あと、もう少しこうしてたい」

「……じゃ、好きにしろ」

　四年分の借りがある。あまり固いことは言うまい。

「お前、少し背は伸びたけど、あんまり印象は変わんねえな」

「……もしかして、中身は成長してないって言われてる？」

「違う。変わってなくて、何となくほっとする」

「…………そっか」

　月子はどこか満足げに息をついた。

　やがてぽつぽつと月子は今の自分と周囲のことを語り出した。

　信乃と祐平が結けつ婚こんしたこと。菜々香と紗さ弓ゆみとは相変わらずいい友人でいること。駿しゆん介すけが特別対策局の見習いとして採用されたこと。乾いぬい局長の娘むすめがなぜか駿介に懐いていて、見ていて微笑ましいこと。唯ゆい里りが特別対策局で活かつ躍やくしていること、唯里に料理を習っていること──

「お前と卯う滝たきって、あんまり相あい性しよう良くなかったような記憶があるんだが」

　初等育成校時代、なぜか月子が突っかかっていくことが多かった気がする。

「…………卯滝先生は、先生が生きてること、知ってたんだよね。この四年の間に、連絡あった？」

「いや？」

　なぜそんなことを聞くのだろう。

「うん、フェアで、いい人だよ。卯滝先生。……だから少し苦手」

　条件が対等になったからもう遠えん慮りよしないだろうし。──そんな意味のわからないことを月子は呟つぶやいた。

「あ、あの、先生の方は、この四年、どうだった？　今どんな暮らしなの？」

「別に。普ふ通つうに働いて、普通に生活してる」

　ＰＭ社の問題が完全に片付いたのは、ほんの一年ほど前のことだ。それまでは何を考える余よ裕ゆうもなかった。かつての知り合いとの連絡も途絶えている。

　氷見谷──葛城は最後に連絡を取ったとき、ＰＭ社の生き残りに追いかけられているので、行方ゆくえをくらますとかいうようなことを言っていた。

　能の勢せの死体は結局発見されなかったそうだ。どこかで生きているのか──あるいはいずれまた十郎の前に姿を現すのかもしれない。

「あの、付き合ってる人とかは？　もしかして結婚とか……」

「俺と付き合うような物好きいねえよ」

　苦笑したら、なぜか少し月子の機き嫌げんが悪くなった。物好きだなんてひどい、とかぶつぶつ言っている。

　孤こ独どくには慣れている。苦痛だとは思わない。

　が、変わらない月子を見て安あん堵どしたのは、やはりあの育成校で教えていた時間、子どもたちや同どう僚りように囲まれていた日々は特別だったということなのかもしれない。

　ん、と声を出して、月子は起き上がった。

　隣に座り、十郎の顔を見つめる。目と鼻が赤くなっていたが、それもかえって愛らしく見えた。

「先生は……今の生活、大事？」

　月子は尋たずねる。

「日本に戻もどりたくなること、ない？」

「死んだはずの犯罪者だぞ、俺は」

　戻る場所などない。

　月子は少しの間沈黙し、そして言った。

「……この間ね、お祖父様が亡くなったの」

「それは──」

　何と言葉を返すべきだろう。

「末期癌がんだった。見付けたときは全身に転移しててね。せっかく私と先生で助けたのに、悲しいよね。でも、亡くなるまでの間、少しゆっくりお祖父様と話すことができた。他た愛あいのないことばかりだったけど、嬉うれしかったな。──それでね、お祖父様の死後、私宛あてに遺のこしてくれたものがあったの」

「遺産の類たぐいか？」

　月子は少し笑った。

「お金に換かえられるものじゃないよ。でも私にとってはすごく貴重なもの。──お祖父様が警察を動かして不当逮捕させたという、記録。つまり、先生の無実を証明する書類」

　十郎は言葉を失った。

「ＰＭ社の目もく論ろ見みについても明らかにされてる。ビルの倒とう壊かいとマクスウェルさんのことは、魔ま法ほう士同士が戦った結果ということで処理できると思う。まったくのお咎とがめなしとはいかないかもしれないけど、つまり──望むなら椎葉十郎として日本に戻れる」

　月子は十郎を見つめた。

「先生は、選べるの」

　落ち着かなくて、答えを聞くのが不安そうで──しかし、それでも彼女は選せん択たく肢しを押おしつけるようなことはしなかった。

　ほんとにできた奴だよな、こいつは。

　──そう思った瞬間、しかし、再会したときの取って付けたような笑顔と、その後の泣なき喚わめいた顔が脳のう裏りに浮うかんだ。

　不意に胸を突かれる思いがした。違う。思いやりとか優やさしさとか、そういうことじゃない。

　月子はずっと戦ってきたのだ。自分の望みと、現実との折り合いを付けるために。

　気付くべきだった。年とし端はのいかない少女が、四年掛けて一人の人間の生死を突き止めるというのが、どういうことなのかを。

　区切りをつけるためにそれを行ったと考えていた。彼女の利発さ、聡そう明めいさがそれを可能にしたと思っていた。

　間ま違ちがっていた。

　彼女は十郎の死が受け容いれられなかったのだ。根こん拠きよを重ねて「実は生きている」という結論に辿り着いたのではない。「生きていなければならない」という結論が最初にあり、そしてそれを現実にしないと心が壊こわれてしまうから、可能性を必死に探し続けたのだ。だから苦しんで、自分を苦しめる十郎を恨んで、それでも十郎を求めずにはいられなかった。

　幼い頃ころからいつだって、現実と戦って傷ついて、もがきながら答えを探していた。それが雛咲月子という少女だ。

　自分は──そんな彼女を支えると誓ちかったのではなかったか？

「大馬鹿だ、俺は」

　彼女の資質を信じた。その優秀さを信じた。だが、一番信じなければならなかったのは、彼女にとって不可欠な存在である自分自身だった。

「先生？」

「……四年か。長くて辛つらかったよな」

「え？」

　一瞬何を問われたのかわからず、月子はきょとんとした。

　十郎は彼女の髪かみをくしゅくしゅとかき回す。

「え？　あ、あの、先生──？」

　驚く顔も少しはにかんだ顔も、確かに自分が共に在ると誓った少女のものだ。

　認めるべきだ。自分は月子と共に在りたい。彼女のためではなく、自分自身がそうしたい。

「でもな、覚えとけ。その四年よりも──」

　そして、嬉しいこと、楽しいこと、辛いこと、悲しいこと──全すべてを引っくるめたこれまでの人生を、二人分合わせたものよりも。

「これから先、俺とお前が一いつ緒しよにいる時間の方がずっとずっと長い」

　その言葉の意味を、少女はゆっくりと理解する。

　驚いたように目を見張る。

　そして泣きそうな顔で笑いながら──言う。

「先生、大好き」



了
















　　　あとがき





　どうも、すえばしです。スクランブル・ウィザード７をお届けします。



　この巻の執筆中、ずっと歯の痛みに悩まされていました。

　といっても虫歯ではなく（子どものころに上下の前歯四本と上下左右の奥歯が全滅して歯医者で地獄を見たので、以来、丁寧なケアを心がけてます）、どうやら生えかけの親知らずが悪さをしている模様。歯茎の中で変な方向に頭を出そうともがいているらしく、隣の歯が圧迫されてズキズキと痛みます。三度の飯より食うことが好き、食後のご飯は欠かせない私にとって、これは由々しき事態。

　で、親知らずの治療法について色々調べてみたんですが、どうも歯科の中でも口腔外科という分野に属しているようです。

　口腔──まあこれは口の中という意味ですね。問題はその次。

　外科。

　げか。ゲカ。何という凶悪そうな響き。

　特に“〝ゲ”〟のあたりがよろしくない。なんかトゲトゲの付いた棍棒を振りかざした大男が『ゲーゲッゲッゲッゲッゲッ！』と笑ってるようなイメージです。私的に。

　まあびびっていても始まらないので、身近に居る親知らず抜歯経験のある人たちにリサーチしてみました。聞いた話をまとめると、大体こんな感じの手順で行われるようです。

１　口を大きく開け、麻酔注射。（注射という単語に早くも腰が引ける私）

２　歯茎をメスで切開。（この辺で私の顔が青くなる）

３　金属のへらを突っ込んで埋もれている親知らずを力強く掘り起こす。メリメリバキゴリグシャアという音が頭蓋骨を伝播して脳髄に響き渡る。（この辺で私の顔が青を通り越して白くなる）

４　敵が頑固な場合は、電動カッターやノミ（？）で砕いてから取り出す。親知らずの断末魔がグヮキンガキンとさながら削岩作業のような轟音となって頭蓋骨を伝播し（以下略

５　血？　うん、出るよ。メチャクチャ出る。出血大サービス。なんちて。んで抜いた後、鏡で見るとぽっかりと歯茎に大穴が開いててさ。そりゃもうグロいことに──あれ？　何で涙目になってんの？

　……いやいやいやいや無理無理無理無理マジ無理っす。話だけで痛い。私痛いの嫌い痛い治療嫌い大嫌い。痛い思いするくらいなら、痛いの我慢した方がマシだってくらい嫌い。（どうでもいいですが、人は他人に痛い話をするときなんであんなに楽しそうな顔をするんでしょうか）

　──とはいえ、ほっといて自然治癒するようなものでもなさそうですしねえ。このあとがき書き終わったら、歯医者の予約を入れるかなあ……

　この本が出るころ、ツイッターやブログが更新されなくなったら、心に深刻なダメージを負ったのだと思ってください。



　さて、スクランブル・ウィザードもこの巻にて完結と相成りました。

　ここまで続けてこられたこと、物語に結着をつけられたこと、すべて読者の皆様の応援のおかげであると深く感謝する次第です。

　一巻を考えた時点で終わらせ方はある程度決めてありましたが、それはあくまで私の頭の中だけでのこと。こうして世に出す機会を与えていただけたというのは、まさに望外の幸いでした。書いていく中で、キャラによっては当初の設定と一八〇度性格が変わったり、出番が大幅に減ったり、あるいは逆に増えたりと色々構想から外れていった部分はあるのですが、それでも最終的にはみんな落ち着くべきところに落ち着いたのではないかなと思います。

　十郎や月子の人生はこのお話が終わったあともずっと続いていきます。その『これから』に読者の皆様が思いを馳せていただけるような、彼らがそういう存在になれたのなら、生みの親としてこれ以上の喜びはありません。



　このシリーズを担当していただきました斉藤様、前田様。魅力的なイラストで物語を彩って下さったかぼちゃ様。デザイン、印刷、取次、および書店の皆様。その他出版流通に関わる全ての方々。もちろん読者の皆様にも、改めて厚く御礼申し上げます。本当にありがとうございました。



　なるべく早く、次の物語でお会いできればと思います。

　それでは。



二〇一〇年六月　　　すえばしけん　　　
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